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[地域の伝統技術を継承する]
●特集企画に寄せて

現
在
経
済
産
業
省
が
認
定
し
て
い
る
伝
統
的
工
芸
品

は
総
計
２
２
２
件
あ
る
が
、
伝
統
的
産
業
分
野
は
、
あ

ら
ゆ
る
地
場
産
業
が
対
象
に
な
る
た
め
、
全
国
的
に
ま

と
め
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
ま
だ
な
い
。

本
誌
で
は
、
伝
統
的
工
芸
品
を
含
め
て
地
域
で
長
年

製
造
さ
れ
て
き
た
伝
統
技
術
又
は
特
産
品
が
、
現
在
ど

の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
製
造
・
商
品
化
さ
れ
て
い
る
か
を
、

後
継
者
育
成
の
立
場
を
中
心
に
取
材
し
た
。

久
米
島
紬
の
よ
う
に
４
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
伝
統

的
工
芸
品
も
あ
れ
ば
、
茅
葺
き
屋
根
の
修
復
や
崩
れ
出

し
た
石
垣
の
再
生
等
、
日
本
の
歴
史
文
化
や
景
観
・
環

境
を
保
全
す
る
た
め
に
、
企
業
や
団
体
等
が
技
術
者
を

養
成
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

伝
統
の
商
品
を
制
作
す
る
た
め
に
は
、
原
材
料
の
生

産
や
育
成
・
確
保
か
ら
は
じ
ま
り
、
様
々
な
過
程
を
経
て
、

一
つ
の
作
品
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
。
作
り
手
に
は
そ

の
た
め
の
技
術
力
と
共
に
、
伝
統
を
継
承
し
て
い
く
と

い
う
熱
意
と
覚
悟
、
忍
耐
力
が
求
め
ら
れ
る
。

技
術
を
指
導
す
る
人
、
学
ぶ
人
の
長
期
間
に
わ
た
る

研
鑚
の
日
々
、
そ
し
て
独
立
し
た
作
り
手
た
ち
の
楽
し

く
も
切
磋
琢
磨
す
る
日
々
。
こ
れ
ら
を
や
や
緊
張
し
な

が
ら
取
材
に
臨
ん
だ
が
、
皆
さ
ん
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
向

学
心
と
充
実
感
を
持
ち
、
ど
の
工
房
も
明
る
い
雰
囲
気

に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
寡
黙
だ
が
、
と
て
も
い
い
顔
を

し
て
作
業
を
し
て
い
る
。
し
か
し
研
修
生
の
生
活
は
厳

し
く
、
一
人
前
に
な
っ
て
も
工
芸
家
と
し
て
豊
か
に
生

活
で
き
る
保
証
は
な
い
。
手
間
暇
か
け
た
手
作
り
品
は

高
価
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
気
軽

に
は
購
入
し
に
く
い
。
無
関
心
層
が
増
え
て
い
る
の
も

気
が
か
り
で
あ
る
。

そ
れ
を
打
破
す
る
た
め
に
、
各
所
と
も
新
し

い
感
覚
や
生
活
提
案
等
を
取
り
入
れ
た
商
品
開

発
と
Ｐ
Ｒ
、
手
頃
な
価
格
に
す
る
等
の
努
力
を

行
っ
て
い
る
。
若
い
職
人
の
採
用
や
市
民
・
学

生
ら
と
の
体
験
交
流
等
も
新
た
な
商
品
創
造
の

機
会
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

決
し
て
失
っ
て
は
な
ら
な
い
日
本
が
誇
る
貴

重
な
技
術
。
い
ま
こ
そ
地
域
ぐ
る
み
で
伝
承
に

取
り
組
み
、
身
近
に
あ
っ
て
輝
く
存
在
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

▲沖縄県久米島町／
伝統の久米島紬を織る
桃原さん

▲福岡県築上町／
幻の手工芸品「金唐革紙」

▲広島県安芸太田町／
先端に鋼を加えて修理した鍬

▲徳島県吉野川市美郷／
崩れそうな石垣の再生「石積み学校」

▲富山県南砺市／
五箇山和紙の新ブランド「FIVE」

▲長野県根羽村／
山へ間伐作業に向かう林業技能生

▲宮城県石巻市北上町／
「ワークつるがや」で制作される葦製品

▲北海道置戸町／オククラフトセンター
一年間学んだ塾生の成果作品展

▲福島県喜多方市山都町／
そば粉100％の山都そば

▲福島県三島町／
会津桐で製作する人気の桐製品
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「でぽら」とは──
D e p o p u l a t e d  L o c a l 
Authorities（人口が減少し
た、つまり過疎化した地方自
治体）からのネーミング。
　過疎市町村の多くは山間地
や離島など森林面積の多い農
山漁村地区で、全般に人口の
減少や高齢化が進んでいます
が、国土の保全・水源のかん
養・地球の温暖化の防止など
の多面的機能により、私たち
の生活や経済活動に重要な役
割を担っています。このよう
な過疎地域は、豊かで貴重な
自然環境に恵まれ、伝統文化
や人情あふれる風土が数多く
残っています。
　多くの人たちが過疎地域を
理解し、過疎地域と都市地域
が交流をすすめ、共生してい
くためのホットラインとして、
また過疎地域相互間の情報誌
として「DePOLA」（でぽら）
を発行しています。
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●表紙写真
上左／奥会津編み組細工の製品（福
島県三島町）
上右／木登りの指導を受ける新人の
林業技能者たち（長野県根羽村）
中左／久米島紬で制作するバッグや
小物入れ（沖縄県久米島町）
中央／石積みの技術を指導する高開
文雄石工技師（徳島県吉野川市美郷）
右中／乳児にプレゼントする木の器
「すくすくギフトセット」（北海道置
戸町）
下左／葦材で茅葺き屋根を修復する
職人たち（宮城県川崎町・ふるさと村）
下右／雄国根曲り竹の竹細工をする
保存会の人たち（福島県喜多方市熊
倉町）

■地域産業発展の拠点として
・作り手の想いと技で、木の命が蘇る時
　[オケクラフト](オケクラフトセンター森林工芸館)　北海道置戸町― 4
・蚕から紬糸にして、染色、機織りまで
　島民の暮らしと共に[久米島紬]　沖縄県久米島町 8

・北上川河口域の自然と共生しながら
　葦原の育成と[茅葺き屋根]の修復　宮城県石巻市北上町―12
・藏内家の栄枯盛衰物語
　幻の手工芸品[金唐革紙]の復活　福岡県築上町―16
・人も森も元気な矢作川源流域
　トータル林業をめざして　長野県根羽村 18

・15名が参加してハードな実習
　天空の里で、[石積み学校]　徳島県吉野川市美郷地区―22

■平成27年度　過疎地域自立活性化優良事例
・「人を増やしたい」思いを行動とかたちに  鹿児島県垂水市［大野地区公民館］ 35
・里山の恵みを五名愛と地域活性化に  香川県東かがわ市［五名活性化協議会］ 36
・新鮮野菜を子供たちに、「ふるさとランチ」  広島県三次市［田幸ふるさとランチグループ］―37
・会津材を生かした暮らしの提案  福島県三島町［一般社団法人 IORI倶楽部］ 38

■INFORMATION　39
[全国過疎問題シンポジウム2016 in なら]のお知らせ
[KENPOKU ART 2016] 茨城県北芸術祭
編集後記　奥付

■移住して伝統工芸職人に―

・地域おこし協力隊員が地域伝統
の技を学ぶ 26
若い力が受け継ぐ匠の技 
[奥会津編み組細工]　福島県三島町 26
時代に合った新たな創作に期待
[雄国根曲竹の竹細工]
福島県喜多方市熊倉町　28
3名の隊員が蕎麦打ち修業中[山都そば]
福島県喜多方市山都町　29

・鉄に魅せられて鍛冶職人に
鍛冶工房[金床] 秋田和良（寄稿）
広島県安芸太田町 30

・新感覚の五箇山和紙を世界に発信
[ＦＩＶＥ]＆伝統の復元
富山県南砺市五箇山 32
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[

北
っ
子
の
白
い
器]

で
デ
ビ
ュ
ー 

オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
の
誕
生

置
戸
町
は
北
海
道
東
部
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
注
ぐ

常
呂
川
の
最
上
流
部
に
位
置
す
る
森
と
田
園
の
町
。

昔
か
ら
良
質
材
の
産
出
地
と
し
て
林
業
で
栄
え
、
森

で
働
く
元
気
な
男
た
ち
の
町
と
し
て「
人
間
ば
ん
馬
」

や
町
民
綱
引
き
大
会
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。

綱
引
き
大
会
は
な
く
な
っ
た
が
、
力
自
慢
の
男
た
ち

が
５
０
０
㎏
の
丸
太
を
引
く
「
人
間
ば
ん
馬
大
会
」

は
６
月
末
の
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
、
北
海
道
の
夏
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。

置
戸
町
が
木
工
芸
品
の
町
と
し
て
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト

を
確
立
す
る
ま
で
に
は
、
地
場
資
源
の
付
加
価
値
を

高
め
る
生
産
教
育
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
施
策
と
、

そ
れ
に
応
え
た
住
民
活
動
、
外
部
の
作
り
手
た
ち
の

指
導
・
交
流
が
あ
っ
た
。
町
で
は
昭
和
55
年
よ
り
置

戸
町
は
木
材
の
町
で
あ
る
、
生
活
の
場
に
も
っ
と
木

を
取
り
入
れ
よ
う
と
18
日
を
「
木
に
親
し
む
日
」
に

し
た
。
木
工
教
室
が
開
か
れ
、
図
書
館
に
は
木
に
関

す
る
本
が
増
え
、
や
が
て
「
ぶ
き
っ
ち
ょ
の
家
」
と

名
付
け
た
空
き
家
に
木
工
作
業
施
設
を
設
け
て
住
民

の
工
作
活
動
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
57
年
に
は
新
た

な
発
展
を
め
ざ
し
て
加
工
技
術
の
研
究
開
発
を
す
る

地
域
産
業
開
発
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
、
専
任
の
職

員
も
配
置
さ
れ
た
。

町
で
は
「
地
域
の
文
化
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に

講
師
を
招
い
て
講
演
会
を
行
っ
て
き
た
が
、
法
政
大

学
の
清
成
忠
男
教
授
が
「
ぜ
ひ
こ
の
人
を
」
と
推
薦

し
た
の
が
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
故
秋
岡
芳
夫
氏
だ
っ

た
。
昭
和
58
年
に
来
町
し
た
秋
岡
氏
は
木
工
ロ
ク
ロ

の
導
入
を
す
す
め
、
時
松
辰
夫
先
生
（
現
ア
ト
リ
エ

と
き
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
主
宰
）
に
よ
る
技
術
講
座
が

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
エ
ゾ
マ
ツ
、
ト
ド
マ

ツ
等
の
ア
テ
材
（
建
築
材
に
は
不
向
き
だ
が
、
木
目

が
密
で
木
工
素
材
と
し
て
適
し
た
材
）
を
使
っ
て
ロ

ク
ロ
で
器
を
製
作
す
る
、
針
葉
樹
で
も
乾
燥
や
塗
装

等
の
特
殊
加
工
で
、
美
し
く
て
丈
夫
な
器
類
が
製
作

で
き
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

時
松
先
生
が
置
戸
町
の
エ
ゾ
マ
ツ
等
を
使
っ
て
製

作
し
た
木
工
芸
品
は
、
58
年
11
月
に
東
京
日
本
橋
高

島
屋
で
「
北
の
自
然
か
ら
生
ま
れ
た
木
の
器
オ
ケ
ク

一
見
何
の
変
哲
も
な
い
木
材
や
板
切
れ
が
、
作
り
手
た

ち
の
熱
い
想
い
と
技
で
、
命
を
吹
き
返
し
た
よ
う
に
美

し
い
白
い
木
肌
と
木
目
を
蘇
ら
せ
る
。
緑
の
風
、
吹
雪

の
日
の
音
や
風
景
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
器
。
林

業
の
町
・
置
戸
町
が
28
年
前
に
開
設
し
た
オ
ケ
ク
ラ
フ

ト
セ
ン
タ
ー
森
林
工
芸
館
に
は
、
エ
ゾ
マ
ツ
や
ト
ド
マ

ツ
等
か
ら
作
っ
た
個
性
的
な
器
が
と
こ
ろ
狭
し
と
展
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
研
修
し
て
独
立
、
生
業
と
し
て

い
る
作
り
手
た
ち
は
20
名
を
数
え
、
今
年
も
2
名
の
研

修
生
が
入
塾
、
先
輩
た
ち
か
ら
指
導
を
受
け
て
モ
ノ
づ

く
り
の
基
本
を
学
ん
で
い
る
。

作
り
手
の
想
い
と
技
で
、木
の
命
が
蘇
る
時

［
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
］（
　
　
　
　
　
　）

●
北
海
道
置お

け

戸と

町ち
ょ
う

▶
ロ
ク
ロ
で
挽
い
た
典
型
的
な
エ
ゾ
マ
ツ
の
椀

▶
曲
げ
輪
の
弁
当
箱
と
ス
プ
ー
ン（
高
田
純
枝
さ
ん
商
品
）
▶
若
い
人
に
人
気
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
、小
物
入
れ

▲森林工芸館の工房で研修する塾生たち

▶町で生まれた赤ちゃんに配られる
「すくすくギフトセット」

オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー

森
林
工
芸
館
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ラ
フ
ト
展
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
町
民
の
作
品
も

併
せ
て
30
種
60
点
を
出
品
し
た
と
こ
ろ
大
好
評
で
、

追
加
注
文
を
受
け
、
雑
誌
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
し
た
の
は
、
毎
月
時
松
先

生
か
ら
学
ん
で
き
た
「
森
林
文
化
研
究
会
」
の
人
た

ち
。
様
々
な
職
業
や
年
齢
の
人
た
ち
が
、
置
戸
の
生

活
や
暮
ら
し
を
見
つ
め
直
そ
う
と
活
動
を
し
て
き
た
。

町
が
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

地
場
産
業
振
興
資
金
融
資
制
度
を
設
け
た
こ
と
か
ら
、

町
の
各
地
に
工
房
が
誕
生
し
て
い
っ
た
。
時
松
先
生

は
、
商
品
が
競
合
し
な
い
よ
う
に
各
工
房
に
特
色
を

持
た
せ
る
よ
う
配
慮
し
た
と
い
う
。
技
術
指
導
、
担

い
手
の
育
成
等
の
整
備
が
進
み
、
待
望
の
工
房
を
持

っ
て
専
業
で
製
作
す
る
人
が
現
れ
て
き
た
が
、
反
面
、

思
う
よ
う
に
作
れ
な
い
、
流
通
が
で
き
な
い
た
め
収

入
を
得
る
こ
と
が
出
来
ず
に
辞
め
る
等
、
工
房
の
格

差
が
生
じ
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
昭
和
63
年
に
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ

ー
森
林
工
芸
館
を
開
設
。
町
内
で
生
産
さ
れ
る
オ
ケ

ク
ラ
フ
ト
を
一
堂
に
会
し
て
見
て
買
う
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
木
工
技
術
の
研
究
開
発
、
作
り
手

の
育
成
、
流
通
販
売
の
拠
点
と
な
っ
た
。

素
材
・
デ
ザ
イ
ン
の
多
様
化
で 

新
た
な
食
文
化
を
提
案

オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
森
林
工
芸
館
は
、
街
の

中
心
部
に
近
い
公
園
緑
地
の
中
に
あ
り
、
木
製
の
フ

ク
ロ
ウ
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。
同
館
の
隣
に
は
、
共

同
工
房
、
ど
ま
工
房
が
建
っ
て
い
る
。

オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
は
郷
土
の
基
幹
産
業
を
教
育
の
視

点
で
捉
え
て
き
た
経
過
か
ら
、
教
育
委
員
会
の
所
管

と
し
て
運
営
し
、
五
十
嵐
勝
昭
館
長
は
７
年
ほ
ど
同

館
に
勤
務
し
て
い
る
。

「
で
ぽ
ら
」
で
は
過
去
に
２
度
取
材
し
た
が
、
１

階
の
展
示
室
は
さ
ら
に
木
工
芸
品
が
増
え
、
作
り
手

別
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ク
ロ
製
品
を
代
表
す
る

椀
や
小
物
入
れ
、
皿
等
の
他
に
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ

や
曲
げ
輪
、
花
卉
入
れ
、
ス
プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
等

も
製
作
さ
れ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ
以
外
に
、
カ

バ
や
セ
ン
な
ど
の
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

２
階
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
中
に
、
工
芸
家
秋
岡
氏
、

時
松
先
生
ら
が
手
が
け
た
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
初
期
の
商

品
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。「
当
初
製
作
さ
れ
た
も
の

が
原
点
で
す
が
、
大
型
の
ボ
ー
ル
や
お
盆
な
ど
は
、

工
作
に
適
し
た
大
き
な
エ
ゾ
マ
ツ
の
木
が
不
足
し
、

も
は
や
貴
重
品
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。〝
白
い
木

肌
”
が
代
名
詞
で
す
が
、
最
近
は
セ
ン
や
カ
バ
、
タ

モ
な
ど
の
広
葉
樹
材
に
よ
る
商
品
も
増
え
ま
し
た
。

椀
や
皿
の
他
に
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
曲
げ
輪
な
ど

が
人
気
で
す
」
と
五
十
嵐
館
長
は
言
う
。

マ
ス
コ
ミ
で
も
話
題
に
な
っ
た
、
学
校
給
食
に
オ

ケ
ク
ラ
フ
ト
の
器
を
使
う
施
策
は
現
在
も
続
け
ら
れ
、

さ
ら
に
町
で
生
ま
れ
た
乳
児
に
は
、
ト
レ
ー
か
ら
離

乳
食
用
の
小
皿
、
ス
ー
プ
皿
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
す

く
す
く
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
」（
約
２
万
５
千
円
相
当
）
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。
こ
こ
に
い
る
だ
け
で
、
木
の

あ
る
生
活
の
豊
か
さ
、
温
か
さ
が
満
喫
で
き
る
。

町
内
に
は
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
の
工
房
が
20
あ
る
。
辞

め
た
人
は
わ
ず
か
で
、
木
に
魅
せ
ら
れ
た
塾
生
は
さ

ら
に
感
性
と
技
術
を
高
め
て
活
動
し
て
い
る
よ
う
だ
。

販
売
に
つ
い
て
五
十
嵐
館
長
は
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
商
品
カ
タ
ロ
グ
を
見
る
こ
と
は
出
来
ま
す
が
、
こ

こ
へ
き
て
商
品
を
手
に
取
っ
て
購
入
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。
一
見
同
じ
よ
う
な
器

で
も
一
つ
一
つ
木
目
が
違
い
ま
す
。
手
に
触
れ
て
納

得
し
て
購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

ほ
と
ん
ど
は
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
森
林
工
芸

館
で
展
示
販
売
し
て
い
る
が
、
最
近
は
注
文
が
追
い

付
か
ず
仕
事
が
オ
ー
バ
ー
気
味
の
作
り
手
も
い
る
よ

う
だ
。

現
在
、
販
売
、
素
材
の
調
達
は
平
成
27
年
に
設
立

し
た
、（
一
社
）お
け
と
森
林
文
化
振
興
協
会
が
町
か

ら
の
業
務
委
託
を
請
け
運
営
し
て
い
る
が
、
指
導
者

も
作
り
手
も
高
齢
化
し
て
き
て
い
る
た
め
後
継
者
育

成
が
急
務
だ
と
、
昨
年
か
ら
現
役
作
り
手
の
指
導
体

制
に
よ
る
「
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
作
り
手
養
成
塾
」
を
再

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

▲「商品を手に取ってほしい」と語る五十嵐
勝昭館長
▼20人の作り手の代表的な商品を展示

▲オケクラフトセンター森林工芸館の建物
▼展示されているクラフト商品
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自
分
の
道
具
を
作
る
こ
と
か
ら

オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
森
林
工
芸
館
で
は
、
シ

ョ
ッ
プ
の
奥
が
塾
生
の
工
房
に
な
っ
て
い
て
、
ガ
ラ

ス
越
し
に
作
業
風
景
が
見
学
で
き
る
。

現
在
、
昨
年
入
塾
し
た
塾
生
３
名
と
今
年
入
塾
し

た
２
名
が
作
業
し
て
お
り
、
３
人
の
講
師
が
指
導
に

当
た
っ
て
い
る
。
木
材
切
断
機
や
ロ
ク
ロ
、
研
磨
機

等
の
各
種
機
器
に
加
え
て
、
木
材
も
様
々
な
形
に
切

断
さ
れ
た
も
の
が
揃
っ
て
お
り
、
学
ぶ
環
境
と
し
て

は
申
し
分
な
い
。

昨
年
入
塾
し
、
成
果
展
に
合
わ
せ
て
数
々
の
商
品

を
作
っ
て
き
た
３
人
は
、
旭
川
で
木
工
加
工
の
仕
事

を
し
て
き
た
が
ロ
ク
ロ
を
や
り
た
い
と
入
塾
し
た
松

本
佳
悟
さ
ん
、
帯
広
市
出
身
で
元
管
理
栄
養
士
の
長

谷
川
香
奈
さ
ん
、
札
幌
市
で
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

を
辞
め
て
き
た
石
川
順
さ
ん
。「
材
料
を
見
極
め
て

最
高
の
も
の
を
作
り
た
い
」（
松
本
さ
ん
）、「
女
性
な

ら
で
は
の
感
性
を
生
か
し
て
寄
木
の
食
器
に
挑
戦

中
」（
長
谷
川
さ
ん
）、「
木
の
優
し
さ
や
奥
深
さ
を
知

っ
た
、
そ
の
表
情
を
作
品
に
活
か
せ
た
ら
」（
石
川
さ

ん
）
と
、
ク
ラ
フ
ト
製
作
の
魅
力
を
語
る
。
１
年
間

の
研
修
を
終
え
た
塾
生
は
、
同
所
で
も
う
１
年
学
び
、

さ
ら
に
隣
接
し
た
共
同
工
房
で
作
業
で
き
る
。
共
同

工
房
に
は
工
作
機
械
が
一
式
揃
っ
て
お
り
、
自
分
の

工
房
を
持
つ
ま
で
の
間
、
自
由
に
利
用
で
き
る
。

今
年
入
塾
し
た
の
は
、
養
護
学
校
の
先
生
を
し
て

い
た
が
、
45
歳
を
契
機
に
モ
ノ
づ
く
り
の
夢
を
実
現

し
た
い
と
入
塾
し
た
畠
法
子
さ
ん
、
東
京
で
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
地
元
の
活
性
化
に
も

つ
な
げ
た
い
と
い
う
湧
別
町
出
身
の
鈴
木
美
里
さ
ん
。

２
年
間
の
研
修
期
間
中
は
、
材
料
代
や
指
導
料
は
無

料
で
あ
る
が
、
生
活
費
は
自
分
持
ち
。
そ
の
た
め
、

２
人
は
借
家
に
住
み
、
研
修
に
余
念
が
な
い
。

そ
の
日
午
前
中
は
、
志
鳥
光
一
講
師
が
皆
を
連
れ

て
、
中
古
の
工
作
機
材
を
見
に
出
か
け
た
と
い
う
。

独
立
に
は
欠
か
せ
な
い
機
器
だ
が
、
一
機
数
百
万
円

す
る
も
の
も
あ
る
。
ど
こ
か
に
中
古
の
売
り
が
な
い

か
と
志
鳥
さ
ん
は
目
を
光
ら
せ
て
い
る
そ
う
で
、
さ

ら
に
独
立
す
る
た
め
の
各
種
資
金
制
度
の
活
用
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

「
研
修
中
で
も
よ
い
商
品
が
出
来
た
ら
納
品
を
進
め

て
い
ま
す
。
１
日
も
早
く
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
、
１
年
間
で
一
人
前
に
す
る
こ
と
が
我
々
の

役
目
で
す
」
と
志
鳥
さ
ん
は
語
っ
て
い
た
。

午
後
は
先
輩
が
新
入
生
に
、
木
板
に
製
作
予
定
の

器
の
図
面
を
描
き
移
す
方
法
を
指
導
し
て
い
た
。
工

芸
に
は
数
学
的
知
識
が
必
要
の
よ
う
で
、
皆
の
表
情

が
一
段
と
真
剣
だ
。

驚
い
た
の
は
、
ロ
ク
ロ
に
当
て
て
木
を
削
る
金
属

ナ
イ
フ
や
特
殊
カ
ッ
タ
ー
、
細
部
を
削
る
用
具
等
は
、

す
べ
て
自
分
た
ち
で
製
作
す
る
の
だ
そ
う
で
、
鋼
を

火
打
ち
し
て
刃
物
に
仕
上
げ
る
鍛
冶
体
験
も
す
る
。

そ
う
言
わ
れ
て
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ユ
ニ
ー
ク
な

用
具
を
持
ち
、
磨
き
を
か
け
て
大
切
に
使
っ
て
い
た
。

な
お
、
共
同
工
房
の
先
に
あ
る
「
ど
ま
工
房
」
は
、

秋
岡
芳
夫
氏
が
収
集
し
た
手
道
具
や
生
活

用
具
等
１
８
０
０
０
点
を
「
日
本
の
手
仕

事
道
具
」
と
し
て
収
集
・
展
示
し
て
い
た

が
、
現
在
は
企
画
展
の
時
だ
け
公
開
し
て
お
り
、
普

段
は
木
工
体
験
・
研
修
会
等
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

独
立
し
て
特
色
あ
る
商
品
を
製
作

翌
日
は
、
工
房
を
持
っ
て
独
自
の
商
品
製
作
を
手

掛
け
て
い
る
若
手
の
作
り
手
２
人
を
訪
ね
た
。

今
年
３
月
に
念
願
の
工
房
『
く
つ
ろ
木
』
を
開
設

し
た
佐
々
木
寛
之
さ
ん（
40
）。
平
成
24
年
に
札
幌
市

で
の
会
社
員
生
活
を
辞
め
て
塾
生
に
な
り
、
主
と
し

て
シ
ラ
カ
バ
材
に
よ
る
花
卉
用
器
や
皿
、
盆
等
を
製

作
し
て
い
る
。
工
房
を
建
設
し
、
中
古
機
を
一
式
購

入
す
る
と
約
１
千
万
円
か
か
る
た
め
、
国
の
融
資
制

度
等
を
利
用
し
て
い
る
。

工
房
は
自
宅
の
隣
に
建
設
さ
れ
た
。
広
い
床
に
は

シ
ラ
カ
バ
の
木
の
丸
太
を
切
断
し
た
も
の
が
沢
山
置

か
れ
て
い
る
。
北
海
道
の
シ
ラ
カ
バ
は
本
州
の
も
の

に
比
べ
る
と
幹
が
白
く
、
肌
が
き
め
細
か
く
丈
夫
だ

と
い
う
。
何
よ
り
も
嬉
し
い
の
は
北
海
道
に
沢
山
自

生
し
て
い
る
た
め
価
格
が
安
い
こ
と
。
た
だ
し
業
者

に
頼
ん
で
伐
採
と
運
搬
を
し
て
も
ら
う
の
で
費
用
は

▶一年間学んだ塾生3人の成果展の商品。
素晴らしい出来栄えと好評だ

▲ロクロ製品を極めたいと松本さん

▲ツートンカラーで女性らしさを、長谷川さん
▼今春入塾した鈴木さん、畠さん
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シ
ラ
カ
バ
材
を
使
う
仲
間
と
分
担
し
て
い
る
。花
卉

用
に
30
㎝
ほ
ど
に
切
っ
た
材
は
冬
期
間
を
中
心
に
ゆ

っ
く
り
乾
燥
さ
せ
る
。
こ
の
シ
ラ
カ
バ
の
内
側
を
ロ

ク
ロ
で
く
り
ぬ
い
て
、
外
側
の
白
い
木
肌
を
残
し
て

磨
き
上
げ
、
底
を
張
る
と
容
器
の
完
成
。
オ
ケ
ク
ラ

フ
ト
セ
ン
タ
ー
森
林
工
芸
館
が
「
作
っ
た
ら
す
ぐ
販

売
す
る
か
ら
」
と
い
っ
て
く
れ
る
が
、
形
を
整
え
、

白
い
表
皮
を
上
手
に
残
し
て
内
側
ま
で
丁
寧
に
磨
き

上
げ
る
た
め
に
か
な
り
の
労
力
が
必
要
の
よ
う
だ
。

「
シ
ラ
カ
バ
と
い
う
お
な
じ
み
の
木
が
こ
ん
な
に
も

素
晴
ら
し
い
器
や
調
度
品
に
な
る
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
」
と
佐
々
木
さ
ん
。
長
時
間
直じ
か

に
水
を
入
れ
て

お
く
こ
と
は
ダ
メ
だ
が
、
そ
こ
に
在
る
だ
け
で
高
原

の
風
が
感
じ
ら
れ
る
詩
的
で
お
洒
落
な
置
物
で
あ
る
。

自
宅
は
両
親
が
購
入
し
て
い
た
モ
ダ
ン
な
家
で
、

奥
さ
ん
の
ひ
と
み
さ
ん
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
製
作
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
１
階
の
居
間
に
談
話
室
を
設
け
、

２
人
の
作
品
や
仲
間
の
木
工
品
を
展
示
販
売
し
て
い

る
と
か
。
土
日
に
は
コ
ー
ヒ
ー
も
提
供
す
る
そ
う
だ

が
、
そ
の
日
は
ひ
と
み
さ
ん
が
外
出
中
の
た
め
見
学

で
き
な
か
っ
た
。

勝
山
地
区
で
『
夕
花
野
』
と
い
う
工
房
を
営
み
、

曲
げ
輪
を
中
心
に
製
作
し
て
い
る
高
田
純
枝
さ
ん

（
39
）を
訪
ね
た
。以
前
同
地
区
で
佐
藤
純
一
さ
ん（
現

置
戸
町
議
会
議
長
）
を
取
材
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
家
業
の
割
箸
製
造
業
を
手

伝
う
傍
ら
「
人
間
ば
ん
馬
大
会
」
等
の
地
域
お
こ
し

に
取
り
組
ん
で
い
た
。
高
田
さ
ん
の
工
房
は
、
佐
藤

さ
ん
の
好
意
で
廃
業
し
た
割
箸
工
場
の
一
部
を
貸
し

て
も
ら
い
、
内
部
を
温
か
く
改
装
し
た
も
の
だ
っ
た
。

大
量
の
古
木
が
置
か
れ
る
中
に
、
木
材
の
切
断
機
、

ロ
ク
ロ
、
大
鍋
等
の
機
器
が
あ
り
、
天
井
に
は
形
成

し
た
曲
げ
輪
を
乾
燥
さ
せ
て
い
る
。
オ
ン
コ
（
イ
チ

イ
）
を
薄
く
板
状
に
切
っ
た
も
の
を
80
℃
の
湯
で
２

時
間
ほ
ど
煮
て
柔
ら
か
く
し
、
丸
く
形
を
整
え
て
糊

付
け
し
た
も
の
を
何
度
か
乾
燥
さ
せ
磨
き
を
か
け
、

底
板
を
張
る
。
続
い
て
蓋
の
製
作
を
始
め
る
。
木
目

を
生
か
し
た
蓋
が
曲
げ
輪
の
命
に
な
る
の
で
、
時
間

を
か
け
て
磨
き
を
か
け
る
。
曲
げ
輪
の
弁
当
箱
は
最

近
特
に
人
気
だ
と
い
う
が
、
シ
ュ
ガ
ー
や
菓
子
等
を

入
れ
る
小
ぶ
り
の
蓋
付
き
曲
げ
輪
も
大
変
魅
力
的
で
、

テ
ー
ブ
ル
に
彩
り
を
添
え
そ
う
だ
。

「
曲
げ
輪
は
３
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の

で
、
製
作
に
時
間
が
か
か
り
、
作
り
手
も
敬
遠
し
が

ち
で
す
。
で
も
塾
生
の
と
き
、
あ
な
た
は
曲
げ
輪
を

や
れ
と
講
師
に
言
わ
れ
、
必

死
で
勉
強
し
ま
し
た
。
お
か

げ
で
注
文
も
多
く
な
り
、
今

や
っ
と
食
べ
て
い
け
る
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

５
年
前
に
札
幌
市
か
ら
二

人
の
子
供
（
中
学
３
年
、
小

学
６
年
）
を
連
れ
て
移
住
し

て
き
た
高
田
さ
ん
。
会
社
の

事
務
を
し
て
い
た
の
で
モ
ノ

づ
く
り
の
経
験
は
ゼ
ロ
だ

っ
た
が
、
見
学
に
来
て
工

芸
品
を
見
た
娘
さ
ん
が

「
マ
マ
、
こ
の
仕
事
を
し

た
ら
」
と
背
中
を
押
し
て

く
れ
た
。

曲
げ
輪
作
り
に
は
ど
の

木
が
い
い
か
を
端
か
ら
調

べ
、
ト
ド
マ
ツ
が
曲
げ
に
く
い
こ
と
も
知
っ
た
。
オ

ン
コ
が
い
い
が
、
入
手
量
は
少
な
い
。
だ
か
ら
い
い

材
に
出
合
う
と
、
端
材
を
ス
プ
ー
ン
に
加
工
す
る
な

ど
余
す
こ
と
な
く
活
用
し
て
い
る
。「
節
が
な
く
汚

れ
も
傷
も
な
く
美
し
い
木
目
の
あ
る
木
を
探
す
の
は

大
変
で
す
。
さ
ら
に
、
曲
げ
に
は
力
が
い
る
上
に
、

形
成
し
て
接
着
し
て
乾
燥
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
タ
イ
ミ

ン
グ
が
必
要
で
、
毎
日
が
涙
、
涙
で
し
た
」
と
語
る
。

最
近
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
森
林
工
芸
館
か
ら
、

曲
げ
輪
の
大
量
注
文
が
あ
り
、
朝
４
時
起
き
で
作
業

を
は
じ
め
て
夜
は
９
時
す
ぎ
ま
で
製
作
す
る
生
活
を

数
カ
月
続
け
た
。「
５
年
経
ち
、
地
域
の
人
た
ち
の

優
し
さ
や
自
然
の
豊
か
さ
に
も
触
れ
、
親
子
３
人
置

戸
町
で
暮
ら
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
」
と
高
田
さ
ん
は
明
る
く
語
っ
た
。�

文
／
浅
井
登
美
子

　写
真
／
満
田
美
樹

▲曲げ輪を手に、高田さん
◀製作中の曲げ輪製品とスプーンの数々

▲シラカバ材をくりぬく作業をする佐々木さん
▼乾燥中のシラカバ材と自宅「くつろ木」
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幻
の「
お
蚕
さ
ま
」が
元
気
に
育
っ
て
い
る
！

７
㎝
ほ
ど
に
成
長
し
た
蚕
た
ち
が
、整
え
ら
れ
た
シ

ー
ト
に
配
ら
れ
た
新
し
い
桑
を
美
味
そ
う
に
食
べ
て

い
る
。
葉
を
つ
ば
む
サ
ク
サ
ク
と
い
う
音
が
室
内
に

流
れ
る
。
中
に
は
食
べ
る
の
を
辞
め
て
上
体
を
持
ち

上
げ
、
繭
作
り
を
し
よ
う
か
と
思
案
中
の
蚕
も
い
る
。

隣
に
は
熟
じ
ゅ
く

蚕さ
ん

し
た
蚕
が
糸
を
は
い
て
繭
を
作
る
回

転
式
の
「
ま
ぶ
し
」
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
小
さ
な
仕

切
り
に
真
っ
白
い
繭
が
ぎ
っ
し
り
並
ん
で
い
る
。
ど

こ
の
部
屋
に
入
っ
て
巣
作
り
し
よ
う
か
と
う
ろ
う
ろ

し
て
い
る
蚕
も
い
る
。

こ
ん
な
養
蚕
風
景
を
見
る
の
は
40
年
50
年
ぶ
り
だ

ろ
う
か
。
幼
い
頃
祖
父
母
の
家
で
見
た
懐
か
し
い
幻

の
風
景
。「
お
蚕
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
て
愛
さ
れ
尊
敬

さ
れ
た
蚕
た
ち
が
、
今
で
も
島
の
女
性
た
ち
の
手
で

手
厚
く
飼
育
さ
れ
て
い
る
。

養
蚕
は
我
が
国
の
外
貨
獲
得
の
た
め
の
一
大
産
業

で
、
農
家
の
貴
重
な
現
金
収
入
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

30
年
頃
に
は
急
激
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
が

日
本
の
農
村
か
ら
消
え
て
し
ま

っ
た
養
蚕
が
久
米
島
で
は
し
っ

か
り
と
残
っ
て
い
た
。
蚕
を
育

て
て
真
綿
か
ら
糸
を
紡
ぎ
、
島

に
自
生
す
る
植
物
で
染
色
、
経た
て

糸
・
緯よ
こ

糸
に
伝
統
の
絵
柄
を
配

し
て
織
り
あ
げ
る
。
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
労
力
を
経
て
誕
生

す
る
久
米
島
紬
。
す
べ
て
の
過

程
を
一
人
ず
つ
が
手
作
業
で
行

う
た
め
、
新
人
で
は
一
反
織
る

の
に
半
年
以
上
か
か
る
こ
と
も

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
伝
統

技
術
を
学
び
た
い
と
島
に
Ⅰ
タ

ー
ン
し
て
く
る
女
性
た
ち
も
多

い
。
久
米
島
紬
事
業
協
同
組

合
が
運
営
す
る
ユ
イ
マ
ー
ル
館

に
は
黙
々
と
働
く
女
性
た
ち
の

姿
が
あ
っ
た
。

▲10人の養蚕係が24時間体制で育ててきた蚕。奥はまぶしコーナー

▲間もなく繭作りを始める熟蚕たち

▲桑の葉を食するのを辞めた蚕は、回
転まぶしで巣作りの場所を探し、糸を
はいて2～3日で体を包んで繭になる

▲沖縄固有種の黄色い繭

蚕
か
ら
紬
糸
に
し
て
、染
色
、機
織
り
ま
で

島
民
の
暮
ら
し
と
共
に［
久
米
島
紬
］

●
沖
縄
県
久く

米め

島じ
ま

町ち
ょ
う
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こ
こ
沖
縄
・
久
米
島
に
は
し
っ
か
り
残
っ
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
広
々
し
た
養
蚕
室
は
25
℃
に
保
た

れ
、
台
に
シ
ー
ト
を
敷
い
た
上
で
春
と
秋
の
２
回
、

２
万
頭
の
蚕
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
愛
媛
県
の
養
蚕

試
験
場
か
ら
届
い
た
蚕
の
卵
は
久
米
島
へ
来
て
孵
化

し
て
３
㎜
程
の
蟻
蚕
に
な
り
、
細
か
く
刻
ん
だ
若
葉

を
与
え
て
飼
育
す
る
。
一
ヵ
月
ほ
ど
た
つ
と
幼
虫
に

な
り
、
４
回
眠
り
４
回
脱
皮
し
て
5
齢
と
言
わ
れ
る

成
虫
へ
。
飼
育
に
は
10
人
の
女
性
が
当
た
り
、
糞
と

食
べ
残
し
た
桑
を
処
理
し
な
が
ら
、
水
気
を
取
り
の

ぞ
い
た
新
鮮
な
桑
を
３
時
間
置
き
に
与
え
て
い
る
。

桑
は
シ
マ
ク
ワ
と
呼
ば
れ
る
品
種
で
、
枝
が
短
く

柔
軟
性
と
耐
久
性
が
あ
り
、
台
風
の
被
害
も
少
な
い

と
か
。
農
薬
等
に
影
響
が
な
い
よ
う
に
と
住
宅
地
の

一
角
に
植
え
ら
れ
て
お
り
、
山
城
さ
ん
と
い
う
男
性

が
選
任
で
刈
り
取
り
を
し
て
館
ま
で
運
ん
で
い
る
。

久
米
島
で
は
、
琉
球
時
代
よ
り
飼
育
さ
れ
て
き
た

小
粒
で
黄
金
色
を
し
た
蚕
も
約
１
万
頭
飼
育
さ
れ
、

す
で
に
金
色
の
繭
に
な
っ
て
、
紡
ぐ
時
を
迎
え
て
い

た
。
沖
縄
特
有
の
艶
の
あ
る
黄
色
だ
が
、
糸
が
短
く

紬
ぎ
に
く
い
欠
点
が
あ
る
。
白
い
繭
は
糸
を
繰
り
や

す
い
が
、
糸
50
本
位
を
よ
り
合
わ
せ
て
絹
糸
一
本
が

出
来
上
が
る
た
め
、
紬
を
一
反
織
る
に
は
繭
が
２
７

０
０
匹
も
必
要
だ
と
い
う
。

島
で
育
て
た
繭
は
、
真
綿
に
し
て
緯よ
こ

糸
に
使
わ
れ
、

経た
て

糸
に
は
生
糸
が
使
わ
れ
る
。

久
米
島
紬
を
島
の
税
の
代
納
品
と
し
て

蚕
の
繭
か
ら
糸
を
取
り
、
縒よ

り

を
か
け
て
丈
夫
に
仕

上
げ
た
久
米
島
紬
。
そ
の
素
朴
だ
が
、
洗
練
さ
れ
た

美
感
覚
、
風
合
い
の
良
さ
は
早
く
か
ら
評
価
さ
れ
、

４
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
島
の
経
済
と
島
民
の
暮

ら
し
を
支
え
て
き
た
。

「
琉
球
国
由
来
記
」（
１
７
１
３
）に
は
、
14
世
紀
頃

久
米
島
に
漂
流
し
て
き
た
中
国
人
か
ら
養
蚕
に
つ
い

て
知
っ
た
堂
之
比
屋
が
、
自
ら
中
国
へ
渡
っ
て
養
蚕

技
術
を
学
ん
で
き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
15
世
紀
頃

に
は
桑
の
栽
培
法
、
真
綿
の
製
法
が
伝
授
さ
れ
、
友

寄
景
友
に
よ
り
糸
の
染
め
方
や
紬
の
織
り
方
等
の
技

術
が
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
と
言
わ
れ
る
。

琉
球
王
国
、
後
に
薩
摩
に
支
配
さ
れ
た
久
米
島
は
、

米
等
に
代
わ
っ
て
高
級
織
物
を
税
金
と
し
て
納
め
る

こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
に
高
級
品
質
の
織
物
を
製

造
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
、
久
米
島
紬
の
名
は
江
戸

に
も
知
れ
渡
っ
た
。
19
世
紀
以
降
は
年
７
９
９
反
の

紬
が
収
め
ら
れ
、
真
綿
の
納
品
も
義
務
付
け
ら
れ
た

と
い
う
。
島
の
農
家
は
ど
こ
も
養
蚕
を
行
い
、
女
性

た
ち
は
年
間
を
通
し
て
機
織
り
に
明
け
暮
れ
た
。

第
一
次
大
戦
の
頃
は
注
文
が
増
え
て
、
組
合
を
設

立
し
て
年
間
４
万
２
１
２
９
反
も
生
産
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
そ
の
後
は
経
済
の
悪
化
で
次
第
に
減
少
化

し
、
第
二
次
戦
争
の
頃
に
は
２
０
０
０
反
ま
で
落
ち

込
み
、
や
が
て
機
の
音
が
島
か
ら
消
え
て
い
っ
た
。

戦
後
は
、
し
ば
ら
く
は
養
蚕
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ

た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
伝
統
の
地
域
産
業
が
廃
れ
て

し
ま
う
と
危
惧
し
た
旧
仲
里
村
を
中
心
に
久
米
島
紬

工
業
組
合
（
後
に
事
業
組
合
）
が
作
ら
れ
、
婦
人
会

を
対
象
に
し
た
講
習
会
や
共
同
作
業
場
、
女
子
工
芸

学
院
を
開
設
し
て
、
蚕
の
飼
育
と
染
色
、
機
織
り
を

再
開
す
る
と
共
に
、
販
売
に
も
力
を
入
れ
て
い
っ
た
。

久
米
島
紬
は
昭
和
52
年
に
沖
縄
県
指
定
無
形
文
化

財
に
、
平
成
16
年
に
国
指
定
の
重
要
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
翌
年
に
現
在
の
施
設
の
前
身
で
あ
る
久

米
島
伝
統
工
芸
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
た
。

◀久米島で最も高い地にある国指定史跡の宇江
城城跡。360度視界で久米島が一望できるる要塞

▲青磁破片が出土する等、琉球王府時代の交易を今に語る具志川城跡。国指定史跡

▲展示資料館を訪れた人に説明する松元理事長
▼島にある植物を使ってこんなに美しい色に染まる

▼伝統的な色と柄で人気の久米島紬。最近は若いデザ
イナーも増え、バッグや小物、スカーフ、洋服等も人気
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織
子
で
生
活
し
て
い
く
の
は
大
変
だ
が

島
の
東
部
地
区
に
あ
る
久
米
島
紬
の
里
に
は
、
久

米
島
紬
事
業
協
同
組
合
事
務
所
と
展
示
資
料
館
、
織

子
た
ち
の
共
同
作
業
場
ユ
イ
マ
ー
ル
館
が
あ
る
。
バ

ス
で
見
学
に
来
た
人
た
ち
は
松
元
徹
理
事
長
の
案
内

で
、
ビ
デ
オ
で
久
米
島
紬
の
概
略
を
学
ん
だ
あ
と
、

展
示
室
で
伝
統
の
紬
製
品
を
見
学
し
て
い
た
。
久
米

島
紬
伝
統
の
柄
や
模
様
の
和
服
の
中
に
、
紬
生
地
で

制
作
し
た
洋
服
、
バ
ッ
グ
や
小
物
等
が
あ
り
、
土
産

品
と
し
て
人
気
の
よ
う
だ
。

見
学
者
の
ガ
イ
ド
を
終
え
た
松
元
理
事
長
と
お
会

い
し
て
、
現
在
の
概
略
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

「
現
在
島
に
は
織
子
が
約
１
０
０
名
い
て
年
間
６
０

０
反
ほ
ど
生
産
し
て
い
ま
す
。
一
反
織
る
の
に
半
年
、

せ
い
ぜ
い
年
２
反
と
い
う
新
人
も
い
ま
す
が
、
ベ
テ

ラ
ン
だ
と
16
～
20
反
は
織
り
ま
す
。
こ
こ
は
織
子
の

研
修
機
関
で
、
優
れ
た
久
米
島
紬
を
織
れ
る
よ
う
に

指
導
し
、
必
要
な
材
料
や
機
材
を
揃
え
て
作
業
で
き

る
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
伝
統
工
芸
士
の
資
格

を
持
つ
女
性
が
10
数
人
い
て
、
新
人
た
ち
の
技
術
指

導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
織
子
と
し
て
一
定
の
収
入
を
得
る
の
は
大

変
で
す
。
す
べ
て
の
作
業
を
マ
ス
タ
ー
し
て
個
々
で

織
り
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
織
り
あ
げ
た
反
物

は
組
合
が
買
い
取
り
ま
す
が
、
そ
の
間
の
生
活
費
は

自
分
で
工
面
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
Ⅰ
タ
ー
ン

し
て
来
た
い
と
い
う
人
も
結
構
い
ま
す
が
、
稼
ぐ
た

め
に
働
く
の
で
は
な
く
て
、
久
米
島
紬
の
魅
力
と
島

の
暮
ら
し
を
楽
し
む
た
め
に
来
て
く
だ
さ
い
と
言
っ

て
い
ま
す
」
と
理
事
長
は
言
う
。

翌
日
は
織
子
希
望
者
の
面
接
日
で
、
面
接
を
終
え

た
一
人
の
若
い
女
性
が
展
示
館
の
椅
子
に
座
っ
て
い

た
。後
で
理
事
長
に
聞
く
と
、東
京
外
語
大
学
在
学
中

に
織
物
に
興
味
を
持
ち
、
京
都
の
染
織
学
院
で
学
ん

で
い
た
が
、
久
米
島
の
糸
紡
ぎ
か
ら
織
柄
の
デ
ザ
イ

ン
、
染
色
ま
で
す
べ
て
を
各
自
が
行
う
シ
ス
テ
ム
に

興
味
が
あ
り
、ぜ
ひ
入
門
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

無
形
文
化
財
指
定
に
な
る
と
、
生
産
品
に
は
伝
統

を
継
承
し
た
品
質
や
精
度
の
高
さ
が
よ
り
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
に
商
品
は
さ
ら
に
高
級
化
す
る
た
め
、

一
般
の
人
が
身
軽
に
は
買
い
求
め
に
く
い
。

そ
ん
な
矛
盾
を
、
こ
の
取
材
で
も
感
じ
る
一
瞬
で

あ
っ
た
。

創
造
性
に
満
ち
た
作
業
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら

ユ
イ
マ
ー
ル
館
は
明
る
く
近
代
的
な
木
造
建
物
で
、

１
、
２
階
に
は
機
織
り
機
が
ぎ
っ
し
り
、
総
40
台
配

置
さ
れ
、
そ
の
奥
に
染
色
室
や
糸
作
り
室
、
洗
濯
場

等
が
あ
る
。
一
反
織
り
あ
げ
る
の
に
50
以
上
の
作
業

が
あ
り
、
概
略
す
る
と
、
何
を
織
る
か
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
も
の
を
原
寸
大
の
紙
に
書
き
、
糸
に
印
を
つ
け

て
、「
絣
括
り
」
を
行
い
染
色
す
る
。
染
色
し
た
紬
糸

を
手
で
ほ
ぐ
し
て
竹
く
だ
や
木
枠
に
巻
き
取
り
、
い

よ
い
よ
機
織
り
機
に
向
か
い
、
経
糸
を
綜そ
う

統こ
う

（
織
る

と
き
上
下
す
る
道
具
）
に
通
し
、
櫛
の
よ
う
な
オ
サ

に
２
本
ず
つ
通
す
。
息
を
つ
め
て
指
に
神
経
を
集
中

さ
せ
る
作
業
で
あ
る
。

副
理
事
長
で
伝
統
工
芸
士
の
山
城
智
子
さ
ん
が
ユ

イ
マ
ー
ル
館
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
実
家
は
代
々
久

米
島
紬
を
作
っ
て
き
た
の
で
、
織
子
に
な
る
の
は
当

た
り
前
だ
っ
た
が
、
伝
統
工
芸
士
に
な
る
に
は
資
格

が
必
要
。
12
年
働
い
た
ら
受
験
の
資
格
が
取
れ
る
そ

う
で
、
山
城
さ
ん
は
学
生
の
時
以
来
の
猛
勉
強
を
し

て
合
格
し
た
と
言
う
。

染
色
室
で
は
仲
田
正
子
さ
ん
が
、
レ
ン
ガ
窯
に
薪

▶
染
色
を
す
る
仲
田
正
子
さ
ん
。大
窯
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
煮
出
す

▶
繭ま
ゆ

か
ら
と
り
出
し
た
純
白
の
紬
糸（
真
綿
）

▶
久
米
島
紬
事
業
組
合
経
営
の
ユ
イ

マ
ー
ル
館

▶
副
理
事
長
・
伝
統
工
芸
士
の
山
城

智
子
さ
ん
。蚕
か
ら
と
っ
た
真
綿（
ま

わ
た
）を
手
に
す
る

▶
一
反
織
る
の
に
使
用
す
る
染
色
し
た
紬
糸

◀
藍
色
に
染
め
た
生
糸
を
整
え
る
塩

田
史
麻
さ
ん
。大
阪
か
ら
移
住
し
て

き
た



11

を
燃
し
て
大
釜
を
沸
騰
さ
せ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
葉
を

煮
出
し
て
い
た
。
薄
茶
色
の
染
色
液
が
出
来
る
が
、

そ
れ
に
媒ば
い

染せ
ん

剤
を
加
え
て
緑
色
の
糸
を
４
反
分
用
意

す
る
と
い
う
。

仲
田
さ
ん
は
二
人
の
子
供
が
巣
立
っ
た
の
で
神
戸

か
ら
移
住
し
て
き
て
、
織
子
に
な
る
た
め
の
勉
強
を

本
格
的
に
始
め
た
。「
久
米
島
は
緑
が
多
く
て
自
然

が
豊
か
。
そ
し
て
人
が
い
い
。
世
話
好
き
で
人
情
に

厚
い
ん
で
す
。
先
輩
た
ち
に
学
べ
る
こ
こ
で
の
作
業

が
楽
し
み
で
来
て
い
ま
す
」

琉
球
藍
染
を
し
た
生
糸
を
整
え
て
い
る
塩
田
史
麻

さ
ん
は
母
の
実
家
が
久
米
島
、
大
阪
か
ら
Ⅰ
タ
ー
ン

し
て
き
た
。
久
米
島
に
は
染
料
に
す
る
植
物
が
豊
富

に
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
自
生
す
る
植
物
。
こ
れ
ら
で

染
色
し
た
あ
と
、
鉄
分
を
多
く
含
ん
だ
池
の
泥
で
媒

染
、
染
め
と
媒
染
作
業
を
く
り
返
す
。
久
米
島
紬
は

黒
褐
色
、
赤
茶
色
、
黄
色
な
ど
の
５
色
が
基
本
だ
が
、

藍
色
だ
け
は
他
所
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
。

1
階
の
機
織
り
室
で
は
三
々
五
々
女
性
た
ち
が
働

い
て
い
た
。
薄
紫
色
の
無
地
の
生
地
を
織
る
人
、
伝

統
的
な
絣
模
様
を
織
る
た
め
に
オ
サ
に
糸
を
通
し
て

●久米島紬事業協同組合ユイマール館 ☎098-985-8333

い
る
人
、
今
日
は
休
ん
で
織
り
か
け
の
反
物
に
布
を

か
け
て
い
る
機
も
あ
る
。

「
自
宅
で
作
業
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
大
抵
の

女
性
が
こ
こ
へ
き
て
作
業
し
て
い
ま
す
。
一
反
織
る

の
は
大
変
な
こ
と
で
、
こ
こ
で
仲
間
に
相
談
し
た
り

お
喋
り
し
た
り
し
な
が
ら
作
業
す
る
の
が
い
い
よ
う

で
す
」
と
山
城
さ
ん
は
言
う
。

一
人
の
女
性
が
床
に
座
っ
て「
絣
く
く
り
」を
し
て

い
る
。「
私
、
昨
年
６
月
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
覚

え
が
悪
く
て
不
器
用
で
一
反
が
や
っ
と
。
で
も
素
晴

ら
し
い
仕
事
な
の
で
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
笑
顔
で

答
え
た
。
近
く
で
は
子
供
が
学
校
か
ら
帰
る
ま
で
の

時
間
に
来
る
と
い
う
富
永
奈
美
子
さ
ん
が
、
糸
撚
り

を
行
っ
て
い
る
。多
く
の
女
性
が
家
庭
を
持
ち
、ご
主

人
や
家
族
の
協
力
で
織
子
を
続
け
て
い
る
よ
う
だ
。

１
階
で
は
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ
、
コ
ー
ス
タ
ー

を
織
る
た
め
の
織
機
が
数
台
用
意
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
体
験
教
室
は
小
中
学
生
か
ら
高
校
生
が
授
業
の
一

環
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
い
ず
れ
何
人
か
が
未
来

の
伝
統
工
芸
士
を
め
ざ
し
て
入
門
す
る
だ
ろ
う
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。�
文
／
浅
井
登
美
子 

写
真
／
小
林
恵

▲染色しない部分にビニールを巻いて、木綿糸でしばって
いく作業

▲寸時を惜しんで糸巻き作業をする富永奈美子さん。
千葉県から移住。2人の子供のお母さん

▲巻きやすくするため糸をほぐす作業
▶
伝
統
工
芸
士
で
講
師
の
一
人
、桃
原
禎
子
さ
ん
。「
久
米
島
紬

ほ
ど
爽
や
か
で
模
様
の
美
し
い
生
地
は
他
に
な
い
。い
つ
も
心

底
惚
れ
て
仕
事
し
て
い
ま
す
」と
語
る

◀
中
学
生
が
体
験
教
室
で
織
り
上
げ
た
コ
ー
ス
タ
ー
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　若
手
の
茅
葺
き
職
人
も
加
わ
っ
て

仙
台
市
の
南
部
に
位
置
す
る
川
崎
町
に
は
、

広
大
な
敷
地
を
持
つ
国
営
み
ち
の
く
杜
の
湖
畔

公
園
が
あ
り
、
そ
の
中
に
東
北
６
県
の
古
民
家

を
移
築
、
復
元
し
た
「
ふ
る
さ
と
村
」
が
あ
る
。

釜
房
、
本
庄
由
利
、
月
山
山
麓
、
南
会
津
、
鳴

瀬
川
湖
畔
、
遠
野
、
津
軽
の
古
民
家
で
、
い
ず

れ
も
明
治
初
期
か
そ
れ
以
前
に
建
て
ら
れ
た
貴

重
な
建
物
で
、
茅
葺
き
屋
根
が
葺
か
れ
て
い
る
。

移
築
し
て
10
年
以
上
経
ち
屋
根
の
ほ
こ
ろ
び
が

目
立
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
管
理
す
る
国
土

交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
の
依
頼
を
受
け
て
、

熊
谷
産
業
が
修
復
作
業
に
当
た
っ
て
い
る
。

釜
房
の
家（
宮
城
県
川
崎
町
の
古
民
家
）の
屋

根
修
復
を
終
え
て
、
現
在
は
遠
野
の
家
の
修
復

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
屋
根
近
く
の
高
さ
に
足

場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
北
上
河
川
の
葦
原
か
ら
刈

り
取
っ
て
き
た
葦
が
大
量
に
運
び
上
げ
ら
れ
、
部
長

武
山
貞
秋
さ
ん（
熊
谷
産
業
・
熊
谷
貞
好
会
長
の
弟
）

の
指
揮
の
下
、４
人
の
職
人
さ
ん
が
作
業
を
し
て
い
た
。

茅
葺
き
屋
根
は
長
年
経
つ
と
水
分
が
溜
ま
っ
て
劣

化
し
て
い
き
、
20
年
間
ほ
ど
で
葺
き
替
え
が
必
要
に

な
る
。
特
に
最
近
は
囲
炉
裏
で
火
を
炊
く
こ
と
が
少

な
く
な
っ
た
の
で
、
劣
化
が
早
い
と
い
う
。

茅
葺
き
に
は
地
域
に
よ
り
、
葦
、
ス
ス
キ
、
ス
ゲ

等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
葦
が
一
番
丈
夫
で
屋
根

の
風
通
し
が
よ
い
。
ス
ト
ロ
ー
状
の
茎
を

も
つ
葦
は
隣
り
合
う
葦
同
士
で
溜
ま
っ
た

雨
水
を
持
ち
上
げ
て
素
早
く
落
と
す
と
い

う
習
性
が
あ
り
、
一
度
葺
い
た
ら
30
年
は

大
丈
夫
だ
と
い
わ
れ
る
。

茅
葺
き
屋
根
の
修
復
に
は
、
ま
ず
屋
根
を
乾
燥
さ

せ
る
こ
と
。
そ
し
て
杉
板
等
を
敷
い
て
か
ら
、
葦
や

ス
ス
キ
を
重
ね
て
固
定
し
、
下
か
ら
上
に
向
か
っ
て

分
厚
く
重
ね
合
わ
せ
て
い
く
。

今
回
作
業
し
て
い
る
遠
野
の
民
家
は
、
全
面
葺
き

替
え
で
は
な
い
の
で
作
業
は
比
較
的
楽
だ
と
い
う
が
、

移
築
民
家
の
中
で
は
か
な
り
大
き
な
家
な
の
で
、
作

東
日
本
大
震
災
で
、
家
も
田
畑
も
す
べ
て
失
っ
た
石
巻

市
北
上
町
。
長
年
河
口
の
葦
原
を
保
全
し
て
葦よ
し

簀ず

や
茅

葺
き
屋
根
の
修
復
に
取
り
組
ん
で
き
た
㈲
熊
谷
産
業（
以

下
熊
谷
産
業
）だ
が
、
津
波
は
家
屋
敷
や
工
場
の
す
べ
て

を
一
瞬
に
奪
い
、
河
川
か
ら
葦
原
も
消
え
た
。
し
か
し

建
築
技
術
を
駆
使
し
て
別
の
工
場
の
一
角
に
仮
設
小
屋

を
作
り
、
炊
き
出
し
を
始
め
る
な
ど
、
い
ち
早
く
復
旧

に
当
た
っ
た
。
壮
絶
な
5
年
間
を
経
て
、
葦
も
出
荷
で

き
る
よ
う
に
な
り
、茅
葺
き
屋
根
の
修
復
作
業
も
本
格
化
。

屋
根
職
人
を
め
ざ
す
若
者
も
増
え
て
い
る
。

▶上/軽々と葦束を担いで作業す
る井阪さん、木下さん
下右/劣化した茅を取り除き、新し
い葦を差しいれる
左/熊谷産業の茅葺き屋根職人5人
組。中央が武山部長

▶「ふるさと村」で遠野の民家の茅葺き屋根の
修復作業をする井阪さん（左）と木下さん

北
上
川
河
口
域
の
自
然
と
共
生
し
な
が
ら

葦
原
の
育
成
と［
茅
葺
き
屋
根
］の
修
復

●
宮
城
県
石い

し
の
ま
き巻

市し

北き
た

上か
み

町ま
ち
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業
は
数
か
月
間
必
要
と
の
こ
と
。

屋
根
の
天
辺
近
く
で
作
業
し
て
い
る
の
が
井
阪

智あ
き
ら

さ
ん（
30
）と
木
下
愛あ

い

理り

さ
ん
。
二
人
は
新
人
職
人

で
、
井
阪
さ
ん
は
横
浜
育
ち
、
早
稲
田
大
学
物
理
学

部
を
卒
業
後
、
農
業
に
興
味
を
も
っ
て
高
知
県
で
働

い
て
い
た
が
、
茅
葺
き
屋
根
を
修
復
す
る
職
人
の
仕

事
ぶ
り
に
感
動
し
て
、
３
年
前
に
入
社
し
た
異
色
職

人
。「
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
」と
語
り
、身
軽

に
動
き
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
葦
入
れ
の
作
業
を
す
る
。

木
下
さ
ん
は
三
重
県
伊
勢
市
の
出
身
。
陶
芸
を
し

て
き
た
関
係
で
葦
を
使
っ
た
和
紙
や
壁
紙
製
作
を
め

ざ
し
て
い
る
が
、「
茅
葺
き
職
人
と
し
て
の
腕
も
磨
き

た
い
と
一
年
前
か
ら
屋
根
に
登
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
日
焼
け
し
た
笑
顔
で
語
る
。
葦
を
井
阪
職
人

に
手
際
よ
く
渡
す
こ
と
が
目
下
の
仕
事
の
よ
う
だ
。

二
人
を
支
え
て
い
る
の
が
、
こ
の
道
20
年
の
大
槻

寿
さ
ん
と
佐
々
木
一
郎
さ
ん
。「
一
人
前
に
な
る
に

は
10
年
か
か
る
の
で
、
若
い
職
人
を
育
て
る
の
も
大

切
な
仕
事
。
う
ち
の
会
社
は
家
族
的
で
、
新
人
の
福

利
厚
生
も
い
い
よ
」
と
大
槻
さ
ん
。
劣
化
が
進
む
北

側
の
屋
根
で
葺
き
替
え
作
業
を
行
っ
て
い
た
。

社
員
は
皆
で
一
台
の
大
型
車
に
乗
っ
て
北
上
町
を

早
朝
に
出
発
、
1
時
間
余
か
け
て
川
崎
町
の
現
場
に

到
着
し
、
夕
方
に
は
北
上
町
に
帰
っ
て
く
る
。
そ
れ

が
ま
た
楽
し
く
、
新
人
職
人
に
は
先
輩
か
ら
学
ぶ
い

い
機
会
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
熊
谷
産
業
は
、
福

島
県
や
東
京
都
下
で
も
葺
き
替
え
作
業
を
行
っ
て
お

り
、
作
業
員
は
嘱
託
を
入
れ
て
20
名
、
日
本
の
伝
統

技
術
を
学
び
た
い
と
い
う
２
名
の
外
国
人
職
人
も
い

る
。あ

の
日
、
北
上
町
は

｜

北
上
川
の
葦
原
を
案
内
し
て
く
れ
な
が
ら
、
熊
谷

産
業
の
熊
谷
貞
好
会
長
は
ゆ
っ
く
り
語
っ
た
。

「
あ
の
日
、
北
上
川
対
岸
で
作
業
し
て
い
て
震
度
７

の
地
震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
津
波
が
来
る
こ
と
を

親
た
ち
か
ら
も
聞
い
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
船
に
乗
っ

て
家
に
近
い
岸
ま
で
辿
り
着
き
、
会
社
へ
飛
び
込
む

と
皆
に
『
何
し
ろ
早
く
家
族
と
山
の
方
へ
逃
げ
ろ
』

と
叫
び
ま
し
た
。
幸
い
当
社
で
は
死
傷
者
ゼ
ロ
、
全

員
が
助
か
り
ま
し
た
」。
そ
の
あ
と
「
で
も
、
石
巻

市
の
病
院
に
入
所
し
て
い
た
妻
は
ど
こ
へ
運
ば
れ
た

か
不
明
で
、
一
週
間
ほ
ど
し
て
仙
台
の
病
院
に
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、
間
も
な
く
亡
く
な
り
ま

し
て
ね
」
と
ぽ
つ
り
。

「
で
ぽ
ら
」
で
は
10
数
年
前
に
熊
谷
産
業
を
取
材

さ
せ
て
い
た
だ
い
た（
27
号
）。
当
時
熊
谷
貞
好
社
長

が
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
た
葦
原
に
は
３
ｍ
も
あ
る
葦
が

一
面
に
生
い
茂
り
、
夕
方
に
は
シ
ジ
ミ
漁
を
す
る
地

元
の
人
た
ち
の
船
が
帰
っ
て
き
て
、
河
口
は
大
賑
わ

い
し
て
い
た
。

東
日
本
大
震
災
で
、
北
上
川
は
流
れ
て
き
た
廃
材

で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
河
川
は
い
ま
よ
う
や
く
静
か

な
元
の
姿
に
な
り
、
再
び
葦
が
生
育
し
始
め
た
が
、

面
積
は
か
つ
て
の
１
／
３
に
な
り
、
地
盤
沈
下
し
た

た
め
生
育
が
遅
く
、
丈
は
２
ｍ
以
下
。
会
社
の
代
表

取
締
役
を
三
男
の
熊
谷
秋
雄
氏
に
譲
っ
た
貞
好
会
長

は
、
災
害
時
に
受
け
た
傷
や
骨
折
、
改
修
時
の
肉
体

労
働
等
で
足
腰
に
障
害
が
残
っ
て
い
る
が
、
毎
日
河

川
敷
を
歩
い
て
は
葦
や
野
鳥
た
ち
に
挨
拶
し
て
い
る
。

「
自
然
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
し
っ
か
り
守
っ
て

い
か
な
い
と
」
と
語
る
。

国
道
か
ら
一
歩
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
田
畑
や
家
々

が
あ
り
、
街
の
入
り
口
辺
に
熊
谷
産
業
が
あ
っ
た
。

手
入
れ
さ
れ
た
広
い
庭
園
の
中
に
大
き
な
家
屋
敷
や

工
場
、
葦
納
品
庫
が
あ
り
、
屋
根
に
は
石
巻
特
産
の

ス
レ
ー
ト
屋
根
が
敷
か
れ
、
茅
葺
き
の
離
れ
も
あ
っ

た
。
社
員
が
数
人
、
葦
を
整
え
て
束
ね
て
い
た
。

そ
こ
を
６
ｍ
以
上
の
津
波
が
襲
い
、
収
穫
し
た
て

の
葦
が
２
つ
の
倉
庫
一
杯
に
積
ま
れ
て
い
た
本
社
工

場
や
熊
谷
家
の
歴
史
的
建
造
物
は
す
べ
て
喪
失
し
た
。

あ
と
は
、茶
褐
色
の
荒
野
。そ
の
中
に
葦
の
束
が
三
々

五
々
突
き
刺
さ
っ
て
い
た
。
後
に
、
葦
や
ス
レ
ー
ト

瓦
を
拾
い
集
め
て
活
用
し
た
と
い
う
。

北
上
町
で
は
６
割
の
家
屋
が
全
壊
ま
た
は
半
壊
し

た
。
今
そ
の
地
は
「
災
害
危
険
地
区
」
指
定
を
受
け

た
た
め
、
同
社
で
は
住
ま
い
の
あ
っ
た
場
所
に
は
木

造
の
巨
大
な
倉
庫
を
建
設
、
自
宅
や
工
場
は
橋
浦
の

◀上/十三浜の復興住宅で、武山さん
　下/災害で死去した子供や住民を祀る慰霊碑。
　いつも生花が絶えることがない

▲北上川河口で葦原の様子を語る熊谷貞好会長
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元
葦
の
手
漉
き
工
房
兼
従
業
員
宿
舎
の
あ
っ
た
場
所

へ
新
設
し
た
。

東
日
本
大
震
災
は
、
石
巻
市
で
は
死
者
・
行
方
不

明
者
が
３
７
４
５
名
、
う
ち
北
上
町
は
２
７
６
名
が

犠
牲
と
な
っ
た（
２
０
１
２
年
2
月
時
点
）。
海
岸
に

近
い
十
三
浜
町
に
あ
っ
た
北
上
総
合
支
所
は
６
・
５

ｍ
の
丘
の
上
に
建
ち
、
住
民
の
避
難
場
所
に
指
定
さ

れ
て
い
た
が
、
大
津
波
が
建
物
を
飲
み
込
み
、
54
名

が
死
去
し
た
。
隣
接
す
る
北
上
小
学
校
で
も
児
童
７

名
と
先
生
1
人
が
亡
く
な
り
、
現
在
は
廃
校
と
な
っ

た
そ
の
地
に
慰
霊
碑
が
建
っ
て
い
る
。

ガ
イ
ド
し
て
く
れ
た
の
は
、
災
害
復
興
の
諸
活
動

を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
り
あ
す
の
森
」（
理
事
長
／
熊

谷
秋
雄
氏
）
の
運
営
を
し
て
い
る
武
山
文
衛
さ
ん
。

元
役
場
職
員
で
、「
り
あ
す
の
森
」
の
顧
問
・
相
談
役

で
も
あ
る
。

「
対
岸
に
あ
る
大
川
小
学
校
は
多
数
の
児
童
が
犠
牲

に
な
っ
た
た
め
今
も
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当

地
で
も
多
数
の
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
の
で
す
」
と
言
う
。

「
石
巻
市
は
平
成
17
年
に
１
市
６
町
が
合
併
し
て
新

生
石
巻
市
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
の
北
東
部
に
あ
る

北
上
町
は
昔
か
ら
住
民
の
自
治
意
識
が
高
か
っ
た
。

震
災
の
時
も
救
援
隊
は
当
て
に
で
き
な
い
と
、
皆
で

助
け
合
っ
た
。
中
で
も
熊
谷
産
業
さ
ん
が
い
ち
早
く

工
場
の
前
庭
に
モ
ン
ゴ
ル
式
の
避
難
場
を
設
け
、
炊

き
出
し
も
し
て
く
れ
た
。
建
築
技
術
を
生
か
し
て
仮

設
住
宅
も
建
て
て
く
れ
て
、
皆
の
集
う
場
を
設
け
ま

し
た
。
間
も
な
く
若
者
が
中
心
に
な
り
『
地
元
に
住

む
』
活
動
が
は
じ
ま
り
、
各
地
か
ら
学
生
ら
が
応
援

に
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
」

武
山
さ
ん
が
太
平
洋
を
一
望
す
る
丘
の
上
に
出
来

た
復
興
住
宅
へ
案
内
し
て
く
れ
た
。
工
学
院
大
学
が

出
資
し
て
く
れ
、
地
元
木
材
を
使
っ
て
建
設
さ
れ
た

11
棟
か
ら
な
る
住
宅
地
で
、
漁
師
さ
ん
の
新
居
に
と

提
供
し
て
く
れ
た
。
別
荘
地
の
よ
う
な
お
洒
落
な
木

造
住
宅
で
、
い
ま
は
移
住
者
や
若
い
家
族
に
も
人
気

だ
と
い
う
。
海
辺
に
は
公
園
も
新
設
さ
れ
た
が
、
住

宅
が
な
い
た
め
、
か
つ
て
の
漁
村
の
賑
わ
い
は
な
い
。

「
災
害
前
の
人
口
は
３
９
０
４
人
だ
っ
た
が
、
現
在

は
２
６
８
８
人
。さ
ら
に
過
疎
化
が
進
ん
で
い
ま
す
」

と
武
山
さ
ん
は
言
う
。

代
わ
っ
て
橋
浦
の
市
街
地
に
大
半
の
家
が
新
居
を

構
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
家
屋
損
失
の
補
助
金
と
し

て
は
、一
戸
３
０
０
万
円
。新
た
な
家
の
建
設
に
は
ほ

ど
遠
い
金
額
だ
が
、「
こ
の
際
皆
で
頑
張
ろ
う
」
と
新

し
い
街
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。
周
辺
の
田
で
は
田

植
え
が
終
わ
り
、
カ
エ
ル
の
声
も
聞
こ
え
る
初
夏
だ
。

し
か
し
一
歩
市
街
地
を
出
る
と
、
道
路
は
行
き
交

う
ト
ラ
ッ
ク
で
溢
れ
、
各
地
で
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
い
わ
れ
る
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
熊
谷
産
業
の

倉
庫
の
先
に
も
、
20
棟
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
温
室
を
建

設
中
。「
国
営
の
植
物
栽
培
工
場
が
出
来
る
ら
し
い
よ
。

オ
ラ
ン
ダ
の
企
業
が
請
け
負
っ
て
い
る
そ
う
で
、
ど

う
し
て
日
本
じ
ゃ
な
い
の
か
な
」
と
近
く
に
小
さ
い

車
庫
を
持
つ
男
性
が
不
満
顔
で
説
明
し
て
く
れ
た
。

廃
材
と
葦
を
使
っ
て
モ
ダ
ン
な
新
社
屋
に

市
街
地
の
一
角
に
、
新
設
し
た
熊
谷
産
業
の
事
務

所
兼
工
場
が
あ
っ
た
。
び
っ
く
り
し
た
の
は
屋
根
か

ら
壁
ま
で
、
工
場
建
物
の
す
べ
て
が
葦
で
葺
い
て
あ

る
こ
と
。
グ
レ
ー
色
の
円
や
か
な
質
感
の
建
物
は
、

近
づ
い
て
見
る
と
葦
を
巧
み
に
組
ん
だ
も
の
で
、
精

巧
な
技
術
に
圧
倒
さ
れ
る
。
夏
は
涼
し
く
冬
は
暖
か

く
て
暖
房
な
し
で
作
業
が
出
来
る
と
か
。

隣
接
す
る
事
務
所
は
、
災
害
時
の
木
材
も
使
っ
た

▲倉庫内に運び込まれた古民家の材や調度品の中で、熊谷秋雄社長
▼倉庫の建つ場所には、災害前は自宅や工場があった。
現在、奥では国営の植物栽培工場が建設されている

▲葦で全面を葺いた新工場
◀天然スレートで作ったオ
ブジェ（左）
葦の和紙で作ったランプ
（右）
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モ
ダ
ン
な
木
造
建
築
。
葦
で
製
作
し
た
和
紙
が
壁
紙

や
ラ
ン
プ
等
に
活
か
さ
れ
、
庭
に
は
天
然
ス
レ
ー
ト

に
よ
る
オ
ブ
ジ
ェ
も
あ
る
。

「
東
京
駅
丸
ノ
内
駅
舎
の
改
築
で
は
、
ス
レ
ー
ト
屋

根
を
当
社
が
葺
く
計
画
で
し
た
。
震
災
の
た
め
ス
レ

ー
ト
の
多
く
が
喪
失
し
、
皆
で
地
面
を
掘
っ
て
埋
ま

っ
た
瓦
を
集
め
る
な
ど
大
変
で
し
た
」
と
社
長
。

北
海
道
の
大
学
を
出
た
後
、
海
外
青
年
協
力
隊
で

３
年
間
外
国
暮
ら
し
を
し
た
。
そ
の
時
、
日
本
で
は

消
え
て
い
く
一
方
の
茅
葺
き
屋
根
や
古
い
民
家
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

地
域
の
天
然
素
材
を
生
か
し
た
住
居
や
工
芸
品
を
上

手
に
生
か
し
て
い
る
こ
と
を
学
び
、
父
親
の
会
社
を

手
伝
お
う
と
思
っ
た
。
父
親
に
頼
ま
れ
て
６
年
前
に

社
長
に
就
任
し
た
。

「
日
本
の
伝
統
美
を
誇
る
、
重
要
文
化
財
等
屋
根

工
事
一
式
」
が
熊
谷
産
業
の
事
業
で
、
材
料
と
な
る

良
質
の
葦
の
生
産
と
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
が
各
所
か
ら

注
目
さ
れ
、
打
ち
合
わ
せ
等
で
超
多
忙
な
日
々
を
送

っ
て
い
る
。「
震
災
で
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
モ
ノ
が
無

く
な
り
、
身
軽
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
が
、
逆
に

人
が
集
ま
っ
て
く
る
、
モ
ノ
も
集
ま
っ
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
苦
笑
す
る
。

社
長
に
元
住
居
跡
地
に
建
設
し
た
倉
庫
へ
案
内
し

て
も
ら
っ
た
。
自
分
た
ち
で
施
工
し
た
と
い
う
体
育

館
並
み
の
巨
大
な
木
造
建
築
で
あ
る
。「
外
側
の
ス

ギ
板
は
も
う
少
し
焼
き
た
か
っ
た
」
と
言
い
な
が
ら

鍵
を
開
け
た
。
中
に
は
、
知
人
か
ら
預
か
っ
て
く
れ

と
持
ち
込
ま
れ
た
民
家
の
太
く
て
大
き
い
柱
や
梁
材
、

祭
り
用
具
、
外
国
映
画
に
登
場
す
る
四
頭
馬
車
、
そ

し
て
北
上
川
に
浮
か
べ
る
葦
で
編
ん
だ
船
や
葦
刈
機

等
が
と
こ
ろ
狭
し
と
置
か
れ
て
い
る
。

「
ど
れ
も
貴
重
な
も
の
ば
か
り
で
、
整
理
す
る
わ
け

●㈲熊谷産業 ☎0225-67-2045
　http://www.kayabukiyane.com
●ワークつるがや ☎022-395-7966
●npo法人「りあすの森」http://www.riasunomori.jp
●みちのく公園ふるさと村 ☎0224-84-5991

に
は
い
き
ま
せ
ん
ね
」
と
苦
笑
と
た
め
息
。
社
長
や

会
長
の
人
望
の
厚
さ
を
垣
間
見
る
よ
う
だ
っ
た
。

今
後
の
計
画
は
、
葦
原
を
従
来
の
よ
う
に
拡
大
し

て
品
質
の
良
い
も
の
を
生
産
し
て
い
く
こ
と
。
全
国

の
葦
の
生
育
地
は
渡
良
瀬
遊
水
地
と
青
森
県
岩
木
川

流
域
、
北
上
川
河
口
に
し
か
な
い
。
管
理
す
る
国
土

交
通
省
の
人
は
、「
放
っ
て
お
い
て
も
茂
る
で
し
ょ

う
」
と
い
う
が
、
手
入
れ
を
し
な
い
と
枯
れ
て
い
っ

て
し
ま
う
。
春
先
に
葦
原
を
焼
く
こ
と
で
新
芽
が
生

え
て
く
る
し
、
冬
に
刈
る
こ
と
で
翌
年
も
育
つ
、
そ

し
て
残
っ
た
葦
を
チ
ッ
プ
状
に
し
て
葦
原
へ
入
れ
る

こ
と
で
土
地
を
豊
か
に
す
る
。
そ
の
手
間
は
相
当
だ

が
、
何
の
植
物
も
生
え
ず
汚
れ
て
い
た
北
上
川
に
拡

充
工
事
を
申
請
し
て
、
河
川
を
美
化
し
な
が
ら
、
時

間
を
か
け
て
葦
原
を
育
成
し
て
き
た
父
親
や
周
り
の

人
々
を
見
て
き
た
社
長
は
、
葦
原
の
育
成
を
継
承
す

る
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
仕
事
。
そ
し
て
そ
こ
で
働
く

こ
と
が
楽
し
く
充
実
し
た
時
間
の
よ
う
だ
。

楽
し
く
丁
寧
に
、
葦
製
品
の
製
作

仙
台
市
の
社
会
福
祉
法
人
仙
台
つ
る
が
や
福
祉
会

が
運
営
す
る
「
ワ
ー
ク
つ
る
が
や
」
が
、
熊
谷
産
業

か
ら
届
い
た
葦
を
使
っ
て
葦
製
品
を
製
作
・
販
売
し

て
い
る
と
聞
い
て
尋
ね
て
み
た
。

宮
城
野
区
鶴
ケ
谷
に
あ
る
知
的
障
害
の
あ
る
人
が

集
い
、
生
産
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
施
設
で
、
1

階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
葦
で
作
っ
た
葦よ

し

 ず簀
、
モ
ノ
入

れ
、
額
ぶ
ち
、
コ
ー
ス
タ
ー
等
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

迎
え
て
く
れ
た
副
施
設
長
の
片
平
幸
代
さ
ん
は
、

「
葦
の
皮
を
そ
れ
は
そ
れ
は
丁
寧
に
剝
い
て
、
き
れ

い
に
磨
き
上
げ
て
か
ら
作
っ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
、

作
業
現
場
へ
案
内
し
て
く
れ
た
。

10
人
ほ
ど
の
若
い
男
女
が
机
を
並
べ
、
女
性
た
ち

は
葦
を
一
本
一
本
手
に
し
て
皮
を
剝
い
て
い
る
。
そ

の
あ
と
布
で
丁
寧
に
磨
く
と
、
茎
は
艶
の
あ
る
美
し

い
ク
リ
ー
ム
色
に
な
る
。

こ
れ
を
指
導
者
も
手
伝
い
な
が
ら
、
大
き
さ
や
節

の
状
況
に
合
わ
せ
て
組
み
上
げ
て
、
様
々
な
製
品
を

製
作
し
て
い
く
。
手
前
で
は
、
男
性
が
葦よ

し

簀ず

を
編
ん

で
い
る
。
台
座
に
長
め
の
葦
を
一
本
ず
つ
置
き
、
重

石
を
つ
け
た
麻
糸
を
回
す
等
、
美
し
く
編

ん
で
い
く
。
葦
の
す
の
こ
は
、
強
い
日
差

し
を
さ
え
ぎ
り
、
自
然
の
風
合
い
を
醸
し

出
す
優
れ
も
の
で
、
丈
夫
だ
か
ら
長
期
間

使
用
で
き
る
。
葦
囲
い
の
く
ず
か
ご
や
新

聞
立
て
等
、
素
朴
な
味
わ
い
が
人
気
だ
と

い
う
。
葦
の
先
端
に
細
か
い
切
目
を
入
れ

て
筆
風
に
仕
上
げ
た
「
葦
ペ
ン
セ
ッ
ト
」

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
も
あ
り
、
買
っ

て
帰
り
、
暑
中
見
舞
い
の
ハ
ガ
キ
に
使
っ

て
み
た
と
こ
ろ
、
素
敵
な
絵
文
字
が
書
け

た
。�

文
／
浅
井
登
美
子

　写
真
／
小
林
恵

▼左/「ワークつるがや」で製作された葦製品の数々
　右/葦を整えて商品作りをする人たち
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伝
統
工
芸
和
紙
で 

外
貨
獲
得
も

鳥
居
を
潜
り
一
直
線
の
参
道
を
突
き
当
た
る
と
貴

船
神
社
が
あ
る
。
旧
藏
内
邸
の
主
だ
っ
た
藏
内
次
郎

作
が
帰
宅
し
た
際
、
先
ず
貴
船
神
社
を
拝
ん
で
か
ら

自
宅
へ
入
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

築
上
町
教
育
委
員
会
の
高
尾
栄
市
さ
ん（
53
）に
案

内
さ
れ
た
明
治
39
年
建
築
の
旧
藏
内
邸
仏
間
に
は
漆

塗
り
の
仏
壇
が
置
か
れ
、
壁
全
体
が
細
か
い
木
の
実

模
様
が
浮
き
上
が
っ
た
え
ん
じ
色
で
、
そ
こ
に
金
色

の
大
き
な
花
柄
が
立
体
的
に
浮
き
上
が
る
花
唐
草
文

様
に
な
っ
て
い
る
。
和
紙
の
手
工
芸
品
だ
が
本
物
の

革
と
見
間
違
う
ほ
ど
の
「
金
唐
革
紙
」
で
あ
る
。

「
凹
凸
が
し
っ
か
り
出
て
、
版
木
の
先
端
ま
で
表
現

で
き
て
い
る
の
は
良
い
時
代
の
物
で
、
き
っ
ち
り
刷

毛
で
叩
き
込
ん
で
細
部
ま
で
版
木
の
模
様
を
写
し
出

し
て
ま
す
よ
ね
」
と
、
高
尾
さ
ん
が
我
が
子
を
自
慢

す
る
よ
う
に
説
明
す
る
。

５
０
０
年
ほ
ど
前
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
な
め

し
た
牛
革
に
金
属
箔
を
貼
り
、
金
型
を
使
っ
て
模
様

を
浮
き
上
が
ら
せ
て
彩
色
し
た
壁
画
装
飾
の
革
工
芸

が
あ
り
、
宮
廷
や
寺
院
の
壁
を
飾
っ
て
い
た
。
明
治

時
代
始
め
、
我
が
国
に
も
「
金
唐
革
」
と
い
う
名
称

で
持
ち
込
ま
れ
、
袋
物
や
小
物
に
仕
立
て
ら
れ
た
が

非
常
に
高
価
で
一
部
の
愛
好
者
に
人
気
だ
っ
た
。

そ
の
「
金
唐
革
」
の
よ
う
に
見
え
る
壁
材
を
、
日

本
固
有
の
伝
統
工
芸
和
紙
で
作
り
「
金
唐
革
紙
」
と

し
て
明
治
６
年（
１
８
７
３
）に
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ

れ
た
万
国
博
覧
会
に
出
品
し
、
好
評
を
博
し
た
の
が

東
京
・
日
本
橋
に
あ
っ
た
紙
屋
の
竹
屋
商
店
だ
。
そ

の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
注
文
に
応
じ
て
量
産
す

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
明
治
政
府
も
外
貨
獲
得
の

殖
産
興
業
と
し
て
取
り
組
み
、
明
治
12
年（
１
８
７

９
）に
は
大
蔵
省
印
刷
局
で
「
金
唐
革
紙
」
の
製
造

を
始
め
た
。
し
か
し
、
官

業
の
民
業
圧
迫
の
声
が
高

ま
り
、
明
治
23
年（
１
８

９
０
）に
は
民
間
会
社
に

払
い
下
げ
た
が
、
そ
の
頃

か
ら
段
々
と
品
質
が
低
下

し
、
明
治
35
年（
１
９
０

２
）に
は
コ
ス
ト
節
減
に

よ
る
品
質
低
下
が
指
摘
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

「
金
唐
革
紙
」
製
造
技

穏
や
か
な
田
園
風
景
の
中
を
城き

井い

川が
わ

に
沿
っ
て
上
流
へ

進
む
と
、
鳥
居
を
潜
っ
て
一
直
線
に
伸
び
る
参
道
が
突

然
現
れ
る
。
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
に
炭
鉱
王
と
呼

ば
れ
た
旧
藏
内
邸
へ
続
く
道
だ
。
九
州
で
も
最
大
級
の

規
模
を
誇
る
旧
藏
内
邸
に
、
幻
の
手
工
芸
品
「
金き
ん

唐か
ら

革か
わ

紙し

」
の
壁
紙
を
貼
っ
た
仏
間
が
あ
る
と
聞
い
て
訪
ね
た
。

華
や
か
な
鹿
鳴
館
時
代
の
雰
囲
気
が
漂
う
「
金
唐
革
紙
」

を
訪
ね
る
旅
は
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
始
ま
る
豊
前
宇

都
宮
家
の
重
臣
だ
っ
た
藏
内
家
が
辿
っ
た
栄
枯
盛
衰
の

歴
史
を
映
し
出
す
。

◀上/藏内邸の表門
　下/国指定名勝の庭園から藏内邸を望む

▲仏間の内陣に貼られた金唐革紙
　（現存する国内最古品） 
◀茶室より銅製の竹を模した
雨樋を見る
▶金唐革紙の部分

▲復元された版木（旧蔵内家に展示）

藏
内
家
の
栄
枯
盛
衰
物
語

幻
の
手
工
芸
品［
金
唐
革
紙
］の
復
活

●
福
岡
県
築ち

く

上じ
ょ
う

町ま
ち
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術
は
、
時
代
の
波
に
押
さ
れ
て
衰
退
し
、
昭
和
初
期

に
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
、「
金
唐
革
紙
」
を

貼
っ
た
壁
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
全
国
で
10
カ
所
余

し
か
な
く
貴
重
な
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

上
田
尚
氏
の
指
導
で 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

旧
日
本
郵
船
小
樽
支
店
の
修
復
工
事
が
始
ま
っ
た

昭
和
59
年
に
、
現
存
す
る
「
金
唐
革
紙
」
か
ら
製
造

工
程
を
復
元
し
よ
う
と
し
た
技
術
者
の
一
人
が
、
金

唐
紙
研
究
所
代
表
の
上
田
尚
氏
だ
っ
た
。

平
成
25
年
4
月
か
ら
一
般
公
開
を
始
め
た
旧
藏
内

邸
で
も
、
国
指
定
名
勝
の
庭
園
や
九
州
で
最
大
級
の

規
模
を
誇
る
木
造
住
宅
だ
け
で
な
く
、
文
化
財
と
し

て
貴
重
な
仏
間
の
「
金
唐
革
紙
」
の
技
術
復
元
に
も

取
り
組
む
た
め
、
上
田
尚
氏
に
協
力
を
求
め
た
。
調

査
し
た
上
田
氏
か
ら
「
鹿
鳴
館
時
代
の
版
木
を
使
っ

た
精
巧
な
も
の
で
、
大
胆
な
構
図
の
花
模
様
は
目
を

見
張
る
」
と
、
お
墨
付
き
を
得
て
い
る
。

平
成
26
年
に
上
田
氏
の
技
術
指
導
を
受
け
た
後
も
、

毎
月
一
回
技
術
復
元
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
続
け
て

い
る
。

仏
間
の
「
金
唐
革
紙
」
か
ら
逆
に
版
を
起
こ
し
、

幅
90
セ
ン
チ
直
径
15
セ
ン
チ
の
桜
木
で
円
柱
形
の
版

木
を
作
っ
た
。
和
紙
は
、
繊
維
の
丈
夫
な
楮
こ
う
ぞ

紙
と
表

面
が
滑
ら
か
な
三み
つ

椏ま
た

紙
を
貼
り
合
わ
せ
て
原
紙
と
し
、

こ
れ
に
錫
箔
を
糊
付
け
す
る
。
そ
れ
を
湿
ら
せ
て
版

木
に
当
て
、
豚
毛
の
刷
毛
で
数
時
間
も
強
く
叩
き
、

細
か
い
模
様
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
く
の
だ
。

「
こ
の
工
芸
品
の
真
骨
頂
は
錫
箔
を
使
う
こ
と
な
ん

で
す
。
錫
箔
に
ニ
ス
を
塗
る
と
金
色
に
な
っ
て
輝
く

ん
で
す
よ
。
金
色
に
し
た
だ
け
じ
ゃ
面
白
く
な
い
か

ら
、地
模
様
は
漆
絵
の
具
な
ん
か
で
塗
る
ん
で
す
ね
」

と
、
高
尾
さ
ん
は
手
品
の
種
明
か
し
を
し
た
よ
う
に

得
意
顔
だ
。

旧
藏
内
邸
で
月
一
回
開
催
さ
れ
る「
金
唐
ク
ラ
ブ
」

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
覗
か
せ
て
も
ら
う
と
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
真
剣
さ
が
漂
う
。
こ
の
日
は
、

企
画
し
た
高
尾
さ
ん
を
含
め
て
４
人
の
参
加
だ
。

「
美
術
の
先
生
が
技
術
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
力
に

な
っ
て
く
れ
る
」
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
る

時
に
高
尾
さ
ん
が
声
を
掛
け
た
美
術
の
先
生
た
ち
だ
。

紅
一
点
の
木
村
康
子
さ
ん（
58
）は
先
生
で
は
な
い
が
、

「
何
か
趣
味
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
た
と
こ

ろ
に
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
。（
金
唐
ク
ラ
ブ
か
ら
）

見
捨
て
ら
れ
ん
よ
う
に
10
年
間
頑
張
る
」
と
、
意
欲

的
。
山
本
栄
次
さ
ん（
54
）は
「
工
芸
的
な
も
の
に
関

心
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
」
と
、

黙
々
と
筆
を
動
か
し
て
い
る
。
末
吉
眞
二
さ
ん（
63
）

は
、
自
分
の
筆
と
水
性
漆
の
絵
の
具
を
持
参
し
て
や

っ
て
来
た
。
心
構
え
が
違
う
の
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
の
ペ
ー
ス
で
、
気
負
わ
ず
に
金
唐
革
紙
の
復
元
を

楽
し
ん
で
い
る
。「
金
唐
ク
ラ
ブ
」
で
作
っ
た
小
さ

な
金
唐
革
紙
は
「
栞
」
と
し
て
、
旧
藏
内
邸
見
学
の

記
念
に
販
売
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

旧
藏
内
邸
が
あ
る
築
上
町
の
城
井
谷
は
、
鎌
倉
時

代
に
城
井
城
を
築
城
す
る
な
ど
勢
力
を
誇
っ
た
豊
前

宇
都
宮
氏
の
本
拠
地
だ
っ
た
。
豊
前
宇
都
宮
氏
家
の

重
臣
を
務
め
て
い
た
の
が
藏
内
家
で
あ
る
。
安
土
桃

山
時
代
に
豊
臣
秀
吉
の
参
謀
で
中
津
の
大
名
と
な
っ

た
黒
田
孝
高
（
官
兵
衛
）
の
嫡
男
長
政
に
だ
ま
し
討

ち
に
遭
っ
て
豊
前
宇
都
宮
家
が
滅
亡
す
る
と
、
重
臣

だ
っ
た
藏
内
家
は
帰
農
す
る
こ
と
で
世
を
凌
ぎ
、
城

井
谷
の
庄
屋
と
し
て
勢
力
を
維
持
し
続
け
て
い
た
。

19
歳
で
庄
屋
を
継
い
だ
藏
内
次
郎
作
は
、
持
ち
前
の

才
覚
で
炭
鉱
経
営
者
と
し
て
成
功
し
、
生
産
量
全
国

９
位
の
石
炭
会
社
に
ま

で
成
長
さ
せ
、
炭
鉱
王

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

る
。
炭
鉱
王
の
財
力
が

無
け
れ
ば
、
旧
藏
内
邸

の
「
金
唐
革
紙
」
を
貼

っ
た
仏
間
も
無
か
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

城
井
谷
を
歩
く
と
、

安
土
桃
山
時
代
か
ら
続

く
豊
前
宇
都
宮
家
と
藏

内
家
に
ま
つ
わ
る
栄
枯

盛
衰
の
物
語
を
辿
る
こ

と
が
で
き
る
。

写
真
・
文
／
芥
川

　仁

●福岡県築上町教育委員会文化財保護係
　☎0930-52-3771
●旧藏内邸（水曜日休館）
　☎0930-52-2530

▲作品を点検する高尾さんと木村さん
◀金唐革紙ワークショップの様子

▲金唐革紙ワークショップで古色を塗る

▲版木に和紙を打ち込む時に使う豚毛刷毛

▲完成した作品
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三
河
圏
を
経
て
信
州
へ
の
玄
関
口

三
河
か
ら
信
州
を
結
ぶ
三
州
街
道
は
、
中
山
道
の

裏
街
道
と
し
て
人
馬
の
往
来
で
賑
わ
っ
て
き
た
。
別

名
中
馬
街
道
と
も
呼
ば
れ
、
海
産
物
や
塩
、
茶
な
ど

が
伊
那
へ
運
ば
れ
、
根
羽
村
は
そ
の
南
玄
関
口
の
役

割
を
果
た
し
た
。
い
ま
は
宿
場
町
の
面
影
は
な
い
が
、

豊
か
な
自
然
の
中
を
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
走
行
で
き

る
た
め
、
ラ
イ
ダ
ー
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
人
気
の
ツ
ー

リ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
矢
作
川
の
源
流
域

に
当
た
り
、
早
く
か
ら
下
流
域
で
あ
る
三
河
圏
と
の

経
済
的
・
人
的
交
流
が
深
い
。

根
羽
村
は
総
面
積
89
・
97
㎦
だ
が
92
％

が
林
野
面
積
。
う
ち
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の

人
工
林
が
73
％
を
占
め
て
い
る
。
全
戸
が

林
業
を
生
業
と
し
て
き
た
が
、
近
年
は
木

材
の
低
迷
も
あ
っ
て
、
山
仕
事
を
し
た
こ

と
の
な
い
若
者
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
の
た
め
森
林
組
合
が
伐
採
・
加
工
・
販

売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
「
ト
ー
タ
ル
林

業
」
を
め
ざ
し
て
い
る
。

根
羽
村
は
南
信
地
区
の
名
所
、
天
竜
峡

や
昼
神
温
泉
の
南
に
あ
り
、
矢
作
川
沿
い

に
走
る
国
道
か
ら
は
田
植
え
を
待
つ
田
圃

が
青
い
空
を
映
し
、
周
り
の
森
は
新
緑
で

む
せ
か
え
っ
て
い
た
。

森
林
組
合
事
務
所
で
は
参
事
の
今
村
豊

さ
ん（
56
）が
待
っ
て
い
て
く
れ
て
、
２
階

の
会
議
室
へ
案
内
し
て
く
れ
た
。
根
羽
の

木
材
を
使
っ
た
部
屋
は
木
の
香
り
と
温
か

い
色
調
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

今
村
参
事
は
約
20
年
勤
め
た
長
野
県
林

務
部
を
退
職
し
て
根
羽
村
森
林
組
合
に
入

社
し
た
。
生
ま
れ
は
東
京
新
宿
、
山
登
り

が
好
き
だ
っ
た
た
め
信
州
大
学
を
出
て
県
の
林
務
部

に
就
職
し
た
。

「
林
業
改
良
指
導
員
と
し
て
各
地
を
回
っ
て
い
て
、

根
羽
と
も
10
年
ほ
ど
付
き
合
い
ま
し
た
。
豊
か
な
森

長
野
県
最
南
端
に
位
置
す
る
根
羽
村
は
、
矢や

作は
ぎ

川が
わ

の
源

流
域
に
あ
り
、
昔
か
ら
下
流
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、

水
源
涵
養
地
と
し
て
山
林
を
保
全
し
て
き
た
。
山
か
ら

の
恩
恵
を
次
世
代
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
明
治
時
代
に
村

有
林
を
村
民
の
す
べ
て
４
５
０
世
帯
に
貸
付
け
る
と
い

う
画
期
的
な
施
策
を
行
っ
た
た
め
、
現
在
も
全
戸
が
平

均
５
・
５
ha
の
山
を
所
有
し
て
い
る
。
手
入
れ
さ
れ
て
き

た
根
羽
の
ス
ギ
は
乾
燥
技
術
の
確
立
で
、
品
質
の
良
さ
、

ピ
ン
ク
系
の
色
合
い
と
香
り
か
ら
「
別
嬪
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
て
人
気
が
あ
る
。
移
住
し
て
き
て
林
業
に
従
事
す

る
若
者
た
ち
と
植
樹
祭
を
中
心
に
取
材
し
た
。

▶国道沿いから見た根
羽村（左）
矢作川の景勝地・根羽
峡にかかる杉の橋(右)

▲杉の伐採を行う森林技能職員。左から新入社員の渡辺さん、飯島さん、
竹村さん、ベテランの橋本さん、加藤さん、石原技術指導員

人
も
森
も
元
気
な
矢
作
川
源
流
域

ト
ー
タ
ル
林
業
を
め
ざ
し
て

●
長
野
県
根ね

羽ば

村む
ら
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林
資
源
が
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。
全
戸
が
森
林
組

合
員
だ
か
ら
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組
み
や
す
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
根
羽
は
趣
味
の
バ
イ
ク
で
よ

く
来
て
い
た
お
気
に
入
り
の
里
山
で
し
た
」
と
今
村

さ
ん
。

飯
田
市
で
農
業
を
す
る
女
性
と
結
婚
、
休
日
に
は

田
畑
で
働
く
の
も
楽
し
そ
う
だ
。

い
ま
で
こ
そ
根
羽
ス
ギ
、
根
羽
ヒ
ノ
キ
は
Ｊ
Ａ
Ｓ

認
定
を
受
け
信
州
木
材
認
証
製
品
と
し
て
高
価
格
で

取
引
き
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
県
外
市
場
へ
運

ば
れ
て
三
河
杉
と
い
う
銘
柄
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

働
き
者
の
山
の
民
だ
が
ま
だ
根
羽
ス
ギ
と
い
う
名
称

は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
平
成
に
入
っ
て
、
村
で
は
森

林
組
合
を
強
化
し
、
林
業
の
活
性
化
へ
向
け
て
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

根
羽
ス
ギ
の
価
値
を
生
か
し
て

根
羽
ス
ギ
を
象
徴
す
る
巨
木
が
「
月
瀬
の
大
杉
」。

矢
作
川
が
蛇
行
し
な
が
ら
美
し
い
渓
流
を
作
っ
て

い
る
根
羽
峡
の
上
に
あ
り
、
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
、
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
こ

と
か
ら
、
周
辺
を
公
園
と
し
て
整
備
し
て
い

る
。根

羽
峡
の
橋
は
昨
年
ス
ギ
材
を
使
っ
た
吊

り
橋
に
改
修
さ
れ
た
。
素
足
に
な
り
た
い
よ

う
な
心
地
よ
い
橋
だ
。
橋
を
渡
っ
て
矢
作
川
を
見
渡

せ
る
小
路
を
登
っ
て
い
く
と
、
目
の
前
に
杉
の
大
木

が
現
れ
た
。
月
瀬
神
社
の
御
神
木
で
、
樹
齢
は
１
８

０
０
年
以
上
と
い
う
か
ら
、
有
史
以
来
人
々
の
暮
ら

し
を
見
守
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
幹
回
り
14
ｍ
、

高
さ
40
ｍ
あ
り
、
い
ま
だ
枝
を
伸
ば
し
元
気
な
葉
を

広
げ
て
い
る
。

根
羽
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
は
、
県
内
外
の
木
造
施
設

に
使
わ
れ
て
人
気
が
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
昨
年

開
設
し
た
根
羽
村
高
齢
者
福
祉
施
設
「
ね
ば
ね
の
さ

と
・
な
ご
み
」
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
村
の
北

玄
関
口
に
は
道
の
駅
「
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
」
等
の
メ
イ

ン
施
設
で
賑
わ
っ
て
い
る
が
、「
な
ご
み
」
は
そ
の
反

対
側
に
あ
る
。
環
境
に
配
慮
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

取
り
入
れ
た
施
設
で
、
屋
根
に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
、

床
暖
房
等
に
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
最
新
設
備

を
導
入
し
て
い
る
。

外
観
は
地
味
だ
が
、
中
へ
入
っ
て
驚
い
た
。
木
の

香
り
と
明
る
く
て
温
か
い
雰
囲
気
に
満
ち
、特
に
デ

イ
ホ
ー
ル
は
高
い
天

井
と
自
然
光
、
柱
は

ヒ
ノ
キ
の
丸
太
と
い

う
贅
沢
さ
。

お
年
寄
り
の
入
所

施
設
は
、
介
護
状
況

や
自
律
的
生
活
が
可

能
な
人
等
に
応
じ
て

４
つ
の
棟
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

棟
入
口
は
料
亭
か
温
泉
宿
に
入
っ
て
い

く
よ
う
な
粋
で
お
洒
落
な
造
り
で
あ
る
。

入
所
者
は
す
べ
て
が
個
室
だ
が
、
棟
ご

と
に
共
同
ル
ー
ム
、
浴
室
、
ス
タ
ッ
フ

ル
ー
ム
が
機
能
的
に
配
さ
れ
て
い
る
。

現
在
40
名
が
入
所
し
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
に
使
っ
て
い
る
間

伐
材
は
、
住
民
が
山
か
ら
「
木
の
駅
」

に
運
び
出
し
た
も
の
を
活
用
。
こ
れ
ら
の
作
業
代
は

地
域
通
貨
で
支
払
わ
れ
、
村
民
の
生
き
が
い
活
動
に

も
な
っ
て
い
る
。

水
源
地
の
森
を
下
流
域
と
共
に
育
成

根
羽
村
役
場
を
訪
ね
、
大
久
保
憲
一
村
長
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
村
長
は
森
林
組
合

▲高さ40m,幹回りが14m
ある月瀬の大杉
▶案内してくれた今村さん
▼スギで作られた根羽峡橋

▶木の香と暖かさにあふれ
る高齢者福祉施設[なごみ]
のデイホール（右）と部屋へ
通じる廊下（左）
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長
も
兼
務
し
て
お
り
、
全
戸
が
森
林
組
合
員
で
あ
る

根
羽
村
で
は
林
業
の
振
興
が
村
の
発
展
に
繋
が
る
。

「
矢
作
川
は
全
長
１
１
８
㎞
あ
り
、
愛
知
県
中
央
部

を
流
れ
て
26
市
町
村
を
潤
し
て
い
ま
す
。
そ
の
最
上

流
部
に
あ
る
の
が
根
羽
村
で
、
明
治
時
代
よ
り
『
上

下
流
連
携
、
流
域
は
ひ
と
つ
の
運
命
共
同
体
』
と
し

て
交
流
し
て
き
ま
し
た
。
明
治
13
年
に
下
流
域
に
水

路
を
通
す
明
治
用
水
路
が
出
来
、
大
正
3
年
に
は
明

治
用
水
土
地
改
良
区
が
水
源
涵
養
林
と
し
て
山
林
４

２
７
ha
を
購
入
し
て
保
全
し
て
い
ま
す
。
大
正
10
年

に
は
国
か
ら
約
１
３
０
０
ha
が
払
い
下
げ
ら
れ
、
村

民
一
体
で
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
造
林
し
て
き
ま
し
た
。

人
工
林
率
73
％
は
、
早
く
か
ら
手
入
れ
し
て
き
た
品

質
の
良
い
木
材
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
根
羽
の
ス

ギ
は
ピ
ン
ク
色
で
艶
が
あ
り
丈
夫
な
こ
と
か
ら
〝
別

嬪
さ
ん
”
と
呼
ば
れ
て
、
建
材
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

下
流
域
と
の
交
流
は
現
在
も
活
発
で
、
企
業
に
よ

る
森
林
の
里
親
制
度
、
安
城
市
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
ク

ー
ル
、
木
に
触
れ
る
体
験
学
習
『
木
づ
か
い
』活
動
等
、

各
地
の
市
民
や
青
少
年
、
大
学
生
が
根
羽
村
を
訪
れ

て
い
ま
す
。
毎
年
開
催
す
る
植
樹
祭
も
昭
和
28
年
か

ら
花
が
咲
く
樹
を
植
え
よ
う
と
始
め
た
も
の
で
、
安

城
市
民
や
各
団
体
さ
ん
が
苗
木
を
寄
贈
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

根
羽
村
は
人

口
約
１
０
０
０

人
の
小
さ
な
村

で
す
が
、
私
は

こ
れ
で
い
い
、

行
政
的
に
も
ち

ょ
う
ど
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

交
流
人
口
が
多
く
、
Ⅰ
・
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
た
若
者

も
１
４
０
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
山
が
好
き
、
村
が

好
き
と
い
う
人
た
ち
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る

村
に
、
訪
れ
る
人
た
ち
が
魅
力
を
感
じ
る
里
山
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
大
久
保
村
長
は
語
っ
た
。

翌
土
曜
日
は
晴
天
の
中
、
第
64
回
「
結
婚
記
念
植

樹
祭
」
が
行
わ
れ
た
。
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
広
場
に
は
午

前
10
時
の
開
催
に
合
わ
せ
て
各
地
か
ら
バ
ス
や
車
が

到
着
、
新
緑
の
芝
生
に
座
っ
て
開
催
を
待
っ
た
。
舞

台
に
は
毎
年
こ
の
日
に
祝
福
す
る
新
婚
、
銀
婚
、
金

婚
式
を
迎
え
る
夫
婦
も
一
組
ず
つ
参
列
し
た
。
根
羽

村
か
ら
は
小
学
生
20
名
が
参
加
。
総
勢
約
３
０
０
名

で
、
近
く
の
山
に
ツ
ツ
ジ
４
０
０
本
を
植
樹
す
る
。

大
久
保
村
長
が
挨
拶
し
た
あ
と
、
参
列
し
た
長
野

県
東
部
に
位
置
す
る
川
上
村
藤
原
忠
彦
村
長
が
、「
川

上
村
も
千
曲
川
の
源
流
に
あ
り
ま
す
が
、
標
高
が
高

い
た
め
ス
ギ
の
木
は
育
た
な
い
。
根
羽
村
の
ご
協
力

で
川
上
で
は
保
育
園
、
小
学
校
の
新
校
舎
に
根
羽
ス

ギ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
快
適
な
木
造
校
舎
だ
と
人
気

で
、
二
つ
の
村
は
良
い
匂
い
で
い
つ
も
繋
が
っ
て
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

植
樹
は
道
路
に
面
し
た
斜
面
の
一
角
。
村
が
公
園

と
し
て
整
備
し
て
い
る
場
所
で
、
昨
年
植
樹
し
た
ツ

ツ
ジ
が
真
紅
や
ピ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
、
対
岸
に
も

数
年
前
に
植
樹
し
た
ツ
ツ
ジ
の
群
生
が
咲
き
誇
っ
て

い
る
。
参
加
者
は
植
樹
に
は
手
慣
れ
た
様
子
で
あ
る

が
、
斜
面
は
広
葉
樹
等
が
根
を
張
っ
て
お
り
、
穴
掘

り
に
苦
労
し
て
皆
が
汗
だ
く
。
そ
れ
で
も
作
業
は
午

前
中
に
終
了
し
、
参
加
し
た
女
性
た
ち
は
道
端
で
ワ

ラ
ビ
を
採
り
な
が
ら
、
ウ
キ
ウ
キ
と
昼
食
会
場
へ
向

か
っ
た
。
村
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
準
備
し
た
五
平
餅

や
お
や
き
、
和
菓
子
等
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

高
品
質
の
木
材
を
安
定
価
格
で

根
羽
村
森
林
組
合
で
は
、
40
年
生
以
上
の
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
を
伐
り
出
し
、木
の
家
の
材
料
を
生
産
加
工
・

販
売
す
る
、
一
次
か
ら
三
次
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う

「
ト
ー
タ
ル
林
業
」
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
い
る
。

一
次
産
業
の
最
前
線
を
担
う
森
林
整
備
部
門
で
は
、

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
育
成
、
8
名
の
技
能
職
員

が
伐
採
を
集
約
的
に
行
い
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
、
プ
ロ

セ
ッ
サ
等
の
高
性
能
機
械
と
組
み
合
わ
せ
た
低
コ
ス

ト
林
業
を
め
ざ
し
て
い
る
。
資
料
を
み
る
と
、
コ
ン

テ
ナ
苗
に
よ
る
植
栽
、
鳥
獣
対
策
を
同
時
に
行
う
な

ど
、
次
世
代
に
向
け
た
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。

二
次
産
業
で
あ
る
生
産
加
工
部
門
で
は
、
建
材
に

必
要
な
乾
燥
技
術
を
確
立
、「
高
温
セ
ッ
ト
法
」
に
よ

る
乾
燥
方
法
で
高
品
質
の
木
材
を
安
定
的
に
供
給
し

て
い
る
。
ま
た
伐
採
し
た
木
や
間
伐
材
は
、
端
材
や

▲人口はちょうど良いと語る大久
保憲一村長

▶植樹祭に集まった流域の市
民や根羽の小学生たち。斜面
にツツジを400本植樹した
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お
が
く
ず
に
至
る
ま
で
す
べ
て
を
人
工
乾
燥
機
の
木

質
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

販
売
部
門
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
受
け
た
根
羽
ス

ギ
、
根
羽
ヒ
ノ
キ
は
信
州
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
建

築
材
と
し
て
、
南
信
・
中
信
地
区
の
需
要
が
多
い
と

い
う
。
一
般
に
、
国
産
材
を
使
っ
た
木
の
家
は
高
価

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
根
羽
村
森
林
組
合
で

は
、
建
材
を
安
く
提
供
す
る
た
め
に
、
工
務
店
や
建

設
会
社
へ
直
接
販
売
す
る
ほ
か
、
根
羽
ス
ギ
の
柱
材

50
本
を
無
償
提
供
し
た
り
、
長
野
県
の
助
成
金
を
活

用
す
る
等
の
提
案
を
行
い
、
木
の
家
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
長
野
県
内
だ
け
で
１
５
０

０
余
件
が
建
築
さ
れ
た
。

森
林
技
能
者
は
全
員
が
Ⅰ
タ
ー
ン

夕
方
５
時
過
ぎ
、
森
林
作
業
を
終
え
た
職
員
た
ち

が
帰
っ
て
き
た
。
今
年
入
社
し
た
新
人
技
能
者
３
名

と
指
導
員
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
６
名
。
現
在
森
林
技

能
職
員
は
16
名
で
、
う
ち
４
名
が
女
性
だ
が
、
２
人

は
山
か
ら
直
帰
し
た
と
い
う
こ
と
で
会
え
な
か
っ
た
。

今
年
４
月
に
森
林
技
能
職
員
と
し
て
入
社
し
た
渡

辺
は
る
か
さ
ん
は
千
葉
市
の
園
芸
高
校
を
今
年
卒
業

し
て
、
念
願
の
森
林
作
業
員
に
な
り
た
い
と
や
っ
て

き
た
18
歳
。
動
き
も
言
葉
使
い
も
キ
ビ
キ
ビ
し
た
魅

力
的
な
女
の
子
だ
。
飯
島
郁
雄
さ
ん
は
飯
田
市
か
ら

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め
て
家
族
と
共
に
移
住
、
竹
村

●根羽村森林組合 ☎0265-49-2120
http://nebaforest.net

亨
さ
ん
は
川
崎
市
か
ら
移
住
し
て
き
た
30
歳
。

根
羽
村
森
林
組
合
で
は
、
平
成
15
年
か
ら
始
ま
っ

た
長
野
県
の
「
緑
の
雇
用
」
事
業
の
第
1
期
生
で
あ

る
加
藤
雅
晃
さ
ん（
38
歳
、千
葉
か
ら
移
住
）を
、
続

い
て
翌
年
に
は
橋
本
真
一
さ
ん（
31
歳
、静
岡
県
春
野

町
か
ら
移
住
）を
採
用
。
二
人
は
森
林
技
能
職
員
と

し
て
働
き
な
が
ら
、
若
手
の
指
導
に
も
当
た
っ
て
い

る
。翌

朝
は
7
時
半
に
事
務
所
に
集
合
、
8
時
に
出
発

し
て
林
家
か
ら
委
託
を
受
け
た
森
の
間
伐
作
業
を
行

う
。
指
導
に
当
た
る
の
は
石
原
博
樹
さ
ん
。
25
年
間

山
で
働
き
、
林
業
農
家
や
新
人
技
能
職
員
の
指
導
や

安
全
管
理
に
当
た
っ
て
き
た
部
下
た
ち
の
人
気
者
。

「
根
羽
は
Ⅰ
タ
ー
ン
者
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
山
や

植
物
な
ど
の
自
然
が
好
き
だ
か
ら
で
き
る
仕
事
だ
ね
。

登
山
が
好
き
で
、
こ
こ
で
山
仕
事
し
な
が
ら
足
を
鍛

え
る
と
い
う
人
も
い
る
し
、
バ
イ
ク
が
趣
味
の
青
年

も
い
る
。
一
人
前
に
な
っ
た
ら
、
二
人
ず
つ
で
一
つ

の
山
の
間
伐
か
ら
下
草
刈
り
、
植
樹
な
ど
の
作
業
を

任
せ
る
方
式
で
、
責
任
を
持
っ
て
当
た
る
と
い
う
信

頼
関
係
が
出
来
て
い
ま
す
」

作
業
服
に
着
替
え
地
下
足
袋
を
履
き
、
道
具
類
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
あ
と
、
数
台
の
車
に
分
乗
し
て
山

に
向
か
っ
た
。
集
落
か
ら
比
較
的
近
い
堂
の
入
川
沿

い
に
あ
る
山
林
で
、
樹
齢
１
０
０
年
程
の
巨
大
な
杉

が
50
本
以
上
生
え
て
い
る
現
場
で
あ
る
。
数
日
前
か

ら
伐
採
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
何
本
か

が
伐
ら
れ
て
横
倒
し
に
な
っ
て
い
る
。

１
０
０
年
の
時
を
経
た
杉
は
樹
高
が
30

ｍ
も
あ
り
沢
山
の
枝
を
広
げ
て
い
る
。

他
の
樹
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
切
り
倒

す
知
恵
に
改
め
て
感
心
す
る
。
こ
の
あ

と
道
路
に
待
機
し
て
い
る
運
搬
用
重
機

ま
で
運
び
上
げ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
巨
木
は
運
搬
が
一
苦

労
で
、
幾
つ
か
に
造
材
し
て

運
搬
す
る
こ
と
に
な
る
。

石
原
さ
ん
が
、
新
人
の
３

人
に
木
に
登
る
実
技
を
示
し

た
。
約
５
ｍ
の
高
さ
に
杭
を

打
っ
て
足
場
の
付
い
た
ロ
ー

プ
を
張
り
、
体
に
安
全
ベ
ル

ト
を
巻
い
て
、
木
に
密
着
さ

せ
な
が
ら
一
歩
一
歩
登
っ
て

い
く
。
続
い
て
ベ
テ
ラ
ン
の

橋
本
さ
ん
が
身
軽
に
登
っ
て

い
き
枝
打
ち
の
作
業
を
は
じ

め
た
。

「
山
の
仕
事
で
は
打
撲
、
捻

挫
は
当
た
り
前
と
い
う
ほ
ど

危
険
が
付
き
ま
と
う
。
安
全

に
作
業
す
る
た
め
の
コ
ツ
や
実
技
を
身
に
付
け
る
よ

う
に
指
導
す
る
の
が
我
々
の
役
目
で
す
」
と
石
原
さ

ん
は
言
う
。

こ
の
山
に
つ
い
て
加
藤
さ
ん
は
「
伐
採
の
あ
と
新

た
に
植
林
す
る
よ
う
に
検
討
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

親
の
代
ま
で
は
木
を
植
え
て
手
入
れ
し
て
き
た
が
、

孫
た
ち
は
殆
ど
が
山
へ
入
ら
な
い
。
植
林
す
れ
ば
下

草
刈
り
や
枝
打
ち
等
の
管
理
が
必
要
な
の
で
、
そ
れ

が
面
倒
な
よ
う
で
す
」
と
思
案
顔
だ
。

先
輩
た
ち
の
作
業
を
見
て
い
た
新
人
さ
ん
た
ち
は
、

そ
の
あ
と
道
路
に
停
め
た
車
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

下
ろ
し
て
手
入
れ
を
は
じ
め
た
。
各
自
に
支
給
さ
れ

た
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
大
切
だ
。
燃
料
も
満
タ

ン
、
こ
れ
か
ら
切
り
倒
し
た
ス
ギ
の
造
材
作
業
を
は

じ
め
る
。�

文
／
浅
井
登
美
子

　写
真
／
満
田
美
樹

▲朝7時半に組
合に集合してそ
の日の作業を話
し合う◀作業服
に着替え地下足
袋を履いて準備

▲生木に水滴をかけて表面割れを防ぐ

▲乾燥した根羽スギの加工場

▲塗装や節のチェック等をする女子社員

▶作業現場へ向かう
新人職員と石原さん
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下
準
備
を
し
て
参
加

早
朝
に
東
京
を
出
て
、
徳
島
空
港

か
ら
車
で
吉
野
川
市
美
郷
地
区
に
到

着
し
た
の
は
午
前
10
時
半
頃
。
新
緑

が
美
し
い
川
田
川
沿
い
の
国
道
１
９

３
号
を
北
上
し
て
い
く
と
、
道
路
脇

に
「
美
郷
ほ
た
る
祭
り
」「
高
開
の
石

垣
」
と
記
さ
れ
た
の
ぼ
り
が
立
っ
て

い
る
。
廃
校
に
な
っ
た
中
学
校
の
校

庭
に
車
を
停
め
て
緩
や
か
な
道
を
登

っ
て
い
く
と
、
大
勢
の
人
が
石
垣
の

前
に
集
い
、
作
業
を
開
始
し
て
い
た
。

道
路
に
面
し
て
高
さ
２
ｍ
ほ
ど
の
石
垣
が
左
右
約

１
０
０
ｍ
続
き
、
上
は
柚
子
を
栽
培
す
る
畑
。
一
部

が
膨
ら
み
崩
れ
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
人
家
に
近

く
三
叉
路
に
面
し
た
部
分
の
石
垣
を
解
体
し
、
石
を

新
た
に
組
み
直
し
て
修
復
す
る
。
高
開
さ
ん
が
持
参

吉
野
川
中
流
に
注
ぐ
川
田
川
の
上
流
域
に
あ
る
山
里
・

美
郷
地
区
。
広
葉
樹
林
の
中
を
流
れ
る
清
流
は
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
蛍
の
生
息
地
で
、
周
辺
の
丘

陵
地
や
森
の
中
に
は
家
々
が
点
在
し
、
日
当
た
り
の
よ

い
石
垣
の
上
に
屋
敷
や
梅
園
等
が
あ
る
。
な
か
で
も
大

神
地
区
は
代
々
築
か
れ
て
き
た
石
垣
が
天
空
に
至
る
↘

↙「
高
開
の
石
積
み
」
と
呼
ば
れ
る
里
。
5
月
21
・
22
日

の
休
日
に
真
田
純
子
さ
ん
（
東
京
工
業
大
学
准
教
授
）

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
石
積
み
名
工･

高た
か

開が
い

文
雄
氏
の
指
導

に
よ
る
「
石
積
み
学
校
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

参
加
し
た
15
名
が
石
垣
の
修
復
工
事
を
行
っ
た
。

◀「天空の里」地区と、芸術作品
といえる石垣群。段々畑には梅、
柚子が栽培されている

▶石積み学校2日目。
新たな石積みに皆が結集して

15
名
が
参
加
し
て
ハ
ー
ド
な
実
習

天
空
の
里
で
、［
石
積
み
学
校
］

●
徳
島
県
吉よ

し

野の

川が
わ

市し

美み

郷さ
と

地ち

区く
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し
た
10
数
種
の
専
門
的
道
具
も
そ
ろ
っ
て
い
る
。

こ
の
実
習
の
参
加
者
は
15
名
。
参
加
費
３
０
０
０

円
を
払
っ
て
自
ら
２
日
間
肉
体
労
働
を
す
る
覚
悟
で

徳
島
県
内
外
か
ら
や
っ
て
き
た
人
た
ち
だ
。
東
京
か

ら
来
た
青
年
、
京
都
か
ら
来
た
女
性
、
遠
く
は
台
湾

か
ら
や
っ
て
き
た
カ
ナ
ダ
人
の
青
年
も
い
る
。
半
数

以
上
が
今
回
初
め
て
参
加
し
た
と
い
う
。
長
靴
や
地

下
足
袋
を
履
き
、
厚
手
の
ゴ
ム
引
き
手
袋
を
し
、
日

差
し
を
避
け
る
た
め
に
帽
子
を
被
る
ス
タ
イ
ル
で
、

我
々
が
到
着
し
た
時
は
す
で
に
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
、
石
を
運
び
出
し
て
い
た
。

中
央
で
石
垣
を
解
体
す
る
た
め
の
手
順
や
方
法
を

指
導
し
て
い
る
の
が
高
開
文
雄
師
匠（
83
）。
各
地
の

石
積
み
を
50
年
以
上
手
が
け
て
き
た
石
積
み
職
工
の

第
一
人
者
で
、
シ
ャ
ン
と
し
た
立
ち
姿
、
ジ
ー
ン
ズ

の
ズ
ボ
ン
が
よ
く
似
合
う
若
々
し
く
て
魅
力
的
な
方

で
あ
る
。
そ
の
元
で
、
作
業
す
る
人
へ
の
配
慮
や
説

明
に
余
念
が
な
く
、
自
ら
も
石
運
び
に
精
を
出
し
て

い
る
の
が
「
石
積
み
学
校
」
を
主
催
し
て
き
た
真
田

純
子
先
生（
東
京
工
業
大
学
大
学
院
准
教
授
）。
最
初

可
愛
い
女
子
大
生
が
い
る
と
思
っ
た
ほ
ど
だ
が
、
き

ゃ
し
ゃ
な
身
体
で
機
敏
に
動
き
ま
わ
り
休
む
様
子
が

な
い
。
徳
島
大
学
助
教
に
就
任
し
て
約
10
年
間
、
徳

島
県
や
四
国
各
地
の
景
観
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
今
回
の
参
加
者
に
は
す
で
に
真
田
先
生
が
編

集
し
た
「
棚
田
・
段
畑
の
石
積
み
」
と
い
う
冊
子
が

配
布
さ
れ
て
お
り
、
石
積
み
修
復
の
基
礎
勉
強
を
し

た
上
で
参
加
し
て
い
る
よ
う
だ
。

石
垣
に
は
コ
ケ
や
草
花
が
寄
生
し
、
先
人
た
ち
と

暮
ら
し
を
共
に
し
て
き
た
長
い
歳
月
が
忍
ば
れ
る
。

多
く
の
田
畑
で
は
あ
ま
り
整
形
し
て
い
な
い
野の

面づ
ら

石い
し

を
使
用
し
、
乱
積
み
と
い
う
ラ
ン
ダ
ム
な
方
法
や

空
石
積
み
と
い
う
モ
ル
タ
ル
等
の
接
着
剤
を
使
わ
な

い
方
法
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
と
、
真
田
先
生
は

著
書
で
書
い
て
い
る
。

「
こ
の
方
法
の
良
い
と
こ
ろ
は
何
度
で
も
積
み
直
し

が
出
来
る
の
で
環
境
に
優
し
く
地
域
の
自
然
景
観
と

マ
ッ
チ
す
る
こ
と
。
排
水
性
が
高
い
た
め
水
分
の
多

い
地
盤
等
に
も
強
い
。
し
か
し
石
積
み
が
出
来
る
技

術
者
は
高
齢
化
し
、
い
ま
80
歳
以
下
で
修
復
を
継
承

で
き
る
人
は
殆
ど
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

崩
壊
し
た
石
積
み
は
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
か
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
災
害
地
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

崩
壊
す
る
と
再
生
不
可
能
で
危
険
性
の
あ
る
ガ
レ
キ

に
な
っ
て
し
ま
う
。
従
来
の
石
積
み
を
再
生
す
る
、

そ
の
た
め
の
技
術
の
継
承
が
急
務
だ
と
真
田
先
生
の

活
動
が
始
ま
っ
た
。

さ
ら
に
床
掘
り
・
根
掘
り
し
て��

石
た
ち
に
新
た
な
命
を

石
積
み
は
「
一
ぐ
り
、
二
い
し
、
三
に
積
み
」
と

言
わ
れ
、
一
番
大
切
な
の
が
ぐ
り
石
（
外
側
の
大
き

な
石
の
奥
に
積
ま
れ
た
小
石
）、
二
番
目
が
石
の
質
、

三
番
目
が
積
み
手
の
技
術
だ
と
い
う
。

石
垣
の
解
体
作
業
は
、
石
垣
の
上
面
か
ら
シ
ョ
ウ

セ
ン
等
の
道
具
を
入
れ
て
ゆ
っ
く
り
崩
し
て
い
く
こ

と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
外
側
に
は
大
き
な
石
が
組
ま

れ
、
内
側
に
ぐ
り
石
が
ぎ
っ
し
り
埋
め
込
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
一
つ
一
つ
取
り
出
し
て
、
道
路
脇
に

運
ん
で
い
く
。
外そ
と

見み

は
小
ぶ
り
に
見
え
た
石
が
、
取

り
出
し
て
み
る
と
奥
行
き
が
あ
り
幅
50
㎝
以
上
、
厚

さ
20
～
30
㎝
以
上
ほ
ど
あ
り
、
重
さ
は
40
㎏
を
超
え

て
い
る
。
最
初
は
そ
の
重
さ
に「
う
わ
ー
」と
叫
び
声

を
発
し
て
い
た
若
者
た
ち
も
、
や
が
て
慣
れ
て
き
た

の
か
姿
勢
を
正
し
て
し
っ
か
り
持
ち
上
げ
、
黙
々
と

指
定
の
場
所
へ
運
ん
で
い
る
。
砂
や
砂
利
に
混
じ
っ

た
ぐ
り
石
は
分
類
し
な
が
ら
集
め
て
お
く
。

幅
約
10
ｍ
、高
さ
２
ｍ
ほ
ど
あ
る
石
垣
は
夕
方
ま
で

に
解
体
さ
れ
た
が
、
さ
ら

に
地
面
か
ら
20
㎝
ほ
ど
掘

り
下
げ
、
溝
を
つ
く
っ
て

い
く
（
床
掘
り
、
根
掘
り
）。

▲石垣近くの明石さんの家が休憩場で奥さんが冷たい飲み
物を用意。手前左は、今年東京都の建設局に就職した田中信
さん、右はカナダ人のグレイアムさん。台湾から参加した
▼解体した石垣。膨大な石が出て、それを分類しながら並べていく
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し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
業
が
終
了
間
近
と
思
わ
れ

る
頃
、
地
面
か
ら
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
岩
塊
が
現

れ
た
。
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
高
開

師
匠
は
こ
れ
を
取
り
除
く
よ
う
に
指
示
し
た
。
石
垣

の
隣
に
住
み
休
憩
所
も
提
供
し
て
く
れ
た
明
石
光
弘

さ
ん
と
高
知
県
か
ら
来
た
「
園
芸
ナ
ギ
」
経
営
の
小

川
悠
さ
ん
が
ゲ
ン
ノ
ウ
と
シ
ョ
ウ
セ
ン
と
い
う
鉄
棒

を
振
り
降
ろ
し
て
、
約
30
分
以
上
か
け
て
岩
塊
を
割

り
砕
い
て
い
っ
た
。
石
目
を
熟
知
し
て
い
る
か
ら
で

き
る
作
業
の
よ
う
だ
。
皆
の
飲
食
の
世
話
を
担
っ
て

く
れ
た
明
石
さ
ん
の
奥
さ
ん
も
見
に
来
て
、
心
配
顔
。

こ
の
作
業
を
高
開
師
匠
は
、「
床
掘
り
し
て
溝
を
き
ち

ん
と
作
り
、
一
番
下
に
大
き
な
石
（
根
石
）
を
し
っ

か
り
置
く
こ
と
が
石
積
み
作
業
の
基
本
だ
ね
」
と
涼

し
げ
に
言
い
放
ち
、
別
の
メ
ン
バ
ー
に
指
示
し
て
仕

上
が
っ
た
床
に
根
石
を
設
置
す
る
作
業
を
は
じ
め
た
。

特
大
な
石
が
地
面
の
奥
に
土
台
と
し
て
並
べ
ら
れ
て

い
く
。

夕
方
５
時
過
ぎ
、
そ
の
日
の
作
業
は
終
了
。
明
日

は
朝
９
時
か
ら
い
よ
い
よ
石
積
み
が
は
じ
ま
る
。

技
術
の
継
承
を
主
体
的
・
持
続
可
能
で

真
田
純
子
先
生
は
広
島
県
生
ま
れ
。
東
京
工
業
大

学
大
学
院
社
会
理
工
学
研
究
科
を
卒
業
し
て
平
成
19

年
１
月
に
徳
島
大
学
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ

ン
ス
研
究
部
助
教
に
就
任
し
た
。
農
村
景
観
の
研
究

で
徳
島
県
を
は
じ
め
四
国
各
地
を
積
極
的
に
歩
く
う

ち
に
、
山
間
地
が
多
い
こ
と
、
棚
田
や
段
畑
、
家
屋

敷
は
先
祖
代
々
築
か
れ
た
石
積
み
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
棚
田
や
段
畑
は
中

山
間
地
の
文
化
や
資
源
で
あ
り
、
そ
の
風
景
が
失
わ

れ
る
こ
と
は
地
域
の
活
力
も
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

農
村
が
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
あ
る
景
観

的
資
源
を
積
極
的
に
保
全
・
活
用
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
が
、
保
全
の
ル
ー
ル
を
作
っ
て
も
技
術
が
継
承

さ
れ
な
け
れ
ば
運
用
は
で
き
な
い
。
真
田
先
生
は
、

石
積
み
技
術
を
持
つ
人
、
習
い
た
い
人
、
直
し
て
ほ

し
い
人
の
３
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
講
座
と
し
て
、

一
般
人
を
対
象
に
し
た
「
石
積
み
学
校
」
の
開
催
を

考
え
た
。
開
催
情
報
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
、

技
術
を
ま
と
め
た
冊
子
も
制
作
し
た
。

地
元
の
新
聞
が
記
事
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
反
響

は
大
き
く
、
各
地
か
ら
石
垣
を
直
し
て
く
れ
、
研
修

会
を
開
い
て
く
れ
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

の
た
め
今
ま
で
に
徳
島
県
内
を
中
心
に
上
勝
町
で
４

回
、
三
好
市
で
３
回
、
吉
野
川
市
美
郷
地
区
で
５
回

な
ど
、
合
計
16
回「
石
積
み
学
校
」を
開
催
し
て
き
た
。

真
田
先
生
は
「
石
積
み
は
全
国
各
地
に
あ
る
が
、

石
の
性
質
や
形
状
が
異
な
っ
て
も
、
構
造
に
関
わ
る

基
本
的
な
技
術
は
共
通
し
て
い
る
の
で
、
学
校
の
開

催
は
全
国
的
規
模
で
展
開
で
き
る
。
積
め
る
人
を
増

や
し
て
い
き
た
い
」
と
言
う
。

石
積
み
工
と
し
て
独
立
を
目
指
す
青
年
も
誕
生
し

た
。
当
初
か
ら
真
田
先
生
の
下
で
学
ん
で
き
た
金
子

玲
大
さ
ん
で
、
徳
島
県
上
勝
町
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
今
年
か
ら
同
町
で
石
積
み

学
校
を
開
催
す
る
と
い
う
。

習
い
た
い
人
が
参
加
費
を
出
す
こ
の
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
先
生
に
聞
い
て
み
る
と
「
補
助
金
に
頼
っ
た

活
動
は
、
補
助
金
が
な
く
な
る
と
活
動
が
終
わ
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
い
た
だ
い
た
参
加
費
で
講
師

代
と
事
務
局
の
人
件
費
は
何
と
か
捻
出
で
き
ま
す
。

持
続
可
能
性
の
あ
る
活
動
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、

い
ま
の
学
校
シ
ス
テ
ム
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
明
確
に
語
っ
た
。

翌
日
も
晴
天
、
作
業
は
９
時
前
か
ら
開
催
さ
れ
、

石
た
ち
は
ベ
テ
ラ
ン
の
石
工
と
参
加
者
の
手
で
美
し

く
力
強
く
積
ま
れ
て
い
く
。
外
側
に
大
き
い
積
み
石
、

そ
の
奥
に
ぐ
り
石
を
隙
間
な
く
並
べ
る
が
、
積
み
石

▲高知市の園芸家小川悠さんは家族で参
加。真奈君は皆の人気者

▲鳴門市で養蜂店を営む石垣
誠一さん

▲定年後は地域のためにと参加、
阿南市の八百原孝さん
▶京都から参加した室内装飾
家の吉賀郁子さん。10㎏もある
石を運ぶ

▼左から真田純子先生、明石光弘さん、指導に当たる高開文雄師匠
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の
置
き
方
に
技
術
の
粋
が
結
集
さ
れ
る
。

１
ｍ
ほ
ど
積
ん
だ
と
こ
ろ
で
石
に
鉄
の
棒
を
は
さ

み
込
ん
で
、
足
場
を
作
っ
た
。
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
た
め
の
知
恵
が
生
き
て
い
る
。
外
石
を
き
れ
い

に
並
べ
る
た
め
の
目
安
に
水
糸
や
板
が
張
ら
れ
る
等
、

作
業
は
皆
が
役
割
を
担
い
な
が
ら
進
め
ら
て
い
く
。

昼
食
の
休
憩
時
に
高
開
師
匠
に
「
今
日
は
何
時
ま

で
作
業
で
す
か
」
と
聞
く
と
、
例
の
が
っ
し
り
し
た

手
を
出
し
て
、
開
い
た
。
つ
ま
り
５
時
ま
で
と
い
う

合
図
で
あ
る
。
夕
方
東
京
等
へ
帰
る
た
め
に
４
時
前

に
退
所
し
た
い
人
も
お
り
、
一
般
に
体
験
学
習
等
は

二
日
目
に
は
早
く
切
り
上
げ
る
も
の
だ
が
、
高
開
師

匠
の
開
い
た
手
か
ら
は
、
こ
れ
は
遊
び
の
学
校
で
は

な
い
、
石
積
み
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
だ
と
い
う
強
い

意
志
が
感
じ
ら
れ
た
。
あ
と
で
真
田
先
生
に
聞
く
と
、

石
積
み
は
夕
方
5
時
に
は
完
成
、
先
生
も
最
終
飛
行

機
で
東
京
へ
戻
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

人
々
の
夢
を
組
ん
だ「
高
開
石
積
み
の
里
」�

美
郷
は
豊
か
な
自
然
郷

石
積
み
学
校
を
開
催
し
た
美
郷
平
地
区
か
ら
車
で

５
分
ほ
ど
登
っ
て
い
く
と
、
手
入
れ
さ
れ
た
石
垣
が

幾
重
に
も
続
く
大
神
地
区
へ
出
た
。
石
垣
は
空
ま
で

届
き
そ
う
で
、
そ
の
中
に
５
、
６
軒
の
農
家
が
あ
る
。

駐
車
場
に
車
を
停
め
て
石
積
み
の
中
の
階
段
を
上
っ

て
い
く
と
、
婦
人
二
人
が
庭
先
で
お
喋
り
し
て
い
る

家
が
あ
っ
た
。「
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
」
と
招
か
れ
て

軒
下
の
テ
ー
ブ
ル
に
座
る
と
、
眼
下
に
は
見
事
な
パ

ノ
ラ
マ
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
。「
冬
も
そ
れ
ほ
ど

寒
く
な
く
、
夏
も
快
適
、
こ
の
風
景
を
見
て
い
る
だ

け
で
気
分
が
い
い
で
す
よ
」
そ
こ
は
下
の
地
区
で
石

積
み
を
指
導
し
て
い
る
高
開
師
匠
の
家
だ
っ
た
。

対
岸
に
は
そ
の
日
宿
泊
す
る
予
定
の
民
宿
「
き
の

●石積み学校
　http://www.g-mark.org/award/
　describe/41862
●美郷ほたる館 ☎0883-43-2888

こ
の
里
」
も
見
え
る
。
庭
先
に
風
除
け
の
生
垣
を
配

し
、
庭
に
は
様
々
な
植
物
が
植
え
ら
れ
て
よ
く
手
入

れ
さ
れ
て
い
る
。
芸
術
的
で
希
少
性
の
高
い
大
神
地

区
の
石
積
み
は
高
開
文
雄
師
匠
と
仲
間
た
ち
の
歳
月

を
か
け
た
一
大
作
品
で
あ
る
と
実
感
し
た
。
芝
桜
等

を
植
え
て
景
観
保
全
に
も
取
組
ん
で
お
り
、
12
月
末

に
は
石
垣
が
２
日
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
の
こ

と
。『
に
ほ
ん
の
里
１
０
０
選
』
に
も
な
っ
て
い
る

ユ
ー
ト
ピ
ア
郷
で
あ
っ
た
。

美
郷
は
全
域
が
蛍
の
発
生
地

新
緑
の
川
田
川
沿
い
は
清
流
の
せ
せ
ら
ぎ
と
鶯
の

声
が
溢
れ
て
い
る
が
、
こ
の
季
節
の
夜
の
主
役
は
ゲ

ン
ジ
蛍
。「
美
郷
ほ
た
る
祭
り
」が
間
も
な
く
始
ま
る
。

そ
の
準
備
で
多
忙
な
武
田
彰
仁
館
長
を
美
郷
ほ
た
る

館
に
訪
ね
た
。
国
道
沿
い
に
建
つ
モ
ダ
ン
な
建
物
で
、

地
区
の
公
民
館
的
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
石
積
み
学

校
の
開
催
時
に
は
事
務
連
絡
も
し
て
く
れ
る
。

美
郷
地
区
は
１
９
７
０
年
に
全
国
で
唯
一
、
全
域

が
蛍
の
発
生
地
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
選
定
さ

れ
た
。
82
％
を
占
め
る
豊
か
な
森
林
の
中
、
奥
野
々

山
を
源
に
ゆ
っ
く
り
蛇
行
し
な
が
ら
吉
野
川
に
注
ぐ

川
田
川
は
、
山
の
ミ
ネ
ラ
ル
と
多
様
な
植
物
や
生
物

が
生
育
す
る
清
流
で
、
蛍
の
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
が

豊
富
。
特
色
は
蛍
が
乱
舞
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
下
流
域

か
ら
上
流
ま
で
８
カ
所
あ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
、
５

月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬
ま
で
１
カ
月
間
以
上
鑑
賞
で

き
、
美
郷
ほ
た
る
祭
り
に
は
全
国
か
ら
３
万
５
千
人

が
や
っ
て
く
る
と
い
う
。

ほ
た
る
館
に
は
優
れ
た
展
示
室
が
あ
る
。
地
下
1

階
に
は
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
チ
ー
ム
が
調
整
し
た

「
川
田
川
中
流
域
の
暮
ら
し
今
昔
」
と
い
う
展
示
ル

ー
ム
が
あ
る
。
奥
に
は
カ
ワ
ニ
ナ
の
観
察
室
が
あ
り
、

地
下
２
階
か
ら
外
へ
出
る
と
、
そ
こ
は
森
と
川
が
と

び
き
り
美
し
い
蛍
鑑
賞
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ
っ
た
。

「
国
の
天
然
記
念
物
指
定
地
な
の
で
、
カ
ワ
ニ
ナ
一

匹
で
も
人
為
的
に
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
40

年
間
経
っ
て
も
自
然
発
生
す
る
蛍
の
数
は
殆
ど
変
っ

て
い
ま
せ
ん
。
地
区
住
民
あ
げ
て
環
境
保
全
に
力
を

入
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」
と
武
田
館
長
は

言
う
。

旧
美
郷
村
は
最
盛
期
に
は
人
口
５
、６
０
０
人
、

子
供
も
９
１
０
人
い
た
が
、
い
ま
人
口
は
約
１
、０

０
０
人
、
小
中
学
生
は
18
人
。
丘
陵
地
で
農
地
が
少

な
い
た
め
若
者
が
定
住
で
き
る
地
域
産
業
が
少
な
い
。

「
で
も
２
月
に
は
一
面
梅
の
里
、
３
月
に
は
石
積
み

の
芝
桜
、
３
～
４
月
に
は
桜
、
続
い
て
ツ
ツ
ジ
が
咲

き
蛍
が
飛
ぶ
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
美
し
い
自
然
郷

で
す
。
最
近
は
観
光
客
が
増
え
て
き
ま
し
た
」
と
館

長
は
言
う
。

ほ
た
る
館
が
行
う
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
や
ほ
た
る
祭

り
、
石
積
み
の
修
復
作
業
を
支
え
て
い
る
の
が
住
民

の
有
志
で
つ
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人[

美
郷
宝
さ
が
し
探

検
隊]

で
、
最
近
は
里
山

の
食
文
化
を
提
供
す
る
農

家
民
宿
や
、
農
業
や
石
積

み
を
体
験
す
る
行
事
が
人

気
を
呼
ん
て
い
る
。
宿
泊

し
た
「
き
の
こ
の
里
」
経

営
の
川
村
里
子
さ
ん
も
メ

ン
バ
ー
の
一
人
で
、
そ
の

食
事
の
美
味
し
か
っ
た
こ

と
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

文
／
浅
井
登
美
子

写
真
／
小
林
恵

◀左/ほたる館の裏手を流れる川田川で
武田館長。ほたるが舞う人気のスポット
で、普段も憩いの場として人気　
右/川田川の今昔を示す展示室
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雪
深
い
風
土
が
生
む 

　素
朴
な
生
活
道
具

福
島
県
の
西
部
、
尾
瀬
に
源
を
発
す
る

只
見
川
沿
い
に
あ
る
山
間
の
町
・
三
島
町
。

奥
会
津
の
一
角
に
あ
る
緑
豊
か
な
こ
の
町

は
、
冬
と
も
な
れ
ば
積
雪
が
２
ｍ
を
超
え

る
こ
と
も
あ
る
豪
雪
地
帯
で
あ
る
。

雪
に
お
お
わ
れ
る
長
い
冬
の
手
仕
事
が
、

古
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
民
具
を
生
み
出
し

て
き
た
。
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、
マ
タ
タ
ビ
、
ヒ

ロ
ロ
（
ミ
ヤ
マ
カ
ン
ス
ゲ
、
オ
ク
ノ
カ
ン

ス
ゲ
）
と
い
っ
た
植
物
を
秋
ま
で
に
近
く

の
野
山
で
採
取
。
そ
れ
ら
を
材
料
に
し
た

各
種
の
生
活
道
具
作
り
は
、
昔
は
三
島
町

の
ど
の
家
の
い
ろ
り
端
で
も
冬
場
に
見
ら

れ
た
風
景
だ
っ
た
。

伝
統
を
未
来
に
受
け
継
ぐ
た
め
に
町
で

は
、
昭
和
50
年
代
か
ら
「
生
活
工
芸
運
動
」

を
展
開
し
、
昭
和
61
年
に
は
体
験
型
の
も
の
づ
く
り

拠
点
「
三
島
町
生
活
工
芸
館
」
を
設
立
。
平
成
15
年

に
は
、
三
島
町
を
中
心
に
生
み
出
さ
れ
る
生
活
工
芸

品
が
「
奥
会
津
編
み
組
細
工
」
と
し
て
国
の
伝
統
的

工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
作
り
手
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、

技
術
の
伝
承
、
後
継
者
の
育
成
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
の
が
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
存
在
で
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
お
お
む
ね
1
年
以
上
３

年
以
下
の
期
間
、
地
方
自
治
体
の
委
嘱
を
受
け
、
そ

の
地
域
で
生
活
し
各
種
の
地
域
協
力
活
動
を
行
う
と

い
う
制
度
。
平
成
21
年
度
か
ら
総
務
省
主
導
に
よ
っ

て
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
年
々
隊
員
数
は
増
え
続
け
、

今
年
度
中
に
全
国
で
３
０
０
０
人
に
達
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。隊
員
は
活
動
終
了
後
も
地
域
に
定
住
・

定
着
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
、実
際
、任
期
終
了
後
、隊

員
の
約
６
割
が
同
じ
地
域
に
定
住
を
果
た
し
て
い
る
。

三
島
町
で
は
、
平
成
25
年
度
よ
り
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
募
集
。
以
来
、
集
落
支
援
、
農
業
、
情
報
発

信
、
商
工
会
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
外
国
人
観
光
客
誘
致
な

ど
の
分
野
に
隊
員
を
迎
え
入
れ
て
き
た
。

伝
統
工
芸
士
が
認
め
る
後
継
者
に

現
在
、
町
内
の
三
島
町
生
活
工
芸
館
を
拠
点
に
、

編
み
組
細
工
の
技
術
習
得
に
励
む
清
水
夏
穂
さ
ん
も
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
が
進
む
地
方
で
、
地
域
活
性

化
の
取
り
組
み
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
だ
。
福
島
県
で
は
昨
年
よ
り
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
を
地
域
の
伝
統
産
業
技
術
研
修
者
と

し
て
採
用
し
、後
継
者
と
し
て
育
成
す
る
制
度
を
始
め
た
。

三
つ
の
地
域
を
訪
れ
、
そ
こ
で
活
動
す
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
受
け
入
れ
る
地
元
の
様
子
を
取
材
し
た
。
奥

会
津
の
三
島
町
、
喜
多
方
市
雄
国
、
山
都
町
の
事
例
を

紹
介
す
る
。

▲モノづくりの拠点、生活工芸館外観。周辺は貴重な植物
が生える緑地になっている
▼技術研修をする清水さん（左）と指導員の目黒さん

▼さまざまな素材で編み上げた籠、バッグ、ざる等（三島町生活工芸館）

若
い
力
が
受
け
継
ぐ
匠
の
技

［
奥
会
津
編
み
組
細
工
］ 福
島
県
三み

島し
ま

町ま
ち

■
移
住
し
て
伝
統
工
芸
職
人
に

｜

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

地
域
伝
統
の
技
を
学
ぶ
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そ
の
一
人
だ
。
神
奈
川
県
小
田
原
市
に
生
ま
れ
、
芸

術
系
の
大
学
で
木
工
を
専
攻
。
在
学
中
は
家
具
作
り

を
専
門
に
学
ん
で
き
た
。
卒
業
後
、
喜
多
方
市
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
経
て
、
三
島
町
の
木
工
指
導
員
に
採
用

さ
れ
て
こ
の
町
へ
。
さ
ら
に
、
編
み
組
細
工
の
技
術

習
得
を
目
的
と
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し

て
採
用
と
な
り
、
平
成
28
年
1
月
よ
り
編
み
組
細
工

を
学
ぶ
日
々
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
大
学
で
専
ら
や
っ
て
い
た
家
具
作
り
も
、
今
、
一

生
懸
命
勉
強
し
て
い
る
編
み
組
細
工
も
、
ど
ち
ら
も

モ
ノ
づ
く
り
と
し
て
は
同
じ
で
す
。
で
も
、
機
械
を

使
わ
ず
身
一
つ
で
モ
ノ
づ
く
り
を
し
て
い
る
感
覚
が
、

編
み
組
細
工
の
面
白
さ
で
す
ね
」と
清
水
さ
ん
は
語
る
。

清
水
さ
ん
は
、
現
在
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、
マ
タ
タ
ビ
、

ヒ
ロ
ロ
の
３
種
の
編
み
組
細
工
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
こ
の
町
を
代
表
す
る
“
師
匠
”
に
手
ほ

ど
き
を
受
け
て
い
る
。
今
は
、
協
力
隊
と
し
て
の
報

酬
を
も
ら
い
な
が
ら
技
術
を
学
ん
で
い
る
身
で
あ
り
、

任
期
が
終
わ
る
3
年
後
が
本
当
の
意
味
で
の
ス
タ
ー

ト
だ
と
思
っ
て
い

る
と
い
う
。

「
３
年
間
、
技
術

を
し
っ
か
り
学
ん

で
、
ゆ
く
ゆ
く
は

こ
の
町
で
工
芸
作

家
と
し
て
一
本
立

ち
で
き
れ
ば
。
で

も
、
ま
だ
ま
だ
そ

の
レ
ベ
ル
は
遠
く

て
…
…
」
と
清
水

さ
ん
。
ざ
る
な
ど

を
編
ん
で
も
、
師

匠
が
や
っ
た
と
こ

ろ
と
自
分
が
や
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
網
目
の
美
し
さ
、

細
か
さ
に
差
が
出
て
し
ま
う
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、

木
工
を
か
つ
て
勉
強
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
飲

み
込
み
は
早
い
。

マ
タ
タ
ビ
細
工
を
清
水
さ
ん
に
指
導
す
る
同
町
の

伝
統
工
芸
士
・
目
黒
政
榮
さ
ん
も
、「
短
期
間
の
う
ち

に
こ
こ
ま
で
編
め
る
よ
う
に
な
る
人
は
、
な
か
な
か

い
な
い
」
と
目
を
細
め
る
。

編
ん
だ
目
が
粗
く
な
っ
た
り
ム
ラ
に
な
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
、
ま
た
曲
線
が
な
だ
ら
か
に
な
る
よ
う

に
編
む
の
が
、
マ
タ
タ
ビ
細
工
の
一
番
難
し
い
と
こ

ろ
。
目
黒
さ
ん
の
よ
う
な
熟
練
者
に
よ
っ
て
編
ま
れ

た
品
は
、
軽
く
使
い
や
す
く
、
型
崩
れ
す
る
こ
と
な

く
長
持
ち
す
る
が
、
そ
の
レ
ベ
ル
ま
で
は
一
朝
一
夕

で
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
網
目
が
緩
く
な
っ
た
り
ほ
つ
れ
た
り
し
た
ら
修
理

も
簡
単
に
で
き
る
の
が
、
編
み
組
細
工
の
い
い
と
こ

ろ
。
湿
気
さ
え
気
を
つ
け
れ
ば
、
一
生
も
の
の
道
具

な
ん
で
す
よ
」
と
目
黒
さ
ん
。

素
晴
ら
し
い
編
み
組
細
工
の
技
術
が
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
、

目
黒
さ
ん
は
今
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
と
い
う
。

若
者
の
感
覚
が
創
る
新
た
な「
桐
製
品
」

今
回
、
取
材
で
訪
れ
た
「
三
島
町
生
活
工
芸
館
」

に
隣
接
し
て
、「
会
津
桐
タ
ン
ス
株
式
会
社
」
が
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
ま
た
別
な
形
で
、
桐
製
品

の
世
界
に
も
「
若
い
力
」
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
聞

き
、
同
社
を
訪
れ
て
み
た
。

桐
製
品
作
り
が
盛
ん
な
会
津
に
あ
っ
て
三
島
町
も

有
名
産
地
の
一
つ
で
、
こ
れ
ま
で
箪
笥
を
中
心
に
優

れ
た
桐
製
品
を
生
み
出
し
て
き
た
。
し
か
し
、
和
箪

笥
の
需
要
が
減
っ
た
こ
と
で
、
新
た
な
製
品
開
発
の

必
要
性
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

会
津
桐
タ
ン
ス
株
式
会
社
で
も
、
桐
製
の
米
び
つ
、

チ
ェ
ス
ト
、
裁
縫
箱
、
多
目
的
ボ
ッ
ク
ス
、
漆
塗
り

シ
リ
ー
ズ
な
ど
を
開
発
し
好
評
を
得
て
い
る
。

平
成
18
年
か
ら
21
年
の
４
年
間
に
は
、
同
社
と
多

摩
美
術
大
学
生
産
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
三
島
町
が
産
学

官
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
桐
材
の
新
た
な

可
能
性
を
探
る
こ
の
取
り
組
み
か
ら
は
、
桐
を
使
っ

た
傘
、
枕
、
ギ
フ
ト
ボ
ッ
ク
ス
、
椅
子
な
ど
造
形
美

豊
か
な
作
品
の
数
々
が
生
ま
れ
た
。
一
見
、
そ
れ
と

わ
か
ら
な
い
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
の
茶
筒
は
、
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
も
受
賞
し
て
い
る
。

お
話
を
う
か
が
っ
た
会
津
桐
タ
ン
ス
株
式
会
社
の

板
橋
充
是
さ
ん
は
、「
学
生
の
発
想
の
素
晴
ら
し
さ
に

は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
桐
箪
笥
を
作
っ
て
き
た
者
に

は
絶
対
に
思
い
つ
き
ま
せ
ん
よ
」と
、コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
も
た
ら
し
た
結
果
を
高
く
評
価
す
る
。
今
後

も
、
若
い
感
性
や
ア
イ
デ
ア
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
製
品
の
開
発
に
よ
り
、
会
津
桐
の
新
し
い
魅
力
を

三
島
町
か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

▶上/会津桐タンス㈱が制作する人気の桐製品
下/若い人のアイデアを生かして材を加工していく

▲作業に励む清水さん。右は工芸に利用されるアカソとアオソ

●三島町生活工芸館 ☎0241-48-5502
●会津桐タンス株式会社 ☎0241-52-3823
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喜
多
方
市
の
南
東
の
端
、
な
だ
ら
か
な
斜
面
に

清
々
し
い
田
園
風
景
が
広
が
る
熊
倉
町
雄
国
地
区
。

こ
こ
で
は
古
く
か
ら
山
野
に
自
生
す
る
根
曲
竹
を
使

っ
た
竹
細
工
の
生
産
が
盛
ん
だ
。
こ
の
伝
統
の
「
雄

国
根
曲
竹
の
竹
細
工
」
の
世
界
で
も
、
い
ま
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。
籠
、
ざ
る

と
い
っ
た
昔
な
が
ら
の
民
具
だ
け
で
な
く
、
現
代
の

生
活
に
よ
り
合
っ
た
竹
製
品
の
ニ
ー
ズ
も
増
え
て
お

り
、
隊
員
の
活
躍
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

今
年
、
雄
国
の
根
曲
竹
細
工
の
技
術
を
習
得
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
２
名
の
採
用
が
決
ま
っ
た
。

今
回
の
取
材
は
、
同
町
へ
の
赴
任
前
と
い
う
こ

と
で
隊
員
に
会
う
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、

隊
員
の
指
導
に
当
た
る
「
雄
国
竹
細
工
保
存

会
」（
以
下
、
保
存
会
）
の
方
々
に
お
話
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
た
。
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

い
ず
れ
も
農
業
の
か
た
わ
ら
竹
細
工
作
り
に
長

年
携
わ
っ
て
き
た
大
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。

保
存
会
の
活
動
の
拠
点
は
、
旧
熊
倉
小
学
校

雄
国
分
校
で
あ
る
「
お
ぐ
に
交
流
の
郷
」。
か

つ
て
教
室
だ
っ
た
作
業
部
屋
で
は
、
定
期
的
に

竹
細
工
の
体
験
教
室
が
開
か
れ
て
お
り
、
誰
で

も
保
存
会
の
手
ほ
ど
き
の
下
に
作
業
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
体
験
教
室
で
は
、
こ
の
お
ぐ

に
交
流
の
郷
が
、
や
は
り
技
術
継
承
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
「
雄
国
そ
ば
」
が
味
わ
え
る
こ
と

も
売
り
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

作
業
部
屋
の
壁
に
は
、
根
曲
竹
細
工
の
作
品

が
ず
ら
り
と
飾
ら
れ
て
い
る
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
隊
員
も
、
週
に
４
日
、
こ
の
部
屋
で
保
存
会
の
会

員
か
ら
竹
細
工
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。

「
昔
は
、
作
れ
ば
売
れ
る
の
で
、
各
家
で
競
争
の
よ

う
に
し
て
作
っ
て
い
ま
し
た
。
忙
し
い
と
き
は
、
11

時
前
に
寝
る
こ
と
な
ん
て
な
か
っ
た
で
す
よ
」

保
存
会
の
三み
つ

星ぼ
し

智ち

善よ
し

さ
ん
は
、
往
時
を
懐
か
し
ん

で
、
そ
ん
な
ふ
う
に
語
る
。
か
つ
て
は
農
家
の
副
業

と
し
て
盛
ん
に
竹
細
工
が
作
ら
れ
、
会
津
若
松
な
ど

か
ら
来
る
仲
買
い
人
に
買
い
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

貴
重
な
現
金
収
入
を
得
て
い
た
。

材
料
と
な
る
根
曲
竹
は
、

秋
、
地
域
の
東
側
に
そ
び

え
る
雄
国
山
に
入
っ
て
採

取
さ
れ
る
。
大
事
な
生
活

の
糧
で
あ
る
た
め
、
か
つ

て
は
採
取
の
期
間
や
手
法

が
厳
密
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、
集
落
全
体
で
固
く
守

ら
れ
た
。
根
曲
竹
の
タ
ケ

ノ
コ
は
食
用
と
な
る
が
、

そ
れ
さ
え
採
っ
て
食
べ
る

こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た

と
い
う
。

雄
国
の
根
曲
竹
は
、
粘

り
が
あ
り
、
専
用
の
ナ
タ

一
丁
を
巧
み
に
使
っ
て
編

ま
れ
た
各
種
の
ざ
る
や
籠

は
、
軽
く
丈
夫
で
、
使
い

込
む
ほ
ど
に
色
や
光
沢
が

増
し
て
美
し
く
な
る
。
近

年
で
は
、
伝
統
的
な
品
々

だ
け
で
な
く
、
ラ
ン
プ
シ

ェ
ー
ド
や
玩
具
な
ど
も
開

発
さ
れ
、
ま
た
竹
を
着
色
す
る
こ
と
で
カ
ラ
フ
ル
な

製
品
も
生
ま
れ
て
い
る
。

「
伝
統
の
技
術
を
生
か
し
て
新
た
な
需
要
を
ど
れ
だ

け
つ
く
っ
て
い
く
か
。
ま
た
、
後
継
者
を
ど
う
育
成

し
て
い
く
か
が
、
今
の
大
き
な
課
題
」
と
三
星
さ
ん
。

切
実
な
思
い
が
あ
る
だ
け
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
に
は
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

「
協
力
隊
の
お
二
人
に
は
、
私
た
ち
に
な
い
発
想
で

新
し
い
工
夫
を
し
て
、
雄
国
の
根
曲
竹
細
工
の
新
た

な
需
要
を
つ
く
り
出
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

●雄国竹細工保存会（武藤様宅）
　☎0241-25-7722
●特定非営利活動法人
　喜多方市グリーン・ツーリズム
　サポートセンター
　（体験教室等の問い合わせ）
　☎0241-24-4488

時
代
に
合
っ
た
新
た
な
創
作
に
期
待

［
雄お

国ぐ
に

根
曲
竹
の
竹
細
工
］ 福
島
県
喜き

多た

方か
た

市し

熊く
ま

倉ぐ
ら

町ち
ょ
う

▲根曲り竹で編んだ伝統的な製品の数々
▼しっかり編み込む大切な最初の作業

▼最後の仕上げ作業
　ナタで竹を整えて飾り風に編み込む

▶集まってくれた保存会の方々
▼根曲竹は食用にせず厳重に管理して
来たと、三星さん
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阿
賀
川
に
只
見
川
が
合
流
す
る
あ
た
り
が
山
都
町
。

一
帯
は
そ
ば
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
、
町
内
に
は
20

軒
ほ
ど
の
そ
ば
店
が
あ
り
味
を
競
い
合
っ
て
い
る
。

こ
の
町
に
も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
が
移
り

住
み
、
現
在
そ
ば
打
ち
修
業
に
励
ん
で
い
る
。

昭
和
50
年
代
に
山
都
町
商
工
会
が
「
む
ら
お
こ
し

事
業
」
に
取
り
組
ん
だ
折
、
町
内
の
宮
古
地
区
に
伝

わ
り
幻
の
そ
ば
と
も
呼
ば
れ
た
「
宮
古
そ
ば
」
に
注

目
。
新
た
に
「
山
都
そ
ば
」
と
し
て
売
り
出
し
た
の

が
山
都
の
そ
ば
の
始
ま
り
だ
。
宮
古
地
区
は
そ
ば
の

生
育
に
適
し
た
標
高
４
０
０
ｍ
前
後
に
あ
り
、
一
日

の
寒
暖
差
が
大
き
い
こ
と
で
、
古
く
か
ら
そ
ば
が
盛

ん
に
栽
培
さ
れ
地
域
の
人
の
常
食
と
な
っ
て
き
た
。

も
と
も
と
自
家
用
に
そ
ば
を
打
っ
て
い
た
農
家
が
多

く
、
古
く
は
行
商
人
を
、
昭
和
30
年
代
ご
ろ
か
ら
は

県
道
工
事
な
ど
の
関
係
者
ら
を
そ
ば
で
も
て
な
し
て

い
た
が
、
む
ら
お
こ
し
事
業
の
こ
ろ
か
ら
営
業
店
の

体
裁
を
と
っ
て
い
っ
た
。

山
都
そ
ば
に
は
、
約
束
事
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
「
製
粉
歩
留
ま
り
が
70
％
以
内
」
で
あ
る
こ
と
。

つ
ま
り
、
製
粉
さ
れ
た
そ
ば
粉
を
玄
そ
ば
の
重
さ
の

70
％
の
範
囲
内
に
留
め
て
い
る
た
め
、
甘
皮
な
ど
が

少
な
く
他
の
地
域
よ
り
白
っ
ぽ
い
色
の
そ
ば
が
出
来

上
が
る
。
さ
ら
に
「
つ
な
ぎ
を
使
わ
な
い
そ
ば
粉

１
０
０
％
の
手
打
ち
そ
ば
で
あ
る
こ
と
」、「
挽
き
た

て
・
打
ち
た
て
・
茹
で
た
て
の
“
三
た
て
”
で
あ
る
」

こ
と
も
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

「
こ
う
し
た
原
則
に
加
え
、
上
質
の
一
番
粉
を
中
心

に
使
う
の
で
、
シ
コ
シ
コ
と
し
た
歯
ご
た
え
と
ほ
ん

の
り
と
し
た
甘
み
も
感
じ
ら
れ
る
上
質
の
そ
ば
が
出

来
上
が
る
ん
で
す
」
と
、
会
津
山
都
そ
ば
協
会
の
会

長
で
あ
り
、
そ
ば
の
栽
培
農
家
を
営
む
鈴
木
勝
さ
ん

は
誇
ら
し
げ
に
語
っ
て
く
れ
た
。

山
都
町
で
は
、
町
内
の
「
そ
ば
資
料
館
」
や
「
そ

ば
伝
承
館
」
な
ど
を
拠
点
に
山
都
そ
ば
の
普
及
・
伝

承
に
努
め
る
ほ
か
、
各
地
の
名
産
品
イ
ベ
ン
ト
に
出

店
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

昨
年
、
そ
ば
の
文
化
や
技
術
の
継
承
を
さ
ら
に
推

進
す
る
た
め
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
。
20

代
か
ら
50
代
ま
で
の
隊
員
3
名
が
採
用
さ
れ
、
山
都

町
で
そ
ば
の
修
業
に
励
む
こ
と
と
な
っ
た
。

隊
員
の
一
人
、
須
賀
川
市
出
身
の
岩
瀬
雄
太
さ
ん

は
、
将
来
自
分
の
店
を
持
つ
の
が
夢
。
千
葉
の
大
学

を
卒
業
後
、
一
度
は
自
動
車
販
売
会
社
に
入
社
し
た

が
、
夢
を
諦
め
き
れ
ず
退
社
。
そ
の
後
、
た
ま
た
ま

山
都
町
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
で
の
活
動
に
つ
な
が
っ
た
。

「
会
津
山
都
そ
ば
協
会
会
員
の
方
の
指
導
を
受
け
て
、

製
粉
技
術
や
打
ち
方
な
ど
の
基
礎
を
学
ん
で
い
ま
す
。

今
は
大
変
で
す
が
、
将
来
に
向
け
て
技
術
を
し
っ
か

り
と
身
に
つ
け
た
い
で
す
ね
」
と
岩
瀬
さ
ん
。

伝
統
の
技
を
習
得
し
味
わ
う
人
を
満
足
さ
せ
る
た

め
に
は
、
３
年
と
い
う
協
力
隊
の
活
動
期
間
だ
け
で

は
十
分
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
期
間
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
岩
瀬
さ
ん
を
は
じ
め
協

力
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
ば
の
技
を
磨
き
そ
の
奥
深

い
味
わ
い
の
世
界
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

去
る
６
月
16
～
19
日
東
京
代
々
木
公
園
で
、
全
国

の
著
名
な
そ
ば
処
15
地
区
が
一
堂
に
会
し
て
「
大
江

戸
そ
ば
博
」
が
開
催
さ
れ
、
山
都
町
も
ベ
テ
ラ
ン
職

人
が
総
勢
で
参
加
、「
つ
な
ぎ
な
し
の
十
割
そ
ば
」
を

提
供
し
た
。
そ
の
場
で
捏
ね
て
手
打
ち
し
て
、
サ
ッ

と
冷
や
し
た
そ
ば
は
大
変
人
気

で
長
蛇
の
列
が
絶
え
な
か
っ
た
。

客
の
ガ
イ
ド
や
整
理
に
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
た
ち

が
当
た
っ
た
。

文
／
加
藤
伸
一

　写
真
／
小
林
恵

●喜多方市ふるさと振興株式会社 山都事業所 ☎0241-38-3000
●会津山都蕎麦「蕎邑（きょうむら）」（取材協力） ☎0241-38-3344

３
名
の
隊
員
が
蕎
麦
打
ち
修
業
中

［
山や

ま

都と

そ
ば
］ 福
島
県
喜き

多た

方か
た

市し

山や
ま

都と

町ま
ち

▲山都そばの振興に努める会津山都そば協会会長の鈴木勝さん
◀東京代々木公園で開催した「大江戸そば博」で働く岩瀬隊員

▲そば粉100％の山都そば

▶標高400mの高原はそば栽培に最適
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多
種
多
様
な
道
具
を
作
れ
る
こ
と

私
は
５
年
ほ
ど
前
に
安
芸
太
田
町
で
二
世
代

続
い
た
野
鍛
冶
の
作
業
場
を
引
き
継
ぎ
、
い
ろ

い
ろ
な
道
具
を
直
し
た
り
作
っ
た
り
し
て
い
る
。

初
代
創
業
者
は
、
同
町
の
鍛
冶
で
修
業
し
て
独

立
、
そ
の
二
人
の
息
子
（
河
野
さ
ん
）
も
鍛
冶

屋
を
引
き
継
い
で
き
た
が
、
高
齢
化
し
、
そ
の

次
の
世
代
は
後
継
し
な
い
た
め
、
廃
業
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
鍛
冶
屋
の
建
物
・
生
産
設
備
は

町
に
寄
贈
さ
れ
て
、
町
で
は
管
理
者
を
募
集
し

た
。
当
時
自
営
で
鉄
を
叩
い
て
生
き
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
た
私
は
、
そ
れ
に
応
募
し
採
用

さ
れ
た
。

大
学
、
大
学
院
と
鉄
を
素
材
に
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
を

作
る
傍
ら
、
日
本
の
鉄
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
鍛
冶

屋
、
特
に
野
鍛
冶
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
つ

い
最
近
ま
で
仕
事
を
し
て
い
た
野
鍛
冶
の
作
業
場
で
、

地
域
の
需
要
に
応
え
て
道
具
作
り
を
身
を
も
っ
て
体

験
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
に
出
会
え
て
、
非
常
に
嬉
し
か

っ
た
。

野
鍛
冶
の
仕
事
は
、
包
丁
専
門
や
ノ
ミ
専
門
の
鍛

冶
屋
と
は
違
っ
て
、
個
々
の
道
具
の
需
要
に
応
え
る

こ
と
に
あ
る
。
取
り
扱
う
道
具
は
、
農
具
を
中
心
に

多
種
多
様
、
常
に
何
か
し
ら
の
仕
事
量
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
農
機
具
の
制
作
や
修
理
な
ど
の
具
体
的

な
手
順
に
つ
い
て
は
、
鍛
冶
屋
を
営
ん
で
40
年
の
キ

ャ
リ
ア
を
持
つ
河
野
さ
ん
に
1
年
間
手
本
を
見
せ
て

も
ら
い
な
が
ら
、
徐
々
に
身
に
付
け
て
行
っ
た
。

大
学
院
生
の
間
ま
で
に
鉄
を
叩
い
た
こ
と
が
あ
り
、

ま
た
道
具
作
り
に
必
要
な
鍛
接
も
不
完
全
な
が
ら
習

得
し
て
い
た
の
で
、
形
を
作
る
こ
と
は
苦
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
鋼
を
用
途
に
応
じ
て
硬
さ
や
靭
性
を

与
え
る
た
め
の
焼
き
入
れ
や
焼
き
戻
し
と
い
っ
た
熱

処
理
は
殆
ど
経
験
が
な
く
、
河
野
忠
行
さ
ん
の
や
り

方
を
真
似
て
、
初
め
て
覚
え
て
い
っ
た
。

今
の
私
の
仕
事
内
容
は
、
多
い
順
か
ら
板
鍬く
わ

、
四

つ
鍬
な
ど
の
各
種
鍬
の
修
理
や
注
文
制
作
、
里
山
や

家
庭
で
使
わ
れ
る
刃
物
類
の
修
理
・
制
作
、
石
工
や

山
師
が
使
う
専
門
道
具
、
地
域
伝
統
芸
能
の
神
楽
で

使
う
小
道
具
や
鉄
の
金
具
や
小
物
な
ど
イ
ン
テ
リ
ア

関
係
の
仕
事
。

守
備
範
囲
は
広
い
と
思
う
が
、ど
れ
も
超
一
級
の

品
質
で
こ
な
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
鍬
類
は
や
や
得

意
だ
が
、
鉈
は
数
を
こ
な
し
て
い
な
い
た
め
時
間
が

か
か
る
。
お
客
さ
ん
に
詳
し
い
使
い
方
や
要
望
を
聞

い
て
形
に
し
、
新
た
に
商
品
が
出
来
上
が
る
と
い
う

ケ
ー
ス
を
繰
り
返
し
て
き
た
と
も
い
え
る
。

各
種
の
仕
事
を
受
け
る

上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
お
客
さ
ん
個

人
が
そ
の
注
文
の
道
具
の

ど
の
よ
う
な
価
値
と
性
能

を
求
め
て
い
る
か
し
っ
か

り
聞
く
こ
と
だ
。
安
さ
だ

け
を
求
め
て
い
た
り
他
で

探
し
た
方
が
い
い
場
合
は

断
る
こ
と
が
あ
る
。
私
の

工
房
の
鍛
造
仕
事
は
、
個

大
学
時
代
か
ら
鉄
製
品
に
魅
せ
ら
れ
て
き
た
秋
田
和
良

さ
ん
は
、
移
住
し
て
廃
業
し
た
鍛
冶
屋
を
受
け
継
ぎ
、

地
域
の
人
か
ら
依
頼
を
受
け
た
農
林
用
の
道
具
の
直
し

等
の
野
鍛
冶
を
手
が
け
て
き
た
。
し
か
し
刃
物
を
作
る

焼
き
入
れ
等
の
過
程
で
納
得
い
か
な
い
部
分
が
生
じ
、

現
在
は
特
殊
道
具
の
注
文
を
控
え
て
い
る
。
鋼
の
廃
棄

が
増
え
、
受
注
す
る
鍛
冶
用
具
が
減
少
し
て
は
鍛
冶
職

人
と
し
て
食
べ
て
い
け
な
い
。
腕
を
上
げ
て
使
い
勝
手

の
よ
い
道
具
を
提
供
す
る
と
共
に
、
自
分
が
め
ざ
し
て

き
た
鉄
製
品
も
制
作
し
た
い
と
秋
田
さ
ん
の
試
行
錯
誤

が
続
く
。
今
回
は
秋
田
さ
ん
ご
自
身
に
執
筆
し
て
い
た

だ
い
た
。

▲鍛冶屋の建物と設備を受け継ぎ、野鍛冶に精を出す秋田さん
　（写真/Jun Ishikura)

◀秋田和良さん。広島県生まれ。2010年富山大学芸
術文化学部卒業、2012年広島市立大学大学院博
士前期課程（修士過程）を修了。安芸太田町へ移住

　（写真/Jun Ishikura)

■
移
住
し
て
伝
統
工
芸
職
人
に

｜

鉄
に
魅
せ
ら
れ
て
鍛
冶
職
人
に

鍛
冶
工
房[
金か

な

床と

こ]  

秋
田
和
良

●
広
島
県
安あ

芸き

太お
お

田た

町ち
ょ
う

寄
稿
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別
の
注
文
に
応
じ
て
一
つ
一
つ
材
料
を
松
の
炭
で
加

熱
し
て
は
叩
い
て
形
成
し
て
い
く
の
で
、
時
間
が
か

か
り
、
量
産
さ
れ
た
市
販
品
に
比
べ
る
と
や
や
高
い

価
格
に
な
る
。
そ
れ
を
承
知
し
て
も
ら
い
、
使
い
手

が
満
足
し
長
く
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
鍛
冶
屋
の
使

命
だ
と
思
っ
て
い
る
。

安
定
し
て
仕
事
や
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

し
か
し
、
野
鍛
冶
の
特
徴
で
あ
る
、
お
客
さ
ん
の

個
別
の
要
望
に
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
構
難

し
い
こ
と
で
も
あ
る
。
納
品
の
際
に
修
正
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
、
道
具
の
種
類
や
形
に
応
じ
て
熱
処
理

を
す
る
た
め
、
一
か
ら
や
り
直
し
に
な
る
。
完
成
間

際
に
欠
陥
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に

は
、
作
っ
て
い
た
時
間
は
た
だ
燃

料
の
松
炭
を
無
駄
に
燃
や
し
、
疲

れ
を
溜
め
た
だ
け
と
い
う
気
持
ち

に
心
が
委
縮
し
て
い
く
。
一
か
ら

の
作
り
直
し
で
は
収
入
に
な
ら
な

い
た
め
、
生
活
の
不
安
か
ら
心
身

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
き
も
あ

っ
た
。

鍛
冶
仕
事
で
暮
ら
し
始
め
て
５

年
経
っ
て
思
う
の
は
、
自
ら
身
に

付
け
た
技
術
と
ア
イ
デ
ア
を
駆
使

し
て
、
買
わ
れ
使
わ
れ
る
商
品
を

作
れ
る
技
術
者
は
凄
い
な
と
い
う

こ
と
。
美
術
品
で
も
工
芸
品
で
も

同
様
だ
が
、
仕
事
を
す
れ
ば
技
術

力
が
上
が
り
収
入
も
増
え
な
い
と

い
け
な
い
。
鉄
が
好
き
で
、
そ
れ

を
叩
く
仕
事
を
し
た
か
っ
た
私
だ

が
、
野
鍛
冶
の
仕
事
は
ま
だ
未
熟

で
、
遅
く
て
失
敗
も
あ
り
、
技
術
料
を
安
く
見
積
も

る
悪
い
癖
も
あ
る
。
こ
の
調

子
で
は
未
来
は
明
る
い
と
は

言
え
な
い
。

さ
ら
に
、
今
農
機
具
の
修

理
を
依
頼
し
て
く
る
多
く
の

お
客
さ
ん
は
高
齢
で
あ
る
。

農
作
業
の
機
械
化
も
著
し
い

中
、
鍛
冶
屋
で
道
具
を
誂
え

る
人
は
今
後
さ
ら
に
減
少
し

て
い
く
だ
ろ
う
。
せ
っ
か
く

技
術
を
身
に
付
け
て
後
継
し

て
も
、
活
用
さ
れ
ず
生
活
し

て
い
け
な
け
れ
ば
途
切
れ
て
い
く
。
事
実
私
の
い
る

加
計
地
区
で
も
５
軒
あ
っ
た
鍛
冶
屋
の
す
べ
て
が
後

継
者
が
お
ら
ず
、
1
軒
だ
け
物
好
き
な
私
が
来
た
た

め
存
続
し
て
い
る
。
し
か
し
今
ま
で
の
や
り
方
で
は

存
続
し
て
い
く
に
は
不
十
分
だ
。

今
の
私
は
、
ふ
ん
ば
っ
て
野
鍛
冶
の
技
術
を
高
め

て
い
く
一
方
で
、
現
代
社
会
に
提
案
可
能
な
鉄
商
品

作
り
に
柔
軟
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
た
い
思
っ
て
い
る
。

自
分
の
目
を
通
し
て
見
つ
け
た
興
味
あ
る
物
事
を
鉄

で
ど
う
表
現
し
て
い
け
る
か
。
そ
れ
は
従
来
の
野
鍛

冶
が
作
っ
て
き
た
物
に
縛
ら
れ
過
ぎ
ず
、
あ
く
ま
で

自
分
な
り
の
野
鍛
冶
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
に
も
な

る
。
自
由
に
楽
し
く
鉄
を
叩
き
続
け
て
い
き
た
い
と

開
き
直
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

［
編
集
部
か
ら
］
後
継
者
不
足
は
各
地
の
鍛
冶
屋
も

似
た
状
況
に
あ
り
、
そ
の
た
め
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
と
し
て
採
用
し
て
鍛
冶
職
人
を
養
成
す
る
市
町
も

い
く
つ
か
出
て
き
た
。
高
知
県
四
万
十
市
が
２
名
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
採
用
、
新
潟
県
長
岡
市
で

も
今
年
４
月
に
鍛
冶
研
修
生
を
募
集
し
て
い
る
。

▲修理に持ち込まれた鍬
▶先端に新たに鋼を加えて作り直し
た鍬

▲農耕用に使う鍬、修理前
▶使い手の要望に合わせて作り直し
た鍬

●鍛冶工房「金床」☎0826-22-2123

▼上/鉄製の皿やインテリア等、秋田さんのオリジナ
ル製品　下/注文で制作した唐鍬
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合
掌
造
り
民
家
の
集
落
で
名
高
い
五
箇
山
。
こ
の
地
の

伝
統
産
業
“
五
箇
山
和
紙
”
が
今
、
国
内
外
か
ら
熱
い

視
線
を
浴
び
て
い
る
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
手
漉
き
和
紙

の
よ
さ
を
生
か
し
な
が
ら
、
若
い
世
代
の
人
た
ち
が
魅

力
を
感
じ
る
よ
う
な
、
新
し
い
感
覚
の
商
品
を
次
々
と

企
画
・
開
発
し
て
い
る
の
だ
。
低
迷
す
る
日
本
の
和
紙

産
業
を
元
気
に
す
る
ヒ
ン
ト
は
あ
る
の
か
。深
緑
の
山
々

に
抱
か
れ
た
「
五
箇
山
和
紙
の
里
」
を
訪
ね
た
。

五
箇
山
の「
五
」と 

職
人
の
手
の「
五
」本
指

前
日
の
雨
を
う
け
て
、
木
々
の
緑
が
生
き
返
っ
た

よ
う
に
元
気
だ
。
和
紙
の
原
料
と
な
る
楮こ
う
ぞ

の
畑
で
、

腰
の
高
さ
ま
で
伸
び
た
幹
を
点
検
す
る
の
は
、
五
箇

山
和
紙
の
里
の
職
員
、
石
本
泉せ
ん

さ
ん（
33
歳
）。
手て

漉す

き
和
紙
を
使
っ
た
新
感
覚
の
商
品
「
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
の

生
み
の
親
と
も
い
え
る
若
者
だ
。

石
本
さ
ん
が
、
東
京
か
ら
こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ

の
は
８
年
前
。
武
蔵
野
美
術
大
学
で
木
工
を
学
ん
で

い
た
頃
、
五
箇
山
和
紙
と
出
合
い
、
自
然
豊
か
な
五

箇
山
の
土
地
柄
と
手
漉
き
和
紙
に
魅
せ
ら
れ
て
Ｉ
タ

ー
ン
移
住
を
決
意
し
た
。

「
最
初
の
３
年
間
は
仕
事
を
覚
え
る
だ
け
で
精
一
杯

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
１
１
年
に
東
日
本
大
震

災
が
起
き
、観
光
客
が
パ
ッ
タ
リ
途
絶
え
た
ん
で
す
」

紙
漉
き
体
験
の
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
も
相
次
ぎ
、
職

員
た
ち
は
暇
で
、
す
る
こ
と
が
な
い
状
態
だ
っ
た
。

な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
石
本
さ
ん
は
、
同

僚
に
声
を
か
け
、
大
学
時
代
の
同
級
生
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
（
東
京
）
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
手
漉
き
和
紙
を

使
っ
た
商
品
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。

「
こ
れ
ま
で
和
紙
に
関
心
の
な
か
っ
た
若
い
世
代
の

人
た
ち
に
そ
の
魅
力
を
伝
え
た
い
―
―
。
そ
ん
な
思

い
を
込
め
て
生
み
出
し
た
の
が
和
紙
ブ
ラ
ン
ド
“
Ｆ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
”
で
す
」

五
箇
山
の
「
五
」
と
「
山
々
」、「
職
人
の
手
の
五

本
指
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
い
う
ロ
ゴ
マ
ー
ク
。
そ

こ
に
は
、
五
箇
山
を
愛
し
、
職
人
の
手
仕
事
に
敬
意

を
表
す
る
思
い
が
う
か
が
え
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
は
、
既
存
の
和
紙
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
と
ビ
ビ
ッ
ト
な

▶和紙ブランド「FIVE」を立ち上げた石本泉さん

▲世界遺産に登録されている「相倉合掌造り集落」

▲明治期の紙漉き道具も残る

▲五箇山和紙は楮
こうぞ

の栽培から紙漉きまで一貫して作られている

■
移
住
し
て
伝
統
工
芸
職
人
に

｜

新
感
覚
の
五ご

箇か

山や

ま

和
紙
を
世
界
に
発
信

[
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ]

＆
伝
統
の
復
元

富
山
県

南な
ん

砺と

市し

五ご

箇か

山や
ま
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色
彩
が
特
徴
だ
が
、
五
箇
山
和
紙
の
伝
統
も
生
か
さ

れ
て
い
る
。
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
や
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
に
使

用
し
た
和
紙
は
、
楮
の
栽
培
か
ら
手
漉
き
ま
で
一
貫

し
て
手
掛
け
た
も
の
。
コ
ン
ニ
ャ
ク
糊の
り

を
和
紙
に
塗

り
込
む
こ
と
で
、
柔
ら
か
な
風
合
い
を
保
ち
な
が
ら

強
靭
さ
を
兼
ね
備
え
る
も
の
に
な
っ
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
は
フ
ラ
ン
ス
の
メ
ゾ
ン
・
エ
・
オ
ブ
ジ

ェ
な
ど
海
外
の
見
本
市
に
出
展
し
、
高
い
評
価
を
得

た
。
ま
た
、
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
の
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
は
、
平
成

27
年
に
経
済
産
業
省
の
「
ふ
る
さ
と
名
物
発
掘
連
携

促
進
事
業
」
に
認
定
、
カ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
と
ブ
ッ
ク

カ
バ
ー
は
、「
富
山
プ
ロ
ダ
ク
ツ
」
に
選
定
さ
れ
た
。

全
国
の
東
急
ハ
ン
ズ
で
若
者
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
い
た
り
、
展
示
会
に
積
極
的
に
出
品
す
る
な

ど
販
路
開
拓
も
精
力
的
だ
。

石
本
さ
ん
た
ち
は
ま
た
、
埋
も
れ
て
い
た
昔
の
商

品
を
リ
プ
ロ
ダ
ク
ト
し
て
、「
雪せ
っ

花か

」「
ち
ん
ち
ろ
」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
シ
リ
ー
ズ
化
。
さ
ら

に
、
和
紙
と
他
の
素
材
と
を
組
み
合
わ
せ
て
商
品
を

作
る
こ
と
や
、
海
外
展
開
も
考
え
て
い
る
と
い
う
。

素
材
づ
く
り
か
ら
、 

素
材
を
生
か
し
た
商
品
づ
く
り
へ

五
箇
山
で
い
つ
ご
ろ
か
ら
紙
漉
き
が
行
わ
れ
て
い

た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
平
安
時
代
の
延え
ん

喜ぎ

式し
き

に
、

越え
っ
ち
ゅ
う
の
く
に

中
国（
現
在
の
富
山
県
）が
朝
廷
に
和
紙
を
納
め
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
初
期
の

文
献
に
は
、
加
賀
藩
二
代
藩
主
・
前
田
利
長
に
「
中な
か

折お
り

紙か
み

」
が
献
上
さ

れ
た
と
い
う
記
述

が
残
っ
て
い
る
。

五
箇
山
和
紙
は
、

繊
維
の
長
い
楮
を

原
料
と
し
て
い
る

た
め
、「
洗
濯
が
き

く
」
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
丈
夫
だ
。
そ

の
た
め
、
障
子
紙
、

傘
紙
、
提
灯
紙
な

ど
、
昔
の
暮
ら
し

に
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
洋
紙
の
普
及
と
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
和

紙
の
需
要
は
減
っ
て
い
き
、
昭
和
30

年
頃
ま
で
五
箇
山
に
１
０
０
０
軒
あ

っ
た
と
わ
れ
る
和
紙
農
家
も
、
今
で

は
３
事
業
所
の
み
と
な
っ
た
。
そ
ん

な
五
箇
山
和
紙
の
変
遷
を
つ
ぶ
さ
に

目
に
し
て
き
た
の
が
和
紙
の
里
の
館

長
で
、
伝
統
工
芸
士
の
東ひ
が
し

秀
幸
さ
ん

（
59
）だ
。

「
小
学
校
に
上
が
る
頃
ま
で
、
合
掌

造
り
の
家
で
祖
父
が
紙
漉
き
と
養
蚕

を
す
る
姿
を
見
て
い
ま
し
た
が
、
家

屋
の
建
て
替
え
を
機
に
紙
漉
き
を
や

め
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
30
年
～
40
年
代
の
高
度
経
済

成
長
期
に
は
そ
う
い
う
農
家
が
多
か
っ
た
で
す
ね
」

東
さ
ん
は
昭
和
58
年
、
五
箇
山
和
紙
の
里
の
オ
ー

プ
ン
と
同
時
に
紙
漉
き
の
仕
事
に
就
い
た
。
そ
の
こ

ろ
す
で
に
、
伝
統
工
芸
で
あ
る
和
紙
産
業
の
衰
退
に

危
機
感
を
覚
え
て
い
た
と
い
う
。

「
と
こ
ろ
が
、
昭
和
56
年
に
国
道
１
５
６
号
線
が
、

昭
和
59
年
に
３
０
４
号
線
の
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
“
陸
の
孤
島
”
と
い
わ
れ

た
五
箇
山
に
ど
ん
ど
ん
観
光
客
が
入
っ
て
来
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す
」

▲左/昔ながらの技法で染色した「雪
せっ

花
か

」
　中/モダンな市松模様の「ちんちろ」は若い人に人気
　右/国内外の展示会で高い評価を得た「FIVE」
◀左/柔らかな光が魅力的な和紙の灯り
　右/花を生けても素敵な和紙のバッグ

▲前田利長に中折紙20束を贈っ
たことが記された「瑞願寺文書」

▲明治期の紙漉き道具も残る

▼手漉き作業をする東秀幸さん
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平
成
７
年
に
、
相あ

い
の
く
ら倉
合
掌
造
り
集
落
と
菅す

が

沼ぬ
ま

合
掌

造
り
集
落
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
も
プ
ラ
ス
要
因
と
な
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
業
績
が
落
ち
込
ん
だ
時

期
も
あ
っ
た
が
、
和
紙
の
里
は
、
順
調
に
売
り
上
げ

を
伸
ば
し
て
い
る
。
商
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
充
実

し
、
観
光
客
も
増
加
。
昨
年
１
年
間
に
紙
漉
き
体
験

を
し
た
人
は
１
万
人
に
も
の
ぼ
る
と
い
う
。
全
国
の

和
紙
産
業
が
低
迷
す
る
中
で
、
こ
こ
和
紙
の
里
が
元

気
な
要
因
は
？
と
尋
ね
た
ら
、

「
上
質
の
素
材
が
あ
っ
て
も
、
素
材
の
ま
ま
で
は
食

べ
に
く
い
。
そ
れ
を“
料
理
”し
て
、“
食
せ
る
も
の
”

に
し
て
く
れ
る
人
が
来
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

石
本
く
ん
ら
、
美
術
系
の
人
の
力
は
大
き
い
で
す
」

と
東
さ
ん
。
で
は
、
伝
統
産
業
を
継
承
す
る
た
め
に

こ
れ
か
ら
す
べ
き
こ
と
は
？
の
質
問
に
は
、

「
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
、
基
本
を
伝
え
る
こ
と
。

楮
を
育
て
、
加
工
し
て
、
作
る
こ
と
を
若
い
人
に
教

え
て
い
き
た
い
。
た
だ
、
地
元
で
和
紙
作
り
に
か
か

わ
る
人
が
少
な
い
の
が
課
題
で
す
。
和
紙
ま
つ
り
や

小
学
生
を
対
象
と
し
た
紙
漉
き
体
験
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
土
地
の
人
が
和
紙
に
触

れ
る
機
会
を
積
極
的
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

紙
漉
き
体
験
の
45
％
が
外
国
人

和
紙
の
里
の
敷
地
の
奥
に
、
茅
葺
の
大
屋
根
が
印

象
的
な
合
掌
造
り
民
家
が
建
っ
て
い
る
。
観
光
客
が

気
軽
に
紙
漉
き
で
き
る
「
和
紙
体
験
館
」
だ
。

取
材
に
訪
れ
た
日
、
ち
ょ
う
ど
ア
メ
リ
カ
か
ら
や

っ
て
き
た
観
光
客
の
一
団
が
手
漉
き
体
験
を
し
て
い

た
。
職
員
の
生
田
育
子
さ
ん（
46
）に
よ
る
と
、

「
こ
こ
に
勤
め
て
20
年
に
な
り
ま
す
が
、
一
番
大
き

な
変
化
は
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
が
増
え
た
こ
と
で

す
。
手
漉
き
体
験
者
の
45
％
が
外
国
人
観
光
客
な
ん

で
す
よ
。
和
紙
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
日
本
人
よ
り
も

む
し
ろ
、
外
国
人
の
ほ
う
が
理
解
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
」

お
客
に
紙
漉
き
の
手
順
を
英
語
で
説
明
し
て
い
る

の
は
、
こ
の
冬
か
ら
職
員
に
な
っ
た
ブ
ル
ー
ス
タ
ー

ル
・
コ
ー
デ
ィ
リ
ア
さ
ん（
24
）。
ア
メ
リ
カ
出
身
の

彼
女
は
、
東
京
の
多
摩
美
術
大
学
で
日
本
画
を
専
攻

し
て
い
た
頃
、
和
紙
作
り
に
関
心
を
持
っ
た
。

「
お
と
と
し
の
12
月
に
紙
漉
き
体
験
を
す
る
た
め
、

初
め
て
五
箇
山
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
自
然
が
き

れ
い
で
、
季
節
を
感
じ
や
す
く
、
生
活
も
し
や
す
い
。

今
は
型
の
デ
ザ
イ
ン
や
通
訳
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

仕
事
は
と
て
も
面
白
い
で
す
」

こ
の
工
房
で
は
、
生
田
さ
ん
と
コ
ー
デ
ィ
リ
ア
さ

ん
、
そ
し
て
、
８
年
前
に
夫
の
転
職
に
伴
っ
て
東
京

か
ら
五
箇
山
に
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
し
た
土
屋
宣
子
さ
ん

（
54
）の
３
人
が
、
商
品
の
制
作
に
あ
た
っ
て
い
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
の
企
画
・
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ

た
感
想
を
尋
ね
た
ら
、

「
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
新
し
い
商
品
を
作
り
た
い
と

い
う
思
い
は
、
以
前
か
ら

持
っ
て
い
た
の
で
や
り
が

い
を
感
じ
ま
し
た
。
若
い

人
に
和
紙
を
使
っ
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
若
い
人
が

使
い
た
く
な
る
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
の
商
品
を
作
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
商
品
開
発
や
売
り
出
し
方
法

が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
石
本
さ
ん
た
ち
若
い
人

の
ア
イ
デ
ア
は
新
鮮
で
す
」
と
生
田
さ
ん
と
土
屋
さ

ん
は
話
す
。

独
自
の
感
性
と
技
術
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

武
器
に
、
和
紙
の
新
た
な
可
能
性
を
広
げ
て
い
る
石

本
さ
ん
だ
が
、
何
よ
り
も
、
手
漉
き
和
紙
の
伝
統
を

大
切
に
し
、
五
箇
山
と
い
う
地
域
を
愛
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
職
場
の
仲
間
た
ち
に
支
持
さ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

「
五
箇
山
和
紙
の
魅
力
を
世
界
へ
発
信
し
て
い
き

た
い
」
と
い
う
彼
ら
の
情
熱
と
行
動
力
は
、
日
本
の

和
紙
業
界
を
大
き
く
変
え
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

文
・
写
真
／
小
田
礼
子

●五箇山和紙の里 ☎0763-66-2223

▶石本さんとともに新ブランドを
立ち上げた企画デザインのスタッフ

▶右上/山々に抱かれて建つ「五箇山和紙の里」
　右下/合掌造り民家を活用した和紙体験館
　左/和紙体験でハガキを制作するアメリカ人観光客
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平成27年度過疎地域自立活性化優良事例

地
域
振
興
計
画
の
策
定
を
目
指
し
た
。

　
大
野
地
区
は
旧
来
か
ら
住
民
活
動
が
活
発
だ
っ
た

こ
と
か
ら
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
計
画
の
策
定
を
打
診

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、「
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
区
を

ど
う
し
た
い
か
」
に
つ
い
て
住
民
が
話
し
合
い
を
重

ね
、
２
年
７
ヵ
月
か
け
て
地
区
住
民
の
想
い
を
込
め

た｢

大
野
づ
く
り
計
画｣

が
策
定
さ
れ
た
。

　
計
画
の
目
標
期
間
は
10
年
間
。「
私
た
ち
は
大
野

の
人
を
増
や
し
た
い
」
と
い
う
地
区
住
民
の
一
番
の

願
い
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
平
成
22
年
か
ら
開
始
し
た
の
が｢

大
野
原
い
き
い

き
祭
り｣

。特
産
品
の
つ
ら
さ
げ
芋
や
地
域
の
農
産
物
、

加
工
品
を
販
売
す
る
年
一
度
の
物
産
市
で
、
以
降
毎

年
１
５
０
０
人
以
上
が
訪
れ
る
。

　
来
場
者
に
は
豚
汁
を
サ
ー
ビ
ス
、
昨
年
か
ら
プ
ー

ル
利
活
用
し
た
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
会
も
開
催
。
魚
介
類

も
サ
ー
ビ
ス
販
売
さ
れ
、
会
場
と
な
る
元
小
中
学
校

は
大
賑
わ
い
す
る
。

　「
つ
ら
さ
げ
芋
」
と
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
一
ヵ
月

以
上
寒
風
に
さ
ら
し
て
甘
く
し
た
大
野
地
区
伝
統
の

保
存
食
で
、
地
区
で
は
「
か
ら
い
も
生
産
組
合
」
を

立
ち
上
げ
て
共
同
管
理
す
る
と
共
に
、
生
産
体
制
の

　
垂
水
市
の
中
山
間
地
に
位
置
す
る
大
野
地
区
は
、

市
内
９
地
区
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
住
民
が
検
討

を
重
ね
て
、
平
成
22
年
に
地
域
振
興
計
画｢

大
野
づ

く
り
計
画｣

を
作
成
し
た
。

　
こ
の
計
画
の
中
で
、
住
民
の
一
番
の
願
い
は
「
私

た
ち
は
大
野
の
人
を
増
や
し
た
い
（
住
む
人
・
来
る

人
）」
だ
っ
た
。
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
住
民
自
ら

が
行
動
し
、
地
区
が
抱
え
る
人
口
減
少
の
課
題
に
立

ち
向
か
っ
て
い
る
。

　
大
野
地
区
は
、
大
正
３
年
に
発
生
し
た
桜
島
噴
火

の
被
害
者
が
入
植
し
た
開
拓
地
で
、
現
在
約
80
世
帯

が
暮
ら
し
て
い
る
。
平
成
に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
少
子

高
齢
化
が
徐
々
に
顕
著
に
な
り
、
平
成
18
年
に
は
大

野
小
・
中
学
校
が
閉
校
に
な
る
な
ど
、
人
口
減
少
の

影
響
は
現
実
と
な
っ
た
。

　
垂
水
市
で
は
第
４
次
総
合
計
画
に｢

市
民
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り｣

を
掲
げ
、
地
区
公
民
館
単
位
で
の

拡
大
、
貯
蔵
施
設
の
整
備
を
行
い
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

め
ざ
し
て
い
る
。
お
母
さ
ん
た
ち
の
加
工
グ
ル
ー
プ

「
高
峠
わ
か
ば
」
で
は
つ
ら
さ
げ
芋
を
使
っ
た
チ
ッ

プ
ス
、
菓
子
、
芋
プ
リ
ン
等
を
製
造
し
て
、
道
の
駅

た
る
み
ず
等
で
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
て
、

空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
大
野
地
区
へ
の
定
住
を

促
進
す
る
活
動
で
は
、
３
軒
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
。

空
き
家
へ
の
入
居
を
含
め
て
平
成
24
～
27
年
度
ま
で

に
大
野
へ
移
住
し
て
き
た
若
者
は
５
名
に
な
っ
た
。

　
閉
校
と
な
っ
た
小
中
学
校
は
、
垂
水
市
と
鹿
児
島

大
学
が
連
携
す
る｢

自
然
学
校｣

の
施
設
に
運
用
さ

れ
、
児
童
生
徒
・
大
学
生
、
市
民
の
環
境
教
育
、
体

験
学
習
の
場
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
大
野
原
棒
踊
り
保
存
会
の
主
催
で
、
毎
年
秋
に
大

羽
重
神
社
で
行
わ
れ
る
豊
年
祭
に
は
、
鹿
児
島
大
学

の
学
生
も
参
加
し
て
伝
統
芸
能
棒
踊
り
を
披
露
す
る

な
ど
、
多
く
の
来
訪
者
で
賑
わ
う
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

◦
大
野
地
区
公
民
館�

☎0
9
9
4
-3
2
-4
7
9
2

◦
大
野
地
区
公
民
館
別
館��

☎0
9
9
4
-3
2
-0
1
5
6

　�http://w
w
w
.unobai.com

「人を増やしたい」思いを行動とかたちに
［大野地区公民館］� 鹿児島県垂

たる

水
みず

市
し

「大野原いきいき祭り」会場風景。つらさげ芋を中心に大野地区の特産品が販売され大賑わい

▲寒風にさらした甘くて美味しいつらさげ芋

▲住民たちの手で空き家を改修、リフォーム

▲大羽重神社に奉納される棒踊り。若者の闊達な舞いが特色
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機
感
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
連
合
自
治
会
、
ふ
る

さ
と
の
家
、
老
人
会
、
山
村
ク
ラ
ブ
、
女
性
部
が
一

堂
に
会
し
て
五
名
活
性
化
協
議
会
を
設
立
、
住
民
一

体
に
な
っ
て
、
数
々
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　
中
で
も
五
名
三
大
祭
り
と
呼
ば
れ
る
の
が
、
旧
盆

に
里
帰
り
し
た
人
も
参
加
交
流
す
る
盛
大
な
夏
祭
り

「
五
名
ふ
る
さ
と
祭
り
」、
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
の

文
化
祭
を
引
き
継
ぎ
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
開
催

す
る
「
や
ま
び
こ
コ
ン
サ
ー
ト
」、
ふ
る
さ
と
の
家

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
イ
ノ
シ
シ
の
丸
焼
き
等
が
ふ
る

ま
わ
れ
る
「
い
の
し
し
祭
り
」。

　
五
名
の
里
山
は
移
住
し
て
陶
芸
や
木
工
を
す
る
人

た
ち
に
も
好
評
で
、
こ
れ
ら
の
作
家
た
ち
が
制
作
し

た
五
名
地
区
観
光
マ
ッ
プ
が
人
気
で
、
訪
れ
る
人
が

増
え
て
い
る
。「
五
名
に
行
こ
う
」「
五
名
で
遊
ぼ
う
」

「
お
い
し
い
五
名
」
と
書
か
れ
た
お
洒
落
な
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
、
五
名
の
豊
か
な
食
材
や
伝
統
的
な
加

工
品
、
イ
ベ
ン
ト
等
が
満
載
だ
。
商
品
の
一
部
は
通

販
で
も
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
山
村
里
ク
ラ
ブ
有
志
に
よ
る
「
山
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
雑
木
林
の
整
備
と
獣

害
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

と
食
用
へ
の
活
用
。
狩
猟
免
許
を
持
っ
た
人
が
12
月

　
五ご

名み
ょ
う

地
区
は
、
東
か
が
わ
市
の
東
部
、
徳
山
県
堺

に
位
置
す
る
中
山
間
地
で
、
昭
和
の
合
併
以
前
か
ら

お
隣
近
所
で
助
け
合
う
互
助
風
土
が
残
っ
て
い
る
地

区
。
現
在
１
４
６
世
帯
３
１
２
人
が
暮
ら
し
て
い
る

（
平
成
26
年
度
）
が
、
平
成
17
年
に
五
名
小
学
校
が

廃
校
し
た
こ
と
か
ら
、
住
民
の
地
区
存
続
に
関
す
る

危
機
意
識
が
高
ま
り
、
地
区
を
活
性
化
す
る
た
め
の

活
動
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
そ
の
活
動
を
担
っ
て
い
る
の
が
女
性
た
ち
。
平
成

13
年
に
高
松
市
の
商
店
街
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会
で
、

五
名
地
区
の
特
産
品
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
女
性
た
ち
が
旧
郵
便
局
舎
を
利
用
し
て

「
ふ
る
さ
と
の
家
」
を
開
設
、
毎
週
土
曜
日
に
は
地

元
産
の
食
材
で
作
っ
た
惣
菜
や
弁
当
等
を
販
売
、
住

民
の
交
流
の
場
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。
最
近
は
猪

肉
の
カ
レ
ー
う
ど
ん
と
ギ
ョ
ー
ザ
が
人
気
だ
と
か
。

　
一
方
、
五
名
小
学
校
の
廃
校
に
よ
っ
て
住
民
の
危

～
3
月
ま
で
イ
ノ
シ
シ
を
適
正
捕
獲
し
、
保
健
所
認

定
の
調
理
施
設
で
加
工
。保
存
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　
深
い
森
の
集
落
「
五
色
の
里
」
に
木
村
薫
・
京
子

さ
ん
を
訪
ね
た
。
山
の
天
辺
の
古
い
歴
史
を
持
つ
家

で
、
2
匹
の
猟
犬
が
迎
え
て
く
れ
た
。
イ
ノ
シ
シ
肉

の
販
売
と
料
理
が
得
意
で
、
ご
夫
婦
で
狩
猟
免
許
を

持
ち
、
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
は
近
代
的
な
加
工
施
設

で
処
理
す
る
。「
野
生
の
イ
ノ
シ
シ
肉
は
Ｄ
Ｈ
Ａ
や

Ｅ
Ｐ
Ａ
と
い
う
高
度
な
不
飽
和
脂
肪
酸
を
多
く
含
ん

で
お
り
、
動
脈
硬
化
や
痴
呆
予
防
に
も
い
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
」
と
京
子
さ
ん
。
最
近
は
里
山
に
多
く

出
て
く
る
イ
ノ
シ
シ
を
適
正
駆
除
す
る
た
め
、
家
の

周
辺
を
駆
け
回
る
イ
ノ
シ
シ
の
姿
は
大
幅
に
減
っ
た

と
言
う
。
冷
凍
保
存
し
た
肉
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
ボ
タ
ン
肉
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
何
と
も
美
し
く
、

味
も
大
変
美
味
で
あ
る
。
山
間
部
を
生
か
し
て
自
然

薯
や
栗
栽
培
も
盛
ん
だ
そ
う
で
、
か
つ
て
日
本
人
が

森
で
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
た
時
代
を
彷
彿
す
る
ひ
と

時
で
あ
っ
た
。

◦
五
名
活
性
化
協
議
会
　

　
☎0

8
7
9
-2
9
-2
8
3
2

（
ふ
る
さ
と
の
家
）

里山の恵みを五名愛と地区活性化に
［五名活性化協議会］� 香川県東

ひがし

かがわ市
し

▲地区の合唱団とプロの演奏会のコラボ、[やまびこコンサート]

▲毎週土曜日に開店する「ふるさとの家」
▼「五色の里」、木村京子さんと愛犬
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中
山
間
地
で
、
四
季
折
々
の
野
菜
の
宝
庫
。
農
業
に

熱
心
に
取
り
組
む
農
家
が
多
い
。
し
か
し
「
ふ
る
さ

と
ラ
ン
チ
」
を
行
う
た
め
に
は
、
学
校
給
食
に
使
用

す
る
安
全
で
新
鮮
な
野
菜
を
安
定
的
に
栽
培
・
供
給

す
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
生
産
者
同

士
で
野
菜
の
栽
培
法
を
教
え
あ
っ
た
り
、
講
師
を
招

い
て
研
修
を
行
う
等
し
て
、
生
産
体
制
の
整
備
と
強

化
に
取
り
組
ん
だ
。

　
食
材
を
届
け
る
先
は
、
4
地
区
の
小
学
校
の
給
食

を
手
掛
け
る
田
幸
共
同
調
理
場
で
、
毎
日
３
３
０

食
分
を
調
理
し
て
い
る
。
田
幸
小
学
校(

児
童
数
約

１
０
０
名)

に
隣
接
し
た
場
所
に
あ
る
。

　「
田
幸
ふ
る
さ
と
ラ
ン
チ
グ
ル
ー
プ
」
で
は
、
学

校
給
食
に
必
要
な
食
材
を
年
間
通
し
て
届
け
る
た
め

の
生
産
体
制
の
整
備
と
強
化
に
取
り
組
み
、
毎
朝
新

鮮
な
野
菜
を
調
理
室
に
直
接
届
け
る
運
営
を
10
年
に

わ
た
っ
て
実
施
し
て
き
た
。

　
地
域
食
材
の
使
用
比
率
は
約
57
％
と
い
う
驚
異
的

な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
地
元
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
給
食
は
愛
情
満
点
、
栄
養
満
点
で
、
子
供

た
ち
に
も
好
評
だ
。

　
三
次
市
で
は
平
成
15
年
か
ら
学
校
給
食
に
地
元
の

農
産
物
を
取
り
入
れ
た
「
ふ
る
さ
と
ラ
ン
チ
」
事
業

等
の
食
育
推
進
計
画
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
が
、
食

材
の
安
定
供
給
の
む
ず
か
し
さ
や
価
格
等
の
問
題
で
、

継
続
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
田た

幸こ
う

地
区
で
は
、
生
産
者
が
中
心

に
な
っ
て
「
せ
っ
か
く
始
め
た
地
産
地
消
の
取
組
み

を
辞
め
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
」「
地
域
の
子

供
た
ち
に
自
分
た
ち
の
作
っ
た
野
菜
を
食
べ
て
も
ら

い
た
い
」
と
強
く
訴
え
、
平
成
17
年
に
住
民
自
治
組

織
で
あ
る
田
幸
地
区
町
内
会
連
合
会
の
承
認
・
協
力

を
得
て
、「
田
幸
ふ
る
さ
と
ラ
ン
チ
グ
ル
ー
プ
」
を
結

成
し
た
。

　
広
島
県
の
北
部
に
位
置
す
る
三
次
市
田
幸
地
区
は
、

１
４
９
０
人
、
５
８
０
世
帯
が
暮
ら
す
自
然
豊
か
な

「
作
る
人
の
顔
が
見
え
る
新
鮮
で
美
味
し
い
野
菜
が

届
き
ま
す
の
で
、
調
理
に
も
張
り
合
い
が
あ
り
ま
す
。

秋
に
は
梨
や
ぶ
ど
う
の
果
物
も
届
く
の
で
、
子
供
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
給
食
係
の
人
が
語
っ
て

い
た
。

　
ま
た
、
こ
の
活
動
に
よ
り
、
田
幸
小
学
校
で
は
、

子
供
た
ち
が
学
校
に
生
産
者
を
招
い
て
「
感
謝
の
集

い
」
を
行
っ
た
り
、
子
供
た
ち
が
生
産
現
場
へ
出
か

け
て
農
業
体
験
を
す
る
等
の
交
流
会
も
行
な
わ
れ
て

い
る
。
子
供
た
ち
の
地
域
へ
の
愛
着
心
へ
の
醸
成
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、
ま
た
生
産
農
家
は
、
家
族
も
協

力
す
る
な
ど
生
産
意
欲
が
高
ま
り
、
生
き
が
い
が
出

来
た
と
言
う
。

　
今
後
は
、
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
の
課

題
が
あ
る
が
、
地
区
全
体
で
農
業
振
興
を
は
か
り
、

学
校
と
の
連
携
を
強
め
て
い
く
予
定
で
、
他
地
区
で

も
「
ふ
る
さ
と
ラ
ン
チ
」
を
検
討
す
る
気
運
が
高
ま

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

◦
田
幸
ふ
る
さ
と
ラ
ン
チ
グ
ル
ー
プ

　「
田
幸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
」

　
☎0

8
2
4
-6
6
-1
1
6
2

新鮮野菜を子供たちに、「ふるさとランチ」
［田幸ふるさとランチグループ］� 広島県三

み

次
よし

市
し

▲田幸小学校主催、児童たちが農家の人を招いて「感謝の集い」

▲野菜をたっぷり使った学校給食の一例

▲毎朝共同給食調理場へ野菜を届ける農家

▲「感謝の集い」の一幕
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社（
者
）約
30
人
。
現
在
は
農
家
や
モ
ノ
づ
く
り
職
人
、

教
師
、
専
門
家
や
ア
ー
テ
イ
ス
ト
等
多
様
で
多
彩
な

考
え
を
持
つ
人
た
ち
が
連
携
し
、「
地
域
の
人
々
の
持

続
可
能
で
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
」「
時
代
を
切
り
開

く
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
造
」
を
め
ざ
し
て

活
動
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
会
津
材
の
特
色
と
地
元
の
伝
統
技

術
を
生
か
し
た
木
造
コ
ン
セ
プ
ト
ハ
ウ
ス
の
設
計
・

運
営
、
古
民
家
を
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
再
生
し
、

中
山
間
地
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
進
出
を
図
る
、
定

住
を
促
進
す
る
等
、
個
々
の
専
門
性
を
生
か
し
な
が

ら
過
疎
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に

経
営
的
な
発
想
と
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
特
色
と
い

え
る
。

　
三
島
町
を
は
じ
め
と
す
る
奥
会
津
地
方
は
、
森
林

面
積
の
割
合
が
高
い
が
、
当
該
地
区
を
含
む
県
内
の

林
業
就
労
者
は
20
年
間
で
6
割
も
減
少
。
ま
た
三
島

町
の
空
き
家
は
約
１
０
０
軒
あ
り
、
空
き
家
率
は
各

地
で
増
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
倶
楽
部
で
は
、

奥
会
津
の
山
力
を
生
か
し
里
の
生
活
を
支
え
る
た
め
、

独
自
の
板
倉
工
法
で
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
と
な
る
交
流
ス

ペ
ー
ス
を
地
元
温
泉
の
脇
に
設
置
（「
つ
る
の
Ｉ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
」）、
様
々
な
人
が
語
り
研
修
す
る
場
に
な
っ
て

い
る
。
古
民
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、
東

京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
進
出
、さ
ら
に
都
市
住
民
が
長
期
・

短
期
間
滞
在
す
る
家
も
出
来
、
地
域
と
の
交
流
機
会

が
増
え
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
が
提
案
す
る
家
は
、
地
元
の
木
材
を
使

っ
た
シ
ン
プ
ル
だ
が
多
目
的
に
使
え
る
木
造
住
宅
で
、

建
築
費
を
で
き
る
だ
け
抑
え
て
提
供
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
る
。
同
会
発
足
に
つ
い
て
佐
久
間
社
長
は

「
奥
会
津
の
木
材
は
品
質
が
い
い
の
に
、
節
が
あ
る

か
ら
と
安
い
価
格
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
な
ら
逆
手
に
、
節
の
あ
る
木
を
上
手
に
使
っ
て

安
価
で
品
質
の
い
い
家
を
提
供
し
よ
う
、
山
で
働
く

　
地
域
の
山
か
ら
産
出
し
た
木
材
を
最
大
限
に
活
用

し
て
、
地
域
の
育
林
家
や
建
築
家
、
住
民
が
幅
広
く

連
携
し
な
が
ら
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
、

都
市
住
民
と
の
交
流
、
会
津
地
方
の
自
然
と
歴
史
文

化
の
継
承
を
は
か
っ
て
い
こ
う
と
組
織
さ
れ
た
の
が

一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
倶
楽
部
。

　「
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」（
い
お
り
）と
は
、
漢
字
で
「
庵
」
と

書
き
、
古
来
は
草
木
や
竹
等
を
使
っ
て
作
っ
た
質
素

な
小
屋
、
農
作
業
用
の
仮
屋
な
ど
を
言
う
が
、
現
代

的
に
は
都
市
郊
外
や
里
山
で
の
簡
素
な
暮
ら
し
を
支

え
る
た
め
の
木
材
や
自
然
素
材
で
作
っ
た
シ
ン
プ
ル

で
コ
ン
パ
ク
ト
な
住
居
を
指
す
と
、「
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
創

刊
号
で
佐
久
間
建
設
工
業
㈱
社
長
の
佐
久
間
源
一
郎

氏
が
述
べ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
倶
楽
部
を
設
立
し
た
の
は
奥
会
津
地
方

の
林
業
家
ら
と
製
材
、
設
計
、
大
工
等
の
建
築
関
係

人
が
森
を
保
全
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
語

っ
て
い
る
。
同
倶
楽
部
で
は
「
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
と
い
う

活
動
を
紹
介
す
る
情
報
誌
も
発
行
し
て
お
り
、
コ
ン

セ
プ
ト
は
「
会
津
の
山
力
で
都
会
の
暮
ら
し
を
応
援

す
る
」。
８
号
と
な
り
、
現
場
を
熟
知
し
た
専
門
家

た
ち
の
提
案
と
活
動
が
、
田
舎
に
関
心
を
持
つ
都
市

住
民
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

◦
一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
倶
楽
部

　
☎0

8
0
-1
6
6
8
-9
6
4
3
�

会津材を生かした暮らしの提案「IORI倶楽部」
［一般社団法人 ＩＯＲＩ倶楽部］� 福島県三

み

島
し ま

町
ま ち

▲コンセプトハウス「つるのIORI」

▲アーテイストとのワークショップ。農家や地元建築家
等との交流が盛ん ▲樹齢100年の杉を伐採する一般の人を対象にした見学会



建造物を活用して、国内外の多くのアーティ
ストが様々な作品を展示しています。
参加アーティストや会場アクセス、モデルコ
ースなど芸術祭の見どころをHPでお知らせ
しておりますので、ぜひご覧ください。
また、これらの時期は紅葉シーズンを迎え、
美しく彩られた風景とともに新そばの収穫
を迎える常陸秋そばなどのグルメやりんご
狩りなども楽しむことができます。
この秋は、茨城県北芸術祭にお越しいただき
アートと一緒に地域の魅力を感じてみて下さい。
○会期：平成28年9月17日（土）-11月20日（日）
○テーマ：海か、山か、芸術か？
○総合ディレクター：南條史生（森美術館館長）
○開催市町：茨城県北地域６市町
　日立市、常陸太田市、高萩市、
　北茨城市、常陸大宮市、大子町
○主催：茨城県北芸術祭実行委員会
○作品鑑賞パスポート
　一般：２５００円/学生・高齢者：１５００円

 http://www.kenpoku-art.jp

茨城県北地域を舞台に繰り広げられる現代アートの祭典

KENPOKU ART 2016 茨城県北芸術祭

11月20日まで、茨城県の県北地域６市町の
風光明媚な海と山を舞台にした、初めての国
際芸術祭を開催中です。

「海か、山か、芸術か？」をテーマに、美術館だ
けでなく、自然の中や、商店街、廃校、歴史的

全国過疎問題シンポジウム 2016 in なら 平成28年10月13日木〜14日金

訪れたい、住みたい、住み続けたい地域 ～過疎地域で幸せな暮らしに出逢う～

検索茨城県北芸術祭
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編集後記
▼伝統産業荷を継承するためには、時代に合った
改革も必要だ。変えることは痛みや軋轢が生じる
ことがある。「五箇山和紙の里」の改革が成功して
いるのは。ひとえに“人の和”だと感じた（R）
▼伝統的な商品、作品を作る現場には、作り手さ
んたちの真剣で充実した時間がみなぎっていた。
原材料の収集から加工、制作の長いプロセスなど、
一点が完成するために如何に長い時間と労力が必
要かを改めて実感する取材であった。技術を学ぶ
研修会には若い人の参加も増えている。貴重な伝
統工芸品や伝統技術を継承していくために私たち
にできることは、関心を持ち、購入すること。森
や自然の命、作り手の想いと技術を結集した品物
が身近にある心地よさ。これを情報に翻弄されて
いる若い人に、どう伝えていけるか、知恵を出し
合っていきたい（A）

10/13 木 全大会 & 交流会
橿原市 かしはら万葉ホール

13：00  開会式 開会宣言(主催者挨拶、歓迎挨拶)
13：20  平成28年度過疎地域自立活性化

優良事例表彰式
14：05  基調講演

「一枚の葉っぱから生まれた幸せ
〜居場所と出番づくり〜」
横石知二氏 （㈱いろどり代表取締役）

15：25  パネルディスカッション
「訪れたい、住みたい、住み続けたい地域
〜過疎地域で幸せに出逢う〜」

「コーディネーター」
政所利子氏（㈱玄代表取締役）
[パネリスト]　五十音順
塩見直紀氏（半農半Ｘ研究所代表）
藤山　浩氏（島根県立大学連携大学院教授他）
松田麻由子氏（伊那佐郵人局長）
水本　実氏（東吉野村長）
横石知二氏（㈱いろどり代表取締役）
17：30 〜 19:00
交流会（かしはら万葉ホール レセプションホール）

10/14 金 分科会・現地視察
五條市、曽爾村、天川村、川上村

各9:00受付開始 10:00〜16:30解散予定

五條市分科会
西吉野コミュニテイセンター

・過疎地域自立活性化優良事例発表会
「コーディネーター」
図司直也氏（法政大学現代福祉学部福祉コミュニティ科教授）

[現地視察] ・五條総合体育館
・藤岡家住宅

曽爾村分科会
国立曽爾青少年自然の家

・パネルディスカッション
　「田舎は宝の山だ!」

「コーディネーター」
斉藤俊幸氏（イング総合計画㈱代表取締役）
[パネリスト]　五十音順
有江正太氏（空き家コンシェルジュ代表理事）

小関康嗣氏（美山里山舎代表理事）

芝田秀数氏（曽爾村長）

立花弘晶氏（曽爾村観光振興公社営業部長）

[現地視察] ・曽爾高原
・曽爾高原ファームガーデン

天川村分科会
天川村立天川小学校体育館

・パネルディスカッション
　「山癒の里からメッセージ」

「コーディネーター」
竹本吉輝氏（㈱トビムシ代表取締役）
[パネリスト]　五十音順
角谷甚四郎氏（天川村洞川財産区議会議長）

車谷重高氏（天川村長）

松井賢一氏（滋賀県湖北農業農村振興事務所副主査）

山口貴義氏（㈲山口農園代表取締役）

[現地視察]・天川大弁財天社
・てんかわ天和の里

川上村分科会
川上総合センター

・過疎地域自立活性化優良事例発表会

「コーディネーター」
宮口伺迪氏（早稲田大学教育・総合科学学術院教授）

[現地視察] 
森と水の源流館、樹齢280年の人工林、匠の聚

曽爾高原の夕焼け スギ人工林（川上村）

落合陽一  ≪コロイドディスプレイ≫2012/2016
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No.40 夢を紡ぐ—地域伝統のものづくり職人
大館曲げわっぱ（秋田県大館市・栗久） 
南木曽「木地師の里」（長野県南木曽町・
野原工芸） むらかみ町屋再生プロジェク
ト（新潟県村上市）三津谷煉瓦窯再生プ
ロジェクト（福島県喜多方市）伝統の切
れ味、土佐打刃物（高知県香美市土佐山
田町）からむし織の里（福島県昭和村） 
い草の育成とゴザ織り（熊本県八代市） 
三好お札の里（徳島県三次市池田町）縮
れ穂先を編み上げる南部箒（岩手県九戸
村・高倉工芸）秋山郷が育む猫つぐら（長
野県栄村）アイヌ文化を未来へ伝える（北
海道平取町ニ風谷）

地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

2011年
春夏号

夢を紡ぐ――
地域伝統のものづくり職人

特
集

本誌は、宝くじの普及宣伝事業として作成されたものです。

No.41 これが自慢の味・風土・人—地域ブランド作戦
生いもこんにゃく NO.1（群馬県東吾妻
町・小山農園）450 年の歴史を経て、
西海えだおれなす（長崎県西海市）飼料
用米生産と「こめ育ち豚」（山形県遊佐
町）森を救う家具「ニシアワー」（岡山県
西粟倉村）京丹波の伝統作物（京都府京
丹波町）山里文化を語り継ぐ「遠野物語」
の里（岩手県遠野市）富良野ラベンダー
の里（北海道中富良野町）米蔵・しおま
ち唐琴通り・須恵器（岡山県瀬戸内市牛
窓）「森の香菖蒲ご膳」（佐賀市富士町） 
トキと暮らす郷（新潟県佐渡市）
特別ルポ／東日本大災害・災害地からの
報告

地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

2011年

これが自慢の味・風土・人

地域ブランド作戦
特
集

No.42 新たなコミュニティーの実践—農山漁村の再生
中山間地域の住民をサポートする（高知
県仁淀町・越知町・いの町）スキ―場跡
地に森林を復元（長野県長和町）天草漁
師の「ひと網オーナー制度」（熊本県天草
市有明町）油屋・万屋・車屋を地区で運
営（広島県安芸高田市川根）｢元気かい !
集落応援プログラム｣（和歌山県田辺市）
協力隊から起業・就職（北海道喜茂別町）
女子大 OB 生の田舎暮らし & 地域おこ
し（茨城県常陸太田市）村立おといねっ
ぷ美術工芸高校（北海道音威子府村）[自
然エネルギー利用]観葉植物栽培日本一

（鹿児島県指宿市）環境モデル都市（高知
県檮原町）

地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

2012年

新たなコミュニティーの実践

農山漁村の再生特 集

No.43 Iターンして新規就農—地域に農の新しい風
担い手を育成して地域活性化（大分県由
布市庄内町、豊後大野市）河岸段丘は命
と恵みの大地（新潟県津南町）｢南郷トマ
ト｣の若い担い手（福島県南会津町）農家
の心意気をニューファーマーに（北海道
士別市朝日地区）自家製レモンで大三島
リモンチェッロ（愛媛県今治市上浦）「農
業をする」という人生の作り方（岩手県西
和賀町）地域の産直市「お山の大将」（徳
島県美波町）休耕田にしない・親子で米
作り（広島県庄原市総領）むかし味「げん
たの野菜」（山梨県笛吹市芦川） 高原を彩
るヒマラヤの青いケシ（長野県大鹿村） 
環境未来都市しもかわ（北海道下川町）

地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

2013年

地
域
に
農
の
新
し
い
風

特
集
Ⅰ
タ
ー
ン
し
て
新
規
就
農

地
域
に
農
の
新
し
い
風

No.47 ソフト事業で　地域ステップアップ
豊饒な大地から"美味しい"発信、ブランド作物&グル
メの里（青森県つがる市）人、モノ、想いが行き交う交
差点「こってコテいけだ」（福井県池田町）男鹿の魅
力をパワーアップ、減農薬栽培と放棄水田の活用（秋
田県男鹿市）バイオガスプラントの余熱利用、チョウ
ザメ、マンゴー飼育（北海道鹿追町）全国が熱い視線
を注ぐ「日本一の子育て村」（島根県邑南町）地場産
業・伝統技術を継承する、小学生の「たたら体験学
習」（島根県奥出雲町）作って、食べて、歩いて実感、
山の暮らしをナビゲート（山梨県笛吹市芦川）暮らし
の中で街並み保存と資源活用、北国街道今庄宿（福
井県南越前町）　海の道・神々の島、壱岐市立「一支
国博物館」（長崎県壱岐市）　駅舎は若者や町民活
動の発信地「えき・まちネットこまつ」（山形県川西町）
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No.44 人々が集って、はじめる—ふるさと再生作戦
「美味しい」の感動をつなぐ島（山口県周防大島町） 貴
重な動植物と農業青年を育む里山（鳥取県日南町） 四
ケ村の棚田と肘折温泉で創るふるさとのにぎわい（山
形県大蔵村） 主役は子供たち（福島県伊達市月舘町） 
馬にふれ、馬たちの時間で暮らす（北海道浦河町） ボラ
ンティアが続ける森や里山支援 /（JUON NETWORK
森の楽校・田畑の楽校） 産学官でオホーツク地域産業
の創成を（東京農大オホーツク実学センター） 平成25
年度過疎地域自立活性化優良事例 / 民家は地域資源、
リフォームして定住促進へ「奥矢作森林塾」（岐阜県恵
那市） 生姜栽培を復活して開拓魂を受け継ぐ（鹿児島
県西之表市） 雪浦ウイーク（長崎県西海町） 寄ろ会み
なまた（熊本県水俣市）若松ふるさと塾（長崎県新上五
島市）会津山都そば協会（福島県喜多方市）

地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

2014年

ふ
る
さ
と
再
生
作
戦

特
集
／
人
々
が
集
っ
て
、は
じ
め
る

ふ
る
さ
と
再
生
作
戦

No.45 地域の創造活動を支援する
集落再生をめざす小さなユートピア郷 / 大宮産業・
みやの里（高知県四万十市西土佐）移住してくる家
族をバックアップ（長野県伊那市高遠町） 地域で安心
して幸せに暮らす / ゆうばりコンパクトシティ構想（北
海道夕張市） 各分野の専門家が地域に根を張って /
対馬市島おこし協働隊（長崎県対馬市） 自然と地域の
中で輝いて学ぶ「島留学」県立隠岐島前高校、島ま
るごと図書館プロジェクト（島根県海士町）学生の提
案をビジネスに生かす / 十日町市「トオコン」、農業
体験・ボランティア活動に無料バス（新潟県十日町市）
風土に合った「小さな農業」の創出（山形県舟形町）
山里の暮らしの知恵と資源を生かして/もくもく市場・
栃尾里人塾（岐阜県郡上市明宝）地域の見守り役も
担って / 予約型乗合タクシー（福岡県八女市） 
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No.46 若者の地域貢献活動
島の柑橘園を受け継ぐバンドマンたち（愛媛
県松山市中島）農を軸に「生きがいの仕事作
り」/ 学生耕作隊（山口県宇部市）高根の暮ら
しを明日へ繋ぐ / 共存の森ネットワーク・キ
ヤノングループ（新潟県村上市） 450 人の子
供たちの第二の故郷 / 暮らしの学校だいだら
ぼっち（長野県泰阜村） 奄美大島他で大学生
が「島キャン」　休耕地を花と蜜蜂の丘に / 油
木高校（広島県神石高原町） 地域の農業と共
に / 名久井農業高校（青森県南部町） 道北農
業の未来を担う/ 北海道名寄産業高校（北海
道名寄市）  若手漁師や「笑顔食堂」が地域の
活力（三重県尾鷲市早田町） ふるさとへもん
てこい ! 熱烈ラブコール（徳島県那賀町）

地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

2015年

特集

若
者
の
地
域
貢
献
活
動

若
者
の
地
域
貢
献
活
動


